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午後３時００分開会 

 

○教育長 ただいまから、本年第６回足立区教育委員

会定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって、会

議は成立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

────────◇──────── 

 

  初めに、会議録署名委員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名委員に小関委員、早川委員をご

指名いたしますので、よろしくお願いします。 

  それでは、日程第１を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第３２号議案「『令和

５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）』に関す

る教育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第３２号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 では、６ページをお開きください。令

和５年度の教育関係第４号補正予算案についてでご

ざいます。まず、６ページでございます。国庫支出金、

都支出金とございますが、学校における医療的ケア

事業などの補助金等が、この支出金のほうに入って

まいります。それから２１番諸収入でございますが、

生涯学習振興公社の補助金返還分及び他収入でござ

います。 

  ７ページを御覧ください。７番「教育費」です。こ

ちらにつきましては、地震発生による修学旅行のキ

ャンセル料、こちらを区で負担するもの。それから他

区で、小学校の校庭でくぎによるけががございまし

た。そういったことから金属探知機を購入いたしま

して、各学校、用務の委託の中で調査をするというも

のでございます。いずれも教育に必要な予算という

ことで、異議はないというご提案をしたいと思って

おります。私からは以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３２号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。何かご質疑ございますでしょうか。 

  ないようでございますので、これより第３２号議

案「『令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）』

に関する教育委員会の意見について」を採決いたし

ます。 

  本案は、原案のとおり、異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり、異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、日程第２を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第２、第３３号議案「『梅島

小学校人工芝改修その他工事請負契約』に関する教

育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第３３号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 資料の１０ページをお開きください。

第３３号議案となります。梅島小の人工芝の経年劣

化に伴う張替えでございます。 

  契約の相手方、契約金額、工事内容は記載のとおり

でございます。こちらについても異議がないという

ご提案をいたしたいと思います。ご審議お願いいた

します。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３３号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。何かご質問はございますでしょうか。 

○小関委員 経年劣化に伴う人工芝の張替えというの

は、ここに限らず起きると思うのですが、校庭が丸々

使えなくなる状況になってしまうのでしょうか。校

庭に代わる場所があるのでしょうか。どのように進

められるのか、教えていただければと思います。 



2 

 

○教育長 西部地区建設課長。 

○西部地区建設課長 工事期間中は全面閉鎖になりま

す。半年ぐらい、工事期間を今予定しておりますので、

その間は、校庭は使用できないような状況になりま

す。以上です。 

○教育長 よろしいですか。ほかには。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 工事の間、運動する場合にはどのように

なりますか。近くにある公園を使ったりとかという

ようなことは、もう既に決まっているのですか。 

○教育長 西部地区建設課長。 

○西部地区建設課長 工事期間中の話は、学校のほう

と協議を重ねております。梅島小学校の場合、近くに

グラウンドみたいなところがございませんので、体

育の授業などは多分体育館等を利用する形になると

思います。 

  また、休み時間等についても、多分体育館等を利用

するようになると思います。学校のほうとその辺は

詰めておりますが、学校サイドの判断になるかなと

思います。以上です。 

○倉橋委員 分かりました。ありがとうございます。 

○教育長 ほかには、よろしいですか。よろしいです

ね。 

  ないようでございますので、これより第３３号議

案「『梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約』に

関する教育委員会の意見について」を採決いたしま

す。 

  本案は、原案のとおり異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり、異議なしとして決することにいたします。 

  次に、日程第３第３４号議案、及び日程第４、第３

５号議案は関連する議案ですので、一括で説明をさ

せていただきます。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第３、第３４号議案「『郷土

博物館大規模改修その他工事請負契約』に関する教

育委員会の意見について」。日程第４、第３５号議案

「『郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約』に

関する教育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第３４号議案及び第３５号議案について、

岩松教育指導部長から説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 それでは第３４号議案、第３５号議

案について、一括してご説明をさせていただきます。

１４ページをお開きください。郷土博物館の大規模

改修工事でございます。契約の相手方、契約金額、工

事内容は記載のとおりでございます。こちら、３４号

議案は建築工事の案件でございます。 

  続いて１８ページ。第３５号議案の説明書を御覧

ください。こちらも同じく郷土博物館の改修になり

ますが、こちらは機械設備の案件となります。契約の

相手方、契約金額、工事内容は、記載のとおりとなり

ます。こちらに関しましても、異議ないものとしてご

提案を差し上げたいと思っております。以上です。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３４号議案及び第３５号

議案についてご意見、ご質問がありましたら、委員の

ご発言をお願いいたします。何かご質疑はございま

すでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 基本的なところですが、契約方法に「条件

付一般競争入札」と書いてあるのですが、どういう点

で「条件付」となっているのか、教えてください。 

○教育長 西部地区建設課長。 

○西部地区建設課長 参加資格条件が決められている

ことだと思います。所管するのが契約課なので、申し

訳ありません。今回、２社以上の会社による共同企業

体になっておりますので、各々条件がついているの

です。会社の格付けだったり年間の請負額だったり

が条件として、決められていまして、それで共同企業

体をつくって入札参加をされたと思います。明確に

答えられなくて申し訳ありませんが、以上です。 

○小関委員 いずれにしても条件がついているという

ことですね。当然ですよね。分かりました。ありがと
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うございます。 

○教育長 ほかにはございますか。よろしいですか。 

  ないようでございますので、これより採決に入り

ます。採決は議案ごとに行います。 

  それでは、第３４号議案「『郷土博物館大規模改修

その他工事請負契約』に関する教育委員会の意見に

ついて」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり、異議なしとして決することにいたします。 

  次に、第３５号議案「『郷土博物館大規模改修機械

設備工事請負契約』に関する教育委員会の意見につ

いて」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり異議なしとして決することにいたします。 

  次に、日程第５を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第５、第３６号議案「『足立

入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約』に関

する教育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第３６号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 では、２２ページをお開きください。

３６号議案でございます。足立入谷小学校の屋上防

水改修、その他の工事でございます。契約の相手方、

契約金額、工事内容は記載のとおりでございます。 

  こちらにつきましても、異議ないものとしてご提

案をしたいと思っております。以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３６号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。何かご質疑はございますか。 

  ないようでございますので、これより第３６号議

案「『足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契

約』に関する教育委員会の意見について」を採決いた

します。 

  本案は、原案のとおり異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり、異議なしとして決することにいたします。 

  次に、日程第６を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第６、第３７号議案「『六月

中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請

負契約』に関する教育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第３７号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 ２６ページをお開きくださいませ。

六月中学校の全体保全計画に係る外装改修、その他

の工事でございます。契約の相手方、契約金額、工事

内容は記載のとおりでございます。 

  教育委員会として、異議なしということでご提案

をしたいと思っております。ご審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３７号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。よろしいでしょうか。 

  久保田委員。 

○久保田委員 １点、用語の確認をお願いいたします。

「低入札調査基準価格１者」とありますが、「低入札」

というのは予定価格よりも低かったというような理

解でよろしいですか。 

○教育長 西部地区建設課長。 

○西部地区建設課長 予定価格を契約課のほうで設定

しておりますが、その額より低いということがあっ

たということです。 

○教育長 よろしいでしょうか。ほかには。 
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○久保田委員 その予定価格は足立区職員の方が設定

したのですか。 

○教育長 西部地区建設課長。 

○西部地区建設課長 予定価格は、契約課のほうで、区

の職員が設定しております。 

○ ありがとうございます。 

○教育長 ほかは大丈夫ですか。 

  ないようでございますので、これより第３７号議

案「『六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その

他工事請負契約』に関する教育委員会の意見につい

て」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり異議なしとして決することにいたします。 

  次に、日程第７を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第７、第３８号議案「『鹿浜

西小学校解体工事請負契約』に関する教育委員会の

意見について」以上。 

○教育長 第３８号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 では、資料３０ページをお開きくだ

さい。鹿浜西小学校の解体工事でございます。鹿浜未

来小学校の開校に伴いまして、鹿浜西小学校を解体

するものでございます。契約の相手方、契約金額、工

事内容は記載のとおりでございます。 

  異議なしということでご提案を差し上げたいと思

っております。以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３８号議案についてご意

見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。何かご質疑はありますでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 解体工事とは関係ないのですが、この鹿

浜西小学校の跡地は、今後どのように活用するか決

まっていたりするのでしょうか。 

○教育長 施設営繕部長。 

○施設営繕部長 もう既にご案内のとおり、跡地利用

もプロポーザルで募集をしていまして、民間さんに

定期借地権でお貸しをして、商業施設をそこでやっ

ていただくというようなことになっております。 

○倉橋委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかには。 

  小関委員。 

○小関委員 すみません。これも、これには直接関わり

ないかもしれませんが、北鹿浜小学校は、一緒に解体

工事をしないのでしょうか。 

○教育長 施設営繕部長。 

○施設営繕部長 今、設計をやっているところでござ

いまして、実は、そこを利用したいというお客様も中

にはいるようなところも聞いております。 

  ただ、まだ本質的にはどういうふうに使うという

のが決まっていませんが、予算書上では、もう解体し

ましょうということになっております。本年度、来年

度の債務負担で、解体の費用は頂いておりますが、

我々も一気に全部、同地区に工事を発注すると、地域

の方に影響もあるということで、まずは鹿西のほう

を先にやらせていただき、その後、北鹿を今年度中に

は出すような予定で、考えているところでございま

す。 

○教育長 大丈夫ですか。ほかには、よろしいでしょう

か。 

  ないようでございますので、これより第３８号議

案「『鹿浜西小学校解体工事請負契約』に関する教育

委員会の意見について」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり、異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり、異議なしとして決することにいたします。 

  次の、日程第８、第３９号議案から、日程第１１、

第４２号議案までは、関連する議案ですので、一括で

説明をさせていただきます。 
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  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第８、第３９号議案「『熱風

消毒保管庫の買替え（中学校東）』に関する教育委員

会の意見について」。日程第９、第４０号議案「『熱風

消毒保管庫の買替え（中学校西）』に関する教育委員

会の意見について」。日程第１０、第４１号議案「『熱

風消毒保管庫の買替え（小学校南）』に関する教育委

員会の意見について」。日程第１１、第４２号議案

「『熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）』に関する教

育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第３９号議案から第４２号議案について、

岩松教育指導部長から説明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 熱風消毒保管庫の買替えでございま

す。３４ページをお開きください。今回、この熱風消

毒保管庫につきましては、計画的な更新でございま

す。小学校が２議案、中学校が２議案と、それぞれご

ざいます。 

  件名、それから契約金額、契約内容は、記載のとお

りでございます。この３４ページのほか、３８ページ、

４２ページ、４６ページと、それぞれ小学校、中学校

ごとに記載をしております。 

  いずれも必要な物でございますので、異議なしと

いうことでご提案をいたします。以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第３９号議案から第４２号

議案についてご意見、ご質問がありましたら、委員の

ご発言をお願いいたします。何かご質問はあります

でしょうか。 

○早川委員 この４件、熱風消毒機は、中西製作所さん

と新日本厨機さんと、それぞれ値段が違うのだろう

とは思うのですが、特に４６ページの第４２号議案

は、１１台買って、４億２，０００万。一方で、４１

号議案のほうは７台で４億３，０００万。 

  多分、機能などが違うのでしょうけれども、妙に、

中西製作所さんのは安い気がするのです。この差は

何ででしょうか。 

○教育長 学務課長。 

○学務課長 この金額等のばらつきなのですが、いろ

いろと型番が違います。その理由としましては、学校

の規模によって、この熱風消毒保管庫というものの

大きさ、容量がちょっと異なることから、必ずしも同

じではないというような状況です。 

  また、それぞれブロックに分けておりますが、学校

の大きさによって必要な台数も違うためとなります。 

○早川委員 同じメーカーですが、４２号議案よりは、

４１号議案のほうが、どの程度大きいのか分からな

いですけれども、値段が高く、台数が少ないというこ

とは、性能の差があるということですか。 

○教育長 学務課長。 

○学務課長 容量が違うために、値段が少々高くなっ

ています。今回、小中あわせて大量の台数を発注する

に当たりまして、１社ではやはり困難ということで、

全校のほとんどを担うメーカーがこの２社になりま

すので、そちらに下見積りを依頼しております。 

○早川委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかには、よろしいですか。 

  ないようでございますので、これより採決に入り

ます。採決は議案ごとに行います。 

  それでは、第３９号議案「『熱風消毒保管庫の買替

え（中学校東）』に関する教育委員会の意見について」

を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり、異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり、異議なしとして決することにいたします。 

  次に、第４０号議案「『熱風消毒保管庫の買替え（中

学校西）』に関する教育委員会の意見について」を採

決いたします。 

  本案は、原案のとおり、異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり、異議なしとして決

することにいたします。 
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  次に、４１号議案「『熱風消毒保管庫の買替え（小

学校南）』に関する教育委員会の意見について」を採

決いたします。 

  本案は、原案のとおり、異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり異議なしとして決することにいたします。 

  次に、第４２号議案「『熱風消毒保管庫の買替え（小

学校北）』に関する教育委員会の意見について」を採

決いたします。 

  本案は、原案のとおり、異議なしとして決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり、異議なしとして決することにいたします。 

  大塚西部地区建設課長については、当議案の審議

をもって退席とさせていただきます。お疲れさまで

した。 

○西部地区建設課長 お疲れさまでした。失礼します。 

○教育長 次に、日程第１２を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１２、第４３号議案「足立

区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会への

諮問について」以上。 

○教育長 第４３号議案について、上遠野子ども家庭

部長から説明をお願いいたします。 

  子ども家庭部長。 

○子ども家庭部長 説明資料の５１ページをお開きく

ださい。第４３号議案でございます。 

  件名、所管部課名は記載のとおりです。 

  まず１番、「諮問の理由」でございますが、東京都

は、この１０月から保育所等の第２子の保育料を無

償化するという方針を打ち出しておりまして、足立

区がそれを実施するに当たりまして、審議会のほう

に諮問し、ご意見を頂くというものでございます。 

  諮問内容、審議会の開催期日等は記載のとおりで

ございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第４３号議案についてご意

見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。何かご質問ございますでしょうか。 

○早川委員 双子の場合とか、そういう場合はどうな

るのですか。双子だと第１、第２とつくのですよね。 

○教育長 子ども政策課長。 

○子ども政策課長 おっしゃるとおり、双子であって

も、お１人目、お２人目というカウントになります。 

○教育長 ほかにはよろしいですか。 

  ないようでございますので、これより、第４３号議

案「足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審

議会への諮問について」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案の

とおり議決することにいたします。 

  次の日程第１３、第４４号議案から、日程第１５、

第４６号議案は、足立区教育委員会会議規則第１４

条第１項のただし書による「人事に関する事件その

他の事件」でありますので、非公開の会議といたした

いと思います。 

  お諮りいたします。第４４号議案から第４６号議

案につきまして、非公開とすることに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本議案につき

ましては非公開とさせていただきます。 

  傍聴人の方は大変申し訳ありません。議場よりご

退席をよろしくお願いいたします。 

 

（傍聴人 退席） 

 

────(非公開議案審議中)──── 

 

  それでは、非公開の審議が終了いたしましたので、

傍聴人の方にお戻りいただくようにお伝えください。 
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○教育政策担当 傍聴者の方ですが、採択関係の質問

が担当者にあるということで、これが終わってから

また入るということです。 

○教育長 進めてしまって大丈夫ですか。よろしいで

すか。 

  次に、日程第１６「教育長報告」を議題といたしま

す。今回は、各担当からの報告事項に代えさせていた

だきます。ご審議等は全ての報告が終了しましたら、

一括で頂くようお願いいたします。 

  それでは、（１）について、田巻教育政策課長、お

願いいたします。 

  教育政策課長。 

○教育政策課長 ５２ページをお開きください。令和

４年度の小中学校の図書館支援事業について、実績

の報告をさせていただきます。項番１、最初に小学校

の図書館支援の状況でございます。 

  小学校につきましては、（１）に記載のとおり、事

業者の人材派遣により、支援している状況です。昨年

度までは週２回の派遣ということで取り組んでまい

りましたが、今年度から令和５、６、７と３年間かけ

て、週４日に拡充していく予定となっております。今

年度は２３校が週４日派遣となっております。 

  （２）に、昨年度の実績を記載しております。年間

貸出冊数、そして一人当たりの年間貸出冊数という

ことで記載しておりますが、令和３年度比で言うと

増加傾向ということでございます。令和３年度がコ

ロナによる緊急事態宣言ですとか、まん延防止等重

点措置期間ですとかありましたので、そこから比べ

ると通常モードに戻っている様子が見て取れるかと

思います。 

  ５３ページに主な支援内容も記載しておりますが、

おおむね前年度より倍に近いような状況ということ

でございます。 

  項番２は中学校の図書館支援の状況ですが、こち

らは会計年度任用職員ということで、区が直接雇用

で各校１名配置する形で、学校司書を配置しており

ます。おおむね週５日の年間２０５日の配置という

ことになっております。 

  昨年度の利用の状況も記載しておりますが、やは

り中学校も令和３年度に比べれば、通常に戻りつつ

あるという状況でございます。 

  ５４ページに、課題と今後の取組の方向性を記載

しておりますが、まず、全国学力調査の意識調査の中

に「読書が好きか」という設問があるのですが、足立

区はやはり低い傾向が出ていますので、まずは読書

好きを増やすような取組。それと図書館関係の充実

に取り組んでいくとともに、学習の基盤となる資質・

能力の育成に向けて、授業での利活用を通して探究

的な学習を進めていくという方向を記載させていた

だいております。以上です。 

○教育長 次に（２）から（４）について、秋元学校Ｉ

ＣＴ推進担当課長、お願いいたします。 

  学校ＩＣＴ推進担当課長。 

○学校ＩＣＴ推進担当課長 それではお手元の資料５

５ページを御覧ください。「Ｇｏｏｇｌｅパートナー

自治体プログラムについて」です。昨年度ですが、Ｇ

ｏｏｇｌｅから、小中学校のＩＣＴの活用状況がい

いため、「パートナー自治体として参画しませんか」

というお声がけを頂きまして、パートナー自治体と

して参画しているものであります。 

  このプログラムの中で、児童・生徒向けに、項番１

以下（１）から（３）まで３つのプログラムに参加さ

せていただきますので、ご報告をさせていただきま

す。 

  まず（１）「ジュニアＩＣＴリーダー育成プログラ

ム」ですが、小学校４年生を対象に、プレゼン資料の

作成でありますとか効果的なプレゼン方法の講義を

Ｇｏｏｇｌｅの方にしていただくものになります。 

  （２）「Ｇｏｏｇｌｅ社会科見学」につきましては、

小学５年生を対象にして、ネットワークの仕組みに

ついての講義をしています。 

  （３）「Ｍｉｎｄ Ｔｈｅ Ｇａｐ」につきまして

は、中学生を対象に、将来の可能性とか情報科学の必

要性についての講義となります。いずれもＧｏｏｇ

ｌｅ本社、またはオンラインによる開催を予定して

おります。 
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  続きまして、５６ページをお開きください。「令和

４年度足立区立小・中学校ＩＣＴ機器活用に関する

年度末効果検証の結果報告について」です。これは、

各小中学校の先生にアンケート形式で取らせていた

だいたものの報告になります。 

  ５６ページ、小学校の指標の一覧が出ております。

５７ページを開いていただきまして、主な課題、今後

の対策等書いてあります。課題としましては、教員用

のタブレットの仕様頻度が【週５時間に達していな

い】教員が小学校でまだ２割いること、児童用タブレ

ットの活用では、協働的な学習の中でプレゼン機能

を活用させる場面にまだ課題が一部残るというとこ

ろが見て取れます。 

  小学校については、だいぶ活用が進んでおりまし

て、各校で自走できる体制が整いつつあります。した

がって、各方のＯＪＴにより、活用の促進を図ってい

くというところと、まだ活用がなかなかできない苦

手な先生方に対しては、Ｇｏｏｇｌｅの初級者向け

の研修を用意しましたので、そちらのほうを受けて

いただいて、底上げを図っていきたいと思っていま

す。 

  先ほどお話ししましたパートナー自治体の取組

「ジュニアＩＣＴリーダー育成プログラム」により、

子どもたちのスキルもあわせて上げていきたいなと

いうところになっております。 

  項番３につきましては、中学校の検証結果になっ

ています。中学校につきましては、小学校に比べてま

だ活用が盛んでないというところが見て取れますの

で、先ほど申しました初級者向けの研修を使って、底

上げを図っていきたいと考えております。また、令和

６年度に学力調査のＣＢＴ化が予定されております

ので、それに向けて、子どもたちの情報活用能力の育

成という観点から、授業の中でタブレットを活用し

ていただくように教育委員会のほうから働きかけて、

中学校の活用を進めていきたいと考えております。 

  項番４に、今年度の研修体制というところで参考

に入っていますが、先ほど申しましたように、初級者

向け、中級者向け、上級者向けのＩＣＴの育成プログ

ラムをつくりました。 

  また、あるいはＧｏｏｇｌｅの認定教育者レベル

１という研修があるのですが、そちらの研修を、昨年、

先生方７９８名に受けていただいて、レベル１の資

格を５２３名の先生が取得しましたが、これはＧｏ

ｏｇｌｅの方にも、全国的に誇れる数字であります

よと、かなり評価していただいていますので、こうい

った先生の頑張りなども後押ししながら、進めてい

きたいと思っています。 

  続きまして５９ページです。「令和４年度情報モラ

ルに関する調査結果報告について」です。昨年度初め

て、子どもたちに対して、情報モラルに関する調査を

させていただきまして、その結果報告になります。５

９ページの項番２に項目を示しております。 

  ６０ページを開いていただきますと、それぞれの

項目の達成状況が入っておりますが、情報モラルが

身についている児童生徒の考え方として、項番３の

（１）にありますように、例えば小学１、２年生につ

いては、１から３、９、１２など教育委員会として、

これだけは身につけてほしいなということを、達成

項目として挙げさせていただいています。 

  この項目を全て達成できた、または大体できたと

回答した子どもの割合を達成状況として捉えている

のですが、それで言いますと、小学校が６３．３％、

中学校が５１．３％となっています。 

  おおむね９５％以上の子はできているのですが、

９５％に満たなかったものとしては、使用目的に関

する項目でありますとか、あるいは健康面に関する

項目でした。今後の対応として、６１ページのとおり、

見てもいいサイト、見てはいけないサイトを自分で

判断できる力を身につけさせるとか、小学１年生に

対して、初めてクロームブックを触るときに、使い方

だとかモラルなどについても合わせて取り組んでい

きたいなということの取組をしていきたいと思って

います。私からは以上です。 

○教育長 次に、（５）から（６）について、田巻教育

政策課長、お願いいたします。 

  教育政策課長。 
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○教育政策課長 学力定着推進課長を兼務しておりま

すので、そちらの所管事業を２本報告させていただ

きます。６２ページをお開きください。 

  実用英語技能検定の受験支援事業の申込み状況に

ついて、報告させていただきます。 

  目的としましては、英検取得という学習へのモチ

ベーション、これを高めるきっかけづくりというこ

とと、都のスピーキングテストもありますので、その

あたりの生徒の機運上昇を図るため、今年度新たに

導入した事業でございます。 

  順番が前後しますが、事業の概要としましては、項

番１に記載のとおり、英検３級以上の受験費用を年

に１回を上限に団体申込を対象に支援するものでご

ざいます。生徒によっては準２級でも２級でも、１級

でも支援の対象となりますが、今回は１級まで申込

みがありました。 

  結果としましては、第１期、４月の申込み段階では

１，０５３人の申込みが合ったということで、全体の

２３％程度ということでした。高校受験での活用を

考えると、第２期、９月、１０月の受験の頃に多くの

生徒が狙ってくるのではないかと思っております。

今後も推移を見守ってまいります。 

  ６３ページになります。次は「中１夏季勉強合宿

（通所型含む）の実施方法等」のご報告になります。 

  目的としましては、算数でのつまずきを夏休みの

うちに早期解消していくことで、その後の数学の学

習内容を積み上げていくことです。 

  コロナ禍の、３年間は、宿泊型で実施しようとして

いましたができなくなったり、その代替として、学校

で通所型でやろうと準備していたのに、それすらで

きなかったりということで、非常に苦しい３年間だ

ったのですが、今年度は通常モードに戻していくと

いうことで、４年ぶりの宿泊型の合宿を今回、準備し

ております。 

  一方で、学校ではサマースクール等の形で通所型

の補習というのが浸透してまいりましたので、あえ

て鋸南自然の家で宿泊しなくても、学校の中で一定

程度成果の出せる補習ができるのではないかという

ことで提案がありました。なので、今年度はモデル的

に１５校で通所型をやってみてということになりま

す。 

  記載の日程になりますが、今年度並行して、試行的

にやってみたいと思っております。 

  ６４ページの４番に記載のとおり、合宿前から合

宿後、３か月後、６か月後に、効果検証のテストを行

いながら、様子を見ていこうと考えております。報告

は以上になります。 

○教育長 次に、（７）から（８）について、八尋教育

指導課長、お願いします。 

  教育指導課長。 

○教育指導課長 ６５ページを御覧ください。「学習支

援員（エデュケーション・アシスタント）の採用につ

いて」です。 

  今年度、東京都からの連絡により、新規採用教員に

非常に欠員が出ているということで、足立区でも小

学校１０校、それぞれ１名ずつ不足している状況で

す。その中で１０校中４校については、時間講師等の

配置が早めに決まり、欠員の補充ができている状況

なのですが、５校については、算数少人数指導を取り

やめたり、専科の授業を取りやめたりとして、要はマ

イナス１の状況で学校運営をスタートしているとこ

ろです。 

  そこで東京都から、項番１に書いてありますよう

に、副校長補佐、エデュケーション・アシスタント、

それからスクール・サポート・スタッフのいずれかを

配置する場合には経費を補填する旨の通知がありま

した。なので、記載の５校については学習支援員を配

置しました。 

  というのは、他区においては、担任が不足している

状況の中で副校長が担任をしたりとか、そういう状

況が生じていますが、今のところ足立区においては、

算数少人数を解消して、担任に充ててということが

できていますので、それのさらに補助をするという

意味で、学習支援員を入れることとしました。 

  続きまして、６６ページを御覧ください。「令和４

年度いじめ認知・解消の状況について」です。項番１
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の表のとおり、未解決件数は、減りましたが認知件数

であったりとか、そういうところが増えています。 

  認知件数が増えているというのは、より活動的に

子どもたちが動いている。それから、よりしっかり教

員のほうで見て、トラブルを報告しているという状

況が見られます。ただ、未解消件数というのが減りま

せん。 

  これは記載のとおり、子どもたち同士の対人スキ

ル。要はコロナ禍３年間で、なかなか子どもたち同士

で遊んだりという経験が少ない中で、「ごめんなさい」

というのが言えなかったりとか、ここはちょっと自

分は引いて我慢しようとか、そういうスキルが低下

していることが考えられます。 

  ただ、これだけではなくて、ここには書いておりま

せんが、教員も３年間、こういう子どもたちのトラブ

ルというものに慣れていない状態です。特に、この３

年間で採用された教員については、今回初めて、子ど

もたちが活発に動く姿を見ている状況で、やはり解

決に時間がかかっていると考えられます。 

  いじめ等については組織的に対応するようにと言

っているので、ベテラン教員がしっかり見ながら、解

決に向けて一緒に対応していますが、やはりマンパ

ワーが不足していることも時間がかかる要因として

認識しています。件数、１件１件については、教育指

導課のほうで押さえていますので、炎上しないよう

に、ずっと観察は続けていますが、ちょっとてこずっ

ているなというのは幾らか見えていますので、しっ

かり見ていきたいと思います。以上です。 

○教育長 次に、（９）について、森田学校支援課長、

お願いいたします。 

  学校支援課長。 

○学校支援課長 ６８ページを御覧ください。件名は

「あだち放課後子ども教室の令和４年度実施状況に

ついて」でございます。所管部課名は記載のとおりで

す。項番１に放課後子ども教室の内容、項番２に学童

保育室との違いを記載していますので、後ほどお目

通しください。 

  項番３ですが、令和４年度も感染症対策を取りな

がら、各校の実行委員会の判断で開催してまいりま

した。 

  ７０ページ、延べ参加児童数・開催日数を記載して

おりますが、前年度よりは増加しているという状況

でございます。 

  項番４、新･足立区放課後子ども総合プランの目標

達成状況ですが、全学年実施校数は達成できません

でしたが、他の３項目は目標を達成いたしました。 

  問題点・今後の方針ですが、コロナ禍前の実施状況

に戻していただくよう、実行委員会等と協議してい

くこと。また、見守りスタッフの不足により、学校間

に差が生じていますので、今後方策を検討してまい

ります。以上でございます。 

○教育長 次に（１０）について、絵野沢学校運営部長、

お願いします。 

  学校運営部長。 

○学校運営部長 引き続き資料の７２ページをお開き

ください。内容は東渕江小学校の更新、いわゆる建替

えの関係の報告でございます。ＰＴＡ、地元町会を中

心とした改築実行委員会を組織しまして、昨年の４

月から都合７回にわたり、東渕江小学校の改築につ

いて、議論を重ねてまいりました。その最終形として、

今回、基本構想、基本計画書のほうを別添資料という

ことでつけさせていただいております。 

  項番２の概要でございますが、（１）基本方針。学

び、安全、生活、環境、共創という５つの柱を基に、

基本方針のほうを固めております。階数は５階建て、

５階はプールになりますが、延べ床面積としては、ほ

ぼ１万平方メートルに達するような状況でございま

す。かなり面積が、以前と比べて大きくなっておりま

す。理由としましては、項番３、４あたりで記載をし

ておりますが、防災対策に資するため、あるいは新し

い生活様式ということで、教室の大きさを少し大き

めに取ったりしたため、結果的には延べ床面積が大

きくなっております。また、高断熱化、高効率化等で

環境に配慮したり、木質化を行って、森林保全に貢献

したりと、ＳＤＧｓにも取り組んでおります。 

  ７４ページですが、建替えのスケジュール。今年度
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の後半あたりからプールの解体が始まりまして、年

度末には仮設校舎の建設、新校舎の開校は令和９年

度の当初に予定をしております。 

  ただ閉校後、その後仮設校舎の解体、校庭の整備と

いうふうに進んでおりますので、全体的に計画が達

成するのは９年度の後半くらいになるかなというこ

とを予定しております。私からは以上でございます。 

○教育長 次に、（１１）（１２）について、松本学務課

長、お願いします。 

  学務課長。 

○学務課長 ７５ページをお開きください。「貧血・小

児生活習慣病予防健診の小学校でのモデル実施」で

ございます。現在中学２年生の全員を対象に、採血が

主となりますが、貧血・小児生活習慣病の予防検診を

行っているところです。以下のとおり、小学５年生を

対象に、モデル実施を行います。 

  足立区の現状ですが、肥満傾向のお子さんたちが

増加しているということで、全国や東京都の平均を

上回っているような状況です。実施の目的は、子ども

のうちから自分の体に関心を持っていただくよう、

まず実態把握をしていただくこととなります。 

  今年度、対象学年は、小学５年生ですが、項番４

「対象モデル校」５校をモデル校として、選定してお

ります。こちらは小学４年生の健康診断の結果、肥満

度２０％のお子さんが一定数いた学校ということで、

選んでおります。こちら、あとは５０人規模と９０人

規模を比べることができるよう、５校を選んでいる

ようなところです。 

  健診方法なのですが、委託業者が学校を訪問して

採血を行うというような形になります。今後ですが、

今年度モデル実施をした上で、アンケートなどを踏

まえた上で、来年度以降の実施を検討していきたい

と考えております。 

  続きまして、７７ページ「給付型奨学金の検討課題

について」でございます。こちらは、経済的理由によ

りまして、大学ですとか専門学校の進学、または就学

が困難だというお子さんたちの支援の制度となりま

すが、第１期が終わりました。こちら、やってみて、

項番２の１から９まで、課題がいろいろ見えてまい

りました。 

  例えばですが、高校生と大学生では、やはり作文の

レベルなどに差があるということで、枠を別々にし

たほうがいいのではないかということを、今、考えて

おります。それから、定員についても、予算の範囲内

で増やすことができないかというのを考えていきた

いと考えております。 

  その他、給付の上限額について、理系分野の学部

も、給付の上限額が今まで文系と同じという状況が

ありまして、少々足らないのではないかということ

が分かってきましたので、薬学部など、必要に応じて

給付できるように、上限額を見直してまいりたいと

思っております。 

  また、入学金の支払時期につきましても、必要なと

きにということで、少し前倒しができないか考えて

いるところです。あとは評定平均ですとか、収入基準

など、いろいろと課題がございますので、今後も意見

交換しながらブラッシュアップをしていけたらと考

えております。 

  ６月１４日に、第２期の審査会で候補者を決定い

たしますので、それで今年度の採用者は全員決まる

というような流れになります。私からは以上です。 

○教育長 次に、（１３）について、柳瀬子ども施設運

営課長、お願いします。 

  子ども施設運営課長。 

○子ども施設運営課長 それでは７９ページをお開き

ください。「『小学校第１学年に関するアンケート』実

施結果について」この度まとまりましたので、ご報告

でございます。こちらは小学１年生の児童の現状を

把握して、関係者間で共有することによりまして、就

学前の幼保小、就学前の幼稚園、保育園、それから就

学後の小学校との連携活動に生かしていくというと

ころを目的に実施をしているところでございます。 

  区立の小学１年生全員４，４９４人のお子さんた

ちについて、担任教諭の見取りにより、実施をしてい

るものでございます。実施時期は、入学直後の４月に

実施をしてまいりました。 
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  項番５に「結果概要」を記載してございます。７つ

の項目を確認していただき、うち②から⑥の５つの

項目、下線のついている項目につきまして、前年度よ

り高い結果となったものでございます。 

  項番６の分析のところでございますが、コロナ禍

の中でなかなか保育が実施困難なところがございま

したが、４年度に関しましては、その中でも様々な感

染症対策が普及するなど、保育環境の見直しができ

たというところで、数値を伸ばすことができたと考

えてございます。 

  続いて、８０ページを御覧ください。一方で一番上

の（３）にございますとおり、食器を持ったり、手を

添えたりしながら食べるであったり、鉛筆を正しく

持つというところは、残念ながらまだ７０％台とい

うところにとどまってしまっているというところが

ございますので、今後の方針のところに記載がござ

いますが、このアンケート結果であったり、その他、

様々なお子さんの状況を生かしていただきながら、

課題に対応した重点的な取組により、少しでも改善

できるように進めてまいりたいと考えているもので

ございます。私からは以上です。 

○教育長 次に、（１４）から（１６）について、蜂谷

私立保育園課長、お願いします。 

  私立保育園課長。 

○私立保育園課長 ８２ページを御覧ください。私か

らは、「令和５年４月１日時点の保育所等利用待機児

童の状況について」報告をさせていただきます。足立

区の待機児童数、毎年４月１日で集計しているもの

でございますが、今年度もゼロという形になりまし

たので、その報告でございます。 

  足立区の待機児対策につきましては、令和２年度

までに施設整備のほうを進めまして、令和３年度に

待機児がゼロになったところでございます。昨年度

１名ございましたが、また今年もゼロということで、

ほぼほぼ受け皿のほうは整っている状況でございま

す。 

  ８３ページの５番を御覧ください。「保育需要率の

推移」でございますが、保育需要率のほうは年々高ま

っております。こういった中におきましても、次の８

４ページ、７番のとおり、施設の空きが今、生じてい

る状況でございます。 

  こういった中で、空き状況は０歳を中心に年度内

にはかなり埋まっており、待機児が出てしまうとい

った状況がございます。４、５歳のほうは空きが埋ま

らないといった状況がございまして、一方では不足

して、一方では空いていると言ったところが課題と

なっておりますのでこれから、また取り組んでいき

たいと考えているところでございます。 

  ８５ページ以降は、様々な集計のグラフや表が出

ておりますので、御覧いただければと思います。 

  次の案件でございます。８８ページを御覧くださ

い。日ノ出町保育園を運営する社会福祉法人朝陽会

の区への返還金の調停についての報告でございます。 

  区からは、朝陽会に対し、２つの返還金を求めてい

るところでございます。８８ページ、１番の①②のと

おりでございまして、①、日ノ出町保育園の運営費の

返還が５６０万円余。こちら人件費部分の補助金に

ついての返還を求めているものでございます。 

  ②の新田なかよし保育園につきましては、指定管

理者として委託していた委託料の返還を求めている

ところでございます。両方合わせまして９６０万円

余の返還でございますが、このうち、①日ノ出町保育

園の運営費の返還につきましては、この度、法人のほ

うから毎月１０万円ずつ返還するといった意向が示

され、この４月から返還が始まったところでござい

ます。 

  ８９ページを御覧ください。②の新田三丁目なか

よし保育園の委託料の返還金につきましては、法人

のほうとしては不服があるといったところでござい

まして、こちらは区の主張と法人の主張が平行線の

ままでございますので、今後、民事調停等も含めて、

整理をしていきたいと考えているところでございま

す。 

  ９０ページ以降につきましては、これまでの朝陽

会の経過、推移を掲載してございますので、後ほど御

覧ください。 
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  続いて、９２ページを御覧ください。３件目でござ

います。いづみ保育園の再開後の状況についてでご

ざいます。こちらの保育園、令和３年度に保育士の大

量退職によって、休園状態にあった保育園でござい

ますが、このたび、令和５年５月１日をもちまして、

東京都のほうから再開の承認が得られたところでご

ざいます。 

  再開ということになりまして、直ちに区のほうで

も入所児童の募集を行ったところでございますが、

こちらは９２ページの４番にもございますとおり、

今日におきましても入園の申込みはないといった状

況でございまして、再開はしているものの、園児が今

不在の状況が続いているといった状況でございます。

私からは以上でございます。 

○教育長 次に、（１７）から（１８）について、森田

教育相談課長、お願いします。 

  教育相談課長。 

○教育相談課長 ９５ページをお開きください。私か

らは、「令和４年度の不登校児童・生徒数及び支援に

ついて」ご報告いたします。まず項番１、令和４年度

の不登校児童・生徒数ですが、小学校は３７１人、前

年度比でプラス５３人です。中学校は７９１人、前年

度比でプラス１１３人です。合計は１，１６２人で前

年度比でプラス１６６人となっております。不登校

児童・生徒が１００人を超える結果となり、出席扱い

の児童・生徒は９人減少したため、出席扱いの割合も

昨年度より減少し、４３％となりました。 

  令和４年度は休校期間がなく、出席扱いとなるＩ

ＣＴを活用した学習支援は、個別での支援が中心と

なったため、人数では前年度と同水準の実施となり

ました。 

  続きまして、９６ページは、足立区と東京都の不登

校出現率の推移を記載してあります。東京都の数字

は、例年１０月頃の発表となるため、令和４年度の出

現率は足立区のみの記載となっております。 

  不登校出現率は、小学校では令和元年度から、中学

校では令和３年度から、東京都の平均を下回るよう

にはなっております。 

  （２）は、学年別の不登校児童・生徒数と前年度比

を記載しております。中学校１年生の増加者が、中学

校増加者の半数を占めております。小学校からの不

登校に関する情報に基づく対応やスクールカウンセ

ラーによる中１を対象とした全員面接、別室登校の

充実などで、不登校の早期対応に努めてまいります。 

  続きまして、９７ページです。欠席日数別の不登校

児童・生徒の学年別人数内訳は、記載のとおりです。 

  続きまして、（４）欠席日数別の不登校児童・生徒

人数及び出席扱い人数は記載のとおりです。中学校

における１２０日以上の欠席の生徒の数が増加して

おりますが、そのうち、４７％の生徒は出席扱いとな

っており、学習の機会を得ております。引き続き、学

びの保障に向けた取組を行ってまいります。 

  続きまして９８ページ、項番２。主な不登校の要因

の上位５項目は記載のとおりです。前年度とほぼ同

様の項目ではありますが、「無気力」など本人の要因

が、小中とも少し増えております。主な不登校の要因

の事例は、記載のとおりです。 

  続きまして項番３、不登校児童・生徒への支援の委

託事業の実施状況になります。（１）は、ＮＰＯと連

携した、居場所を兼ねた学習支援の実施状況です。 

  支援人数が７９人となります。支援の結果は９９

ページのほうを御覧ください。９９ページの「イ」の

表のとおりとなっております。中学３年生では８割

の生徒、お子さんが高校進学を果たしております。ま

た、小学５年生から中学２年生では、７割のお子さん

が居場所支援への定着が見られました。 

  続きまして、（２）「家庭学習支援事業の実施状況」

です。こちらの事業は、長期欠席状況で外出が困難な

お子さんを対象としており、ご家庭への講師の派遣

を行っている事業です。支援人数は小学校２６人で、

その内、６２％のお子さんに「ウ」の（イ）のような

改善が見られました。 

  最後に、「今後の方針」です。ＩＣＴの活用や別室

の充実を測ることで、不登校の未然防止に努めると

ともに、不登校となった場合にも、児童・生徒の個々

のニーズに応じた多用な支援を提供してまいります。 
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  小学校の支援では、登校サポーターによるお迎え

支援やＩＣＴを活用して学校とのつながりを持たす

とともに、家庭学習支援事業により、学びの保障をし

てまいります。 

  続きまして、１００ページ。（２）中学生への支援

では、登校サポーターの派遣回数の増加などにより、

中学校内の別室支援の充実を図るとともに、家庭学

習支援事業の対象を令和５年度から中学生にも拡大

しておりますので、そちらのほうを進めてまいりま

す。 

  またＮＰＯが実施しているオンライン支援事業の

モデル実施であったり、チャレンジ学級やあすテッ

プでの授業のオンライン配信の充実などにも取り組

んでまいります。以上です。 

  続きまして、１０１ページ。令和４年度のスクール

ソーシャルワーカーの活動実績についてご報告いた

します。まず項番１のスクールソーシャルワーカー

の役割等は記載のとおりです。社会福祉の専門知識

を生かして、児童・生徒の支援に当たっております。

参考に、スクールカウンセラーや都のユースソーシ

ャルワーカーについても、記載してございます。 

  項番２、令和４年度のＳＳＷの主な活動内容は記

載のとおりです。また、ＳＳＷの体制と主な役割です

が、常勤ＳＳＷは全体の調整、統括ＳＳＷは一般のＳ

ＳＷの指導・育成及び進捗管理を行っております。 

  なお、常勤、統括も担当校は受け持っております。

こちらは、ＳＳＷの担当校数ということで、１０２ペ

ージに記載のとおりです。 

  また、令和４年度及び前年度の支援人数ですが、令

和４年度は４３９人のお子さんを支援してまいりま

した。また、訪問回数は学校が一番多くて、２，５１

８回となっております。相談内容としては、不登校等

に関する相談が５７％となっており、続いて家庭環

境に関する相談が２９％となっております。 

  活動による成果につきましては、チャレンジ学級

等へつないだ、が１４２件。児童福祉関係につないだ、

が９３件となってございます。事例についてはこち

らに記載のとおりです。 

  続きまして、１０３ページの相談件数と改善又は

解決した件数の推移は記載のとおりです。令和４年

度は、改善率が令和３年度より若干下回ってござい

ます。 

  項番４「令和５年度の活動内容」は記載のとおりで

す。ＳＳＷの業務について、学校での研修の実施や、

中学校週１回、小学校月２回の定期訪問を実施して、

学校や関係機関と連携し、支援してまいります。また

ＳＳＷの支援レベルの向上のための研修も実施して

まいります。 

  項番５「今後の方針」といたしましては、項番４の

今年度の活動内容にもあるように、学校での研修の

実施やＳＳＷの支援レベルの向上を図り、関係機関

と連携し、児童、生徒、保護者への支援を充実させて

まいります。以上です。 

○教育長 次に、（１９）について、高橋こども家庭支

援課長、お願いします。 

  こども家庭支援課長。 

○こども家庭支援課長 １０４ページを御覧いただけ

ればと思います。東京都の案件ではございますが、足

立児童相談所の新築移転と、その隣にありました仮

設一時保護所。建替えの時に仮設で建設しておりま

した一時保護所を、本来的には新築と同時に解体す

るのですが、それを使用継続させていただきたいと

いう東京都からの依頼がございまして、そのような

流れで進めておりますという報告でございます。 

  項番１「足立児童相談所の新築移転」でございま

す。平成３０年から改築が始まりまして、改築が終了

し、４月２４日から新しい建物で運用しているとこ

ろでございます。 

  項番２でございます。児童相談所なのですが、改築

の時に児童相談所の中にある、相談部門は江北三丁

目で仮設で運用し、一時保護所部門は、すぐ近くのあ

みだ橋公園で運用していたところございます。 

  そのあみだ橋公園で運用しておりました仮設一時

保護所についてなのですが、要は１００％を超えて

子どもを入れているような状況があって、今回、東京

都が、取り壊さないで、しばらく使わせていただけな
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いかというような要望があったところでございます。 

  区といたしましては、当初解体して、更地にすると

いうような予定でございましたので、そのあたりに

つきまして、項番２の（２）でございますが、取り決

めといたしまして、令和９年度末、令和１０年３月３

１日までには必ず返していただきますということと、

代替広場はこちらを引き続き使わせていただくこと。

仮設建物についての耐火構造の修繕を行っていただ

きたいということを条件といたしまして、認める方

向としたものでございます。 

  項番３については、耐火構造についての対応の概

要でございます。この仮設一時保護所については、今

まで定員３２名だったのですが、若干縮小して、１５

名で運用したいというような話があったところでご

ざいます。 

  さらにこの件につきまして、近隣の方々へも説明

会等々を行ったところでございますが、実は１名の

方から「原状に回復すべきだろう」と。本来的には５

年間で返すということだったというところ等々のご

意見を頂いたところでございます。区といたしまし

ても、そういった意見を受け止めまして、現状をお伝

えするとともに、引き続き、東京都の児童相談行政へ

のご協力をお願いしたいというような回答をしてい

るところでございます。私からは以上でございます。 

○教育長 次に、（２０）について大久保中央図書館長、

お願いします。 

  中央図書館長。 

○中央図書館長 １０８ページをお開きください。「梅

田八丁目複合施設設計業務委託に関する公募型プロ

ポーザルの実施について」でございます。所管部課名

は記載のとおりでございます。 

  梅田八丁目複合施設につきましては、令和１０年

１月頃の開設に向けて、これから施設の設計に入っ

てまいります。今回は、設計を委託する事業者を選定

するプロポーザルの概要についてご報告するもので

ございます。 

  項番１「委託内容」ですが、今回は複合施設の建物

だけではなく、隣接する公園や道路用地も含めて一

体的な整備を行うため、その全体について、設計業務

を委託いたします。 

  項番２「契約期間」については記載のとおりでござ

います。 

  項番３「今後のスケジュール」でございますが、選

定委員会を３回実施する予定でございます。７月中

旬に行う第１回の選定委員会では、公募関係書類等

の決定をいたしまして、８月下旬に行います第２回

の選定委員会、こちらにつきましては、事業者の業務

の実施体制ですとか、これまでの実績などに基づく

書面審査を行いまして、提案書を提出する事業者を

選定いたします。最後に、１０月下旬の第３回でござ

いますが、ここでは提案書提出事業者によるプレゼ

ン審査を行いまして、最終的な契約候補事業者を特

定するものでございます。 

  項番４、選定委員会の構成ですとか、項番５「今後

の方針」については記載のとおりでございます。私か

らは以上でございます。 

○教育長 ただいま、各所管から報告事項がありまし

た。これらの件につきまして、各委員からご意見、質

問がありましたら、ご発言をお願いいたします。 

  小関委員。 

○小関委員 ３点あります。まず、６６ページの「令和

４年度いじめ認知・解消の状況について」ということ

で、項番２「考察」の（２）いじめの解消状況のとこ

ろにも書いてあるのですが、昨年度と比較して１，０

００件以上増えているということと、解消件数が約

３００件減少しているということで、これは大変大

きなことと思うのですが、例えば学年によっての違

いなどはどうでしょうか。、前までの資料はもう少し

細かい部分まで記載されていたと思うのですが。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 これとは別に、用意しています。 

○教育長 小関委員。 

○小関委員 学年の違いや、小学校と中学校での傾向

が今の段階で分かっていれば教えていただければあ

りがたいというのが１点目です。 

  ２点目です。あだち放課後子ども教室の、令和４年
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度実施状況についてなのですが、これもいつも、小学

校１校だけやっていなくて、「見守りスタッフの不足

により未実施」ということですが、ここは大きな学校

ですので、保護者の協力次第では何かできるのでは

ないかと思っています。これは４年度の結果ですが、

５年度は校長先生も変わったので、どうなるのかと

思っているのですが、何か分かる範囲で教えていた

だければ、お願いしたいと思っています。 

  それから最後、３点目ですが、７２ページの東渕江

小学校についてです。非常に立派な校舎になるとい

うことで、すごいと思うのですが、昨年度だったと思

いますが、校舎などの建築費について、委員会を立ち

上げ検討していくため１０００万円の補正をあげた

と思うのですが、そういう委員会の対象になってい

るのでしょうか。それとも全く違う別のところで動

いているのでしょうか。もし分かるようでしたら、教

えていただければありがたいと思います。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 いじめ認知・解消の状況についてで

す。これは学年による大きな差異はありません。なの

で、満遍なく増えている。満遍なく解消率が低いとい

う状況があります。 

  というのも、やはり全学年において、例えば特別活

動。具体的に言うと、給食当番のやり方だったり、お

掃除のやり方というところで、友達とわちゃわちゃ

しながら「こうだよね、ああだよね」というのをやっ

ていないので、そこでトラブルが起きているという

のがあります。 

  なので、そういうグループでの活動などを増やし

ながら、解消に向けて指導をしているところです。、

特段、学年によって差異はないというところです。 

○教育長 生涯学習振興公社学習事業部長。 

○生涯学習振興公社学習事業部長 先ほどの綾瀬小の

件なのですが、昨年度も保護者の方に、スタッフの募

集をしまして、４名ほど加わったのですが、もう少し

欲しいというような要望があり、拡大に結びついて

おりません。 

○教育長 施設営繕部長。 

○施設営繕部長 東渕江小の建設単価の件でございま

すが、こちらにつきましては、前回１，０００万円の

補正予算を取りまして、専門家のほうに発注をしま

して、主に綾瀬小、それから今回の東渕江小のほうも、

ほぼ積算の単価が出ておりますので、専門家に「妥当

性という点でどうなのだろうか」というところの、今、

ジャッジをしているところでございます。 

  その結果が、９月には出るような予定でございま

すので、来年度東渕江小の建設費の予算化をする予

定でございます。一回フィルターをかけて、専門家に

よる検討結果は教育委員会でもご報告させていただ

こうと思っておりまして、今、実際にその作業をやっ

ていると見ていただければと思っております。以上

でございます。 

○教育長 ほかに、何かご質問はありますでしょうか。。 

  早川委員。 

○早川委員 私からも２つ、お願いします。 

  ５７ページのＩＣＴの検証結果ですが、ちょっと

私が個人的にすごく残念に思っているのが、小学校、

中学校でも、ＡＩドリルがすごく低かった点です。Ａ

Ｉドリルは私たちもやらせていただいたのですが、

これは一番数学が上がるツールの一つと思ったので

すが、意外と３０％台と。小学校も中学校もちょっと

低いように思い、残念に感じます。 

  先生方もお忙しい中大変だと思うのですが、今後

は、サマースクールなど様々やらなくて済むまでに

は行かないと思いますが、よろしくお願いいたしま

す。 

  それから、７８ページの給付型奨学金の検討課題

についてです。７番に評定平均が、ハイレベルな高校

と普通の高校とで、４．０を取る困難さがあるのでは

ないかということで、この点はどのように今後、検討

されるのでしょうか。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 １点目の効果検証におけるＡＩドリ

ルの指標なのですが、視点として２点あります。まず

指標そのものについてですが、我々の狙いとしては、

やらせっ放しで終わるのではなくて、やった結果を
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ちゃんと教員がログを見て、間違っているか間違っ

ていないか、誰がどこでつまずいているのかという

のをちゃんと分析して、それを授業等でフィードバ

ックするということを目的として、このような指標

にしました。 

  なので、例えば週末の課題として出す。それを教員

が週明けに見取って、翌週の授業の中で解説を入れ

るというようなことを意図しました。ですが、週１回

と言われてしまうと、大体学校は年間４０週くらい

あるわけなのですが、では、毎週毎週同じように宿題

を出して、振り返りをやったかというと、ＡＩドリル

を活用した自学自習になじむものとなじまないもの

があったり、課題としては出しにくい単元もあった

りということで週１回と言われてしまうとイエスと

はなかなか言いづらいというのが生の声で得られま

した。なので、指標そのものも、ちょっと見直しが必

要ではないかということで考えております。 

  ２点目の視点としては実態についてですが、多く

の教員は手応えをつかんでやってもらっているので

すが、中にはやはり、まだまだ着手していない教員も

いるというのが分かりました。 

  なので、本人が使ってみて、それでどこが使い勝手

がいいのか悪いのかという判断をさせて、格差の解

消を図っていきたいと思っております。昨年度、１０

月、活用強化月間ということで取り組みましたが、今

年度もそのような機運醸成のタイミングをつくって

いこうということで今、検討しております。 

○教育長 学務課長。 

○学務課長 評定平均の、高校のレベルなどによって

同じ４．０でも重みが違うというところですが、今後、

例えば「はばたき塾」ですとか「ミライゼミ」でやっ

ているような一般のテストというものの導入などに

より、スタートラインをそろえるような方法を、今後

検討したいと考えております。 

○教育長 早川委員。 

○早川委員 どの学校でも、そこで一番を取るという

のは、やはり大変なことで、すごくレベルが高い学校

で普通の成績より、それよりも難易度は下がるけど

もその学校の中で一番の人のほうが一生懸命やって

いるというのは、よくある話だと思いますので、こう

したことを踏まえて検討をお願いしたいと思います。 

○教育長 学務課長。 

○学務課長 先ほどのテストと加えまして、そういっ

た頑張っているお子さんたちにも何かチャンスを与

えられないかというところもあわせて検討したいと

考えております。 

○教育長 倉橋委員。 

○倉橋委員 すみません、何回も。私から２点ありま

す。いじめのことについてなのですが、先ほど小関委

員からも質問があったのですが、長期化することに

対して、教員のスキル不足ということもあると思う

のですが、それ以外に、何か考えられる理由があるの

かということが１点。 

  それと、小学校の１年生に関するアンケートの結

果なのですが、これは保育園のほうでも、例えば食事

のときのお箸の持ち方だったりとか、鉛筆の持ち方

だとかということが、どの程度、子どもに教えてあげ

ているのか、その２点をお願いできますか。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 いじめの長期化は、多分トラブルが

あって、何か月も経ってもまた同じトラブルが起き

ているという状況でありますので、沈静化させよう

としているけれども、また再びそういうトラブルが

起きてしまうということがあります。要は、必ず指導

を入れていますので、ずっとそれが継続しているこ

とはありません。ただ、同じメンバーであったり、特

定の人物が繰り返し何かを起こしているという可能

性は高いと思います。 

  そこについては、やはり特別支援的な視点も必要

ですし、ちょっと違う視点でメスを入れていかない

と、なかなか落ち着くところには行かないのかなと

思いますので、そういうところも含めて、様々解決に

向けて取り上げていきたいと思います。 

○教育長 子ども施設運営課長。 

○子ども施設運営課長 小学校１年生アンケートで、

お箸の持ち方であったり、鉛筆の正しい使い方につ
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いて、どの程度教えているかというご質問でござい

ますが、特に鉛筆とかでございますと、正しい持ち方

というのはもちろんあるのですが、お子さんたちに

は様々な発達段階がございます。ご家庭でももちろ

ん見ていただいている部分と、保育園で見させてい

ただいている部分があります。 

  保育園だと、例えば、お絵描きの時間であったりで

すとかを通して、その発達段階に応じた教え方をさ

せていただいたりですとか、食事についても、特に小

さいお子さんたちはしっかり目の前で見て、手を添

えられていないかどうかというところは、しっかり

見させていただいております。保育の時間は特に長

い時間、日中見ているところでございますので、その

場その場の状況に応じて、各保育士のほうから各お

子さんの状況を見させていただきながら、発達段階

に応じて支援をさせていただいている。そのような

状況でございます。 

○倉橋委員 ありがとうございます。 

○教育長 久保田委員。 

○久保田委員 よろしくお願いします。質問と意見が

あります。例えば５２、５３ページの図書館について

ですが、小学校と中学校で出している統計の種類が

違います。合わせていただけると比較しやすいです。

対応している方が異なるのが原因でしょうか。 

  ５８ページは私が昨年度関わっていたものです。

先生方は、非常に頑張って、この認定プログラムを受

けていますので褒めてあげてください。昨年度も話

が出ましたが、認定バッジを名札につけるなど、努力

をねぎらいたいです。ICT活用を「やれ、やれ」とせ

かすばかりでなく、「先生方、頑張っていますね」と

声をかけるべきだと思います。一方で、先ほどの検証

や指標の在り方をもう一回見直していただきたいと

思います。 

  続いて、６３ページの勉強会です。先ほどの話で

は、宿泊があり、通所のモデル校があり、その他にサ

マースクールがあるわけですか。 

  そうなると、その３つを比較しなくていいのだろ

うかと思います。つまりサマースクールを改善し効

果があれば、活動が整理できて楽になると思ったと

いう次第です。 

  さらに、続けます。６６ページ、６７ページにいじ

めの話があります。「考察」は、それまでの対人関係

がない中で、突然人と関わることになったというこ

とが原因だということと、若い先生がたくさんいる

からだとしていましたが、なるほどと思いました。  

そうなるとその若い先生や、若くなくても多分経験

のないような先生方にどのような研修やフォローす

ればよいのかについて見通しがあるのかを、お教え

いただけるとありがたいと思っています。 

  続きまして、９６、９７ページの不登校です。９７

ページの図から令和３年から４年にかけての変化を

見ます。小学校６年生が百数名増えています。小学校

６年生が中学校１年生になるところで百数名増えて

います。中学校１年生が中学校２年生になるところ

で百数名増えています。中学校２年生から３年生は

増えておりません。受験が関係しているのでしょう

か。小学校５年生から６年生は１００名ではなく５

０名近く増えています。ほかは、そこまで増えていま

せん。特に、小学校６年生から中学校１年生は、中１

ギャップが何か考えられます。中学校１年生から２

年生で、このように増えているのはなんでしょう。 

  これまでと違った要因があるのか、それともコロ

ナ禍開けだからなのか、考察があればお教えいただ

けるとありがたいです。 

  基本的にご回答いただきたいのは、学校のいじめ

に対してです。今後、学校での体制の在り方など検討

していることはあるのか。あとは不登校です。このデ

ータの変化について、どんな考察がなされるのか、こ

れからする予定はあるのかについてお教えいただき

たいのです。お願いいたします。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 まず、教員のスキルに関してですが、

研修はコロナ禍も続けてやっていまして、要は知識

としては教員には入っている。 

  これから先、そういう体系的な研修をやったとし

ても、かなり時間がかかってしまう。なので、今現状
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で手を入れているのは、本当にトラブルが長く続い

ていたりとか、保護者が入ってかなりややこしい案

件については、指導主事も投入して、教員の横で、手

本を見せながら、今対応しているところです。 

  それでも、マンパワーは限られていますので、電話

相談を受けながら、校長や、当該の教員に直接指示を

出しながら、解決方法を教えているところです。 

  それと、研修であったりとか、日々の校長会での通

知であったりとを合わせながら総合的にやっていか

ないとなかなか厳しいなというのは感じています。 

○教育長 久保田委員。 

○久保田委員 ありがとうございます。多分研修と言

っても、上から話をしても難しいと考えます。それよ

りも、そこの学校の中、もしくは学区での事例を共有

するという研修とかがよいと、話を聞きながら思い

ました。 

○教育長 教育指導課長。 

○教育指導課長 当然、いじめに関する研修について

は、座学ではなくてロールプレイングだったりとか、

事例を用いてやっています。 

  なので、本当に足立区で起きた事例を基に研修な

どをやっているのですが、では実際に我が身に降り

かかってきたときにそのように動けるかというと、

なかなかそうでもないので、もうリアルタイムでや

っていくというのが、今、一番効果的だと思っていま

す。 

○教育長 久保田委員。 

○久保田委員 隣のクラスの事例とか、身近であると

よいのかと思いました。ありがとうございました。 

○教育長 教育相談課長。 

○教育相談課長 中学２年生の分析というのは、これ

からになるのですが、事例を見ていたところで、中学

１年生と２年生両方に共通するのですが、コロナ禍

も明けての様々な生活環境の変化などに対応し切れ

ていなくて、生活リズムがなかなか戻らずにお休み

が長期化しているというお子さんが多かったという

のはございます。 

  ただ、中学２年生が昨年度だけそういうことがあ

ったかどうかというところまでは、まだ分析ができ

ておりません。 

○教育長 こども支援センターげんき所長。 

○こども支援センターげんき所長 今、事例的には課

長が申し上げたところなのだろうと思っております。 

  今年度は昨年より中学生が百十何名増えていると

いうことなのですが、この９７ページの上のところ

の表を見ていただきますと、これは３０日を超える

と不登校ということなのですが、１２０日以上、つま

り長期化する生徒が非常に増えている。 

  中１、中２、中３と非常に多くとりわけ、中２が最

も多い状況です。 

  毎年、分析し切れるわけではないのですが、この辺

がちょっと突出していますのは、非常に気になると

ころでございますし、来年度以降もやはりこの辺の

推移を見守っていきたいところです。 

○久保田委員 ありがとうございました。 

○教育長 ほかには、ございませんでしょうか。よろし

いでしょうか。 

  「その他」でございますが、何かございますか。よ

ろしいでしょうか。 

  ないようでございますので、以上を持ちまして、本

年第６回足立区教育委員会定例会を閉会といたしま

す。お疲れさまでした。 

 

午後４時４３分閉会 

 



令 和 ５ 年 第 ６ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 

 

日  時  令和５年６月９日 金曜日 午後３時００分開議 

会  場    教育委員会室 

 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１  第３２号議案 
「令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）」に関す

る教育委員会の意見について ４ 

日程第２  第３３号議案 
「梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約」に関する教育

委員会の意見について ９ 

日程第３  第３４号議案 
「郷土博物館大規模改修その他工事請負契約」に関する教育

委員会の意見について １３ 

日程第４  第３５号議案 
「郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約」に関する教

育委員会の意見について １７ 

日程第５  第３６号議案 
「足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約」に関す

る教育委員会の意見について ２１ 

日程第６  第３７号議案 
「六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負

契約」に関する教育委員会の意見について ２５ 

日程第７  第３８号議案 
「鹿浜西小学校解体工事請負契約」に関する教育委員会の意

見について ２９ 

日程第８  第３９号議案 
「熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）」に関する教育委員

会の意見について ３３ 

日程第９  第４０号議案 
「熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）」に関する教育委員

会の意見について ３７ 

日程第 10 第４１号議案 
「熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）」に関する教育委員

会の意見について ４１ 

日程第 11 第４２号議案 
「熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）」に関する教育委員

会の意見について ４５ 

日程第 12 第４３号議案 
足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会への諮問

について ５０ 

日程第 13 第４４号議案 足立区育英資金審議会委員の委嘱及び任命について 別冊 

日程第 14 第４５号議案 
足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会委員の委

嘱及び任命について 別冊 

日程第 15 第４６号議案 【追加】旅館業営業許可に関する教育委員会の意見について 別冊 

日程第 16  教育長報告  

 

２ 報 告 事 項   



（１） 令和４年度小・中学校図書館支援事業の実績報告について 

《田巻 教育政策課長》 ５２ 

（２） Googleパートナー自治体プログラムについて 

《秋元 学校ＩＣＴ推進担当課長》 ５５ 

（３） 令和４年度足立区立小・中学校 ICT機器活用に関する年度末効果検証の結果報告に

ついて 

《秋元 学校ＩＣＴ推進担当課長》 ５６ 

（４） 令和４年度情報モラルに関する調査結果報告について 

《秋元 学校ＩＣＴ推進担当課長》 ５９ 

（５） 実用英語技能検定受験支援事業の申込状況について 

《田巻 教育政策課長》 ６２ 

（６） 中１夏季勉強合宿（通所型含む）の実施方法等について 

《田巻 教育政策課長》 ６３ 

（７） 学習支援員（エデュケーション・アシスタント）の採用について 

《八尋 教育指導課長》 ６５ 

（８） 令和４年度いじめ認知・解消の状況について 

《八尋 教育指導課長》 ６６ 

（９） あだち放課後子ども教室の令和４年度実施状況について 

《森田 学校支援課長》 ６８ 

（10） 東渕江小学校施設更新事業に伴う基本構想・基本計画書について 

《絵野沢 学校運営部長》 ７２ 

（11） 貧血・小児生活習慣病予防健診の小学校でのモデル実施について 

《松本 学務課長》 ７５ 

（12） 給付型奨学金の検討課題について 

《松本 学務課長》 ７７ 

（13） 「小学校第１学年に関するアンケート」実施結果について 

《柳瀬 子ども施設運営課長》 ７９ 

（14） 令和５年４月１日の保育所等利用待機児童の状況について 

《蜂谷 私立保育園課長》 ８２ 

（15） 社会福祉法人朝陽会（旧南流山福祉会）から区への返還金について 

《蜂谷 私立保育園課長》 ８８ 

（16） いづみ保育園再開後の状況について 

《蜂谷 私立保育園課長》 ９２ 

（17） 令和４年度の不登校児童・生徒数及び支援について 

《森田 教育相談課長》 ９５ 

（18） 令和４年度のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）活動実績について 

《森田 教育相談課長》 101 

（19） 足立児童相談所の新築移転及び仮設一時保護所の使用継続について 

《高橋 こども家庭支援課長》 104 

（20） 梅田八丁目複合施設設計業務委託に関する公募型プロポーザルの実施について 

《大久保 中央図書館長》 108 

 

３ 情 報 連 絡 事 項 

（１）令和５年度 大仙市教員派遣交流事業について       [学力定着推進課] １０９ 



（２）令和６年度新入学児童・生徒受入可能人数の公表及び学校公開など学校選択制度 

に関する周知について                      [学務課] １１０ 

（３）生命（いのち）の安全教育リーフレット「だいじなところどこかな？」の発行 

ついて                        [子ども施設運営課] １２１ 

（４）事業実施報告・実施予定                    [青少年課] １２３ 

（５）第２４回足立凧まつりの実施について              [青少年課] １２５ 

（６）足立区立小・中学校ＰＴＡ連合会事務局の移転について      [青少年課] １２６ 

（７）足立区少年団体連合協議会（少連協）会長の変更について     [青少年課] １２７ 

（８）令和５年度芸術鑑賞体験事業の実施について          [地域文化課] １２８ 

（９）令和５年度学校訪問型パラスポーツ体験教室の実施について [スポーツ振興課] １２９ 

（10）事業実施報告・実施予定                [生涯学習振興公社] １３９ 
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第３２号議案  

   「令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）」に関する教育

委員会の意見について  

 上記の議案を提出する。  

  令和５年６月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫  

 

   「令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）」に関する教

育委員会の意見について  

 「令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）」について、足立

区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものと

する。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３２号議案説明資料 
 令和５年６月９日 

件   名 
「令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案）」に関する教育委員会

の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、予算案の

作成にあたり足立区長より意見を求められた。内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

 

１ 予算名 

  令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案） 

２ 主な内容 

Ｐ６～７のとおり 

 

 



参考資料

（１）一般会計（歳入）

補正前の額 補正額 補正後の額

款 項 （千円） （千円） （千円）

　13　分担金及び負担金 958,556 0 958,556

　1　負担金 958,556 0 958,556

　14　使用料及び手数料 349,236 0 349,236

　1　使用料 349,236 0 349,236

　15　国庫支出金 9,471,904 5,412 9,477,316

　1　国庫負担金 8,459,668 0 8,459,668

　2　国庫補助金 1,011,054 2,156 1,013,210

　3　国庫委託金 1,182 3,256 4,438

　16　都支出金 7,651,914 11,826 7,663,740

　1　都負担金 3,716,552 0 3,716,552

　2　都補助金 3,929,421 11,826 3,941,247

　3　都委託金 5,941 0 5,941

　17　財産収入 56,802 0 56,802

　1　財産運用収入 56,502 0 56,502

　2　財産売払収入 300 0 300

　18　寄付金 　 7,894 0 7,894

　1　寄付金 7,894 0 7,894

　19　繰入金 5,911,701 0 5,911,701

　1　基金繰入金 5,911,701 0 5,911,701

　21　諸収入 188,392 16,892 205,284

　3　貸付金元利収入 63,420 0 63,420

　5　雑入 124,972 16,892 141,864

　22 特別区債 1,531,000 0 1,531,000

 2 教育債 1,531,000 0 1,531,000

26,127,399 34,130 26,161,529

科　　　　目

歳　　入　　合　　計

令和５年度教育関係第４号補正予算（案）について
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参考資料

一般会計（歳出）

補正前の額 補正額 補正後の額

款 項 （千円） （千円） （千円）

　2　総務費 4,154,701 0 4,154,701

　1　総務管理費 4,154,701 0 4,154,701

　3　民生費 31,082,139 0 31,082,139

　2　児童福祉費 31,082,139 0 31,082,139

　7　教育費 40,802,841 28,550 40,831,391

　1　教育総務費 9,087,383 975 9,088,358

　2　小学校費 12,172,886 12,705 12,185,591

　3　中学校費 11,282,384 13,629 11,296,013

　4　校外施設費 287,637 0 287,637

　5　幼稚園費 4,509,098 0 4,509,098

　6　社会教育費 3,070,992 1,241 3,072,233

　7　社会体育費 392,461 0 392,461

76,039,681 28,550 76,068,231

科 目

歳　　出　　合　　計

令和５年度教育関係第４号補正予算（案）について

 7



8 

５足政財発第１６０号 

令和５年５月２６日 

足立区教育委員会

教育長  大山  日出夫  様

足立区長

近  藤  弥  生

議案に関する教育委員会の意見聴取について

 令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案につい

て、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、

貴委員会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 令和５年度足立区一般会計第４号補正予算（案） 



9 

第３３号議案

「梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約」に関する教育委員

会の意見について  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約」に関する教育委員

会の意見について

 「梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約」の契約にあたり、足立

区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものと

する。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３３号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約」に関する教育委員会の意見

について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約 

２ 契約の相手方 太和工業株式会社 

代表取締役 大山 誠司 

東京都足立区鹿浜六丁目３６番１７号 

３ 契 約 金 額 ２１９，７８０，０００円（落札率９８．１１％） 

４ 契 約 方 法 条件付一般競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０１０３１２号 

６ 工 期 契約締結の翌日から令和５年１２月８日まで 

７ 工 事 場 所 足立区梅田七丁目３５番１号 

８ 工 事 内 容

（１）敷地面積：７，０７４㎡（内、運動場面積：３，２９２㎡）

（２）工事概要

ア 人工芝及びゴムチップ舗装改修工事

イ 遊具改修工事

ウ その他機械設備改修・撤去工事

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年６月５日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２９日 

（３）入札参加事業者数 ７者（予定価格超過５者、辞退１者）

（４）予定価格 ２２４，００４，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約

上記の議案を提出する。  

令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約

梅島小学校人工芝改修その他工事実施のため、下記の請負契約を締結

する。  

記  

１ 契 約 の 目 的  梅島小学校人工芝改修その他工事  

２ 契 約 の 方 法  条件付一般競争入札  

３ 契 約 金 額  ２１９，７８０，０００円  

４ 契約の相手方   東京都足立区鹿浜六丁目３６番１７号

太和工業株式会社

代表取締役  大山  誠司  

５ 工 期   契約締結の翌日から令和５年１２月８日まで

（提案理由）

足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第２条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

なお、本件は、表記工事を行うものであるが、相当の経歴信用を有す

る者より選ぶ必要があるので、条件付一般競争入札により落札者と契約

を締結いたすものであります。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第３４号議案

「郷土博物館大規模改修その他工事請負契約」に関する教育委員

会の意見について  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「郷土博物館大規模改修その他工事請負契約」に関する教育委員

会の意見について

 「郷土博物館大規模改修その他工事請負契約」の契約にあたり、足立

区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものと

する。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３４号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「郷土博物館大規模改修その他工事請負契約」に関する教育委員会の意見

について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約 

２ 契約の相手方  三浦・堀真建設共同企業体 

代表者 株式会社三浦工務店 

代表取締役 三浦 啓行 

東京都足立区東和三丁目１４番２５号 

３ 契 約 金 額 ５９２，３５０，０００円（落札率９４．０１％） 

４ 契 約 方 法 条件付一般競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０１０３１０号 

６ 工 期 契約締結の翌日から令和６年９月３０日まで 

７ 工 事 場 所 足立区大谷田五丁目２０番１号 

８ 工 事 内 容

（１）建物概要

ア 本体棟（ＲＣ造 地上３階、地下１階建）

イ 駐輪場（Ｓ造 平屋）

ウ 倉庫 （Ｓ造 平屋）

（２）延床面積 ２，５６１㎡

（３）工事概要

ア 内装改修工事

イ 外装改修工事

ウ その他改修工事

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年５月３１日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２４日 

（３）入札参加事業者数 ４建設共同企業体

（予定価格超過２建設共同企業体、辞退１建設共同企業体） 

（４）予定価格 ６３０，１０２，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

郷土博物館大規模改修その他工事請負契約

上記の議案を提出する。  

令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

郷土博物館大規模改修その他工事請負契約

郷土博物館大規模改修その他工事実施のため、下記の請負契約を締結

する。  

記  

１ 契 約 の 目 的  郷土博物館大規模改修その他工事  

２ 契 約 の 方 法  条件付一般競争入札  

３ 契 約 金 額  ５９２，３５０，０００円  

４ 契約の相手方 東京都足立区東和三丁目１４番２５号

三浦・堀真建設共同企業体

代表者  株式会社三浦工務店

代表取締役  三浦  啓行  

５  工 期   契約締結の翌日から令和６年９月３０日まで

（提案理由）

足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第２条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

なお、本件は、表記工事を行うものであるが、相当の経歴信用を有す

る者より選ぶ必要があるので、条件付一般競争入札により落札者と契約

を締結いたすものであります。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第３５号議案

「郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約」に関する教育委

員会の意見について

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約」に関する教育委

員会の意見について

 「郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約」の契約にあたり、足

立区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないもの

とする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３５号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約」に関する教育委員会の意

見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約 

２ 契約の相手方  オールワン・斗麻設備建設共同企業体

  代表者 東京ガスオールワンエナジ―株式会社 

代表取締役 宮田 秀幸 

東京都足立区竹の塚五丁目２番６号 

３ 契 約 金 額 ３９９，８５５，５００円（落札率８７．６９％） 

４ 契 約 方 法 条件付一般競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０１０３０９号 

６ 工 期 契約締結の翌日から令和６年９月３０日まで 

７ 工 事 場 所 足立区大谷田五丁目２０番１号 

８ 工 事 内 容

（１）建物概要

ア 本体棟（ＲＣ造 地上３階、地下１階建）

イ 駐輪場（Ｓ造 平屋）

ウ 倉庫（Ｓ造 平屋）

（２）延床面積：２，５６１㎡

（３）工事概要

ア 空気調和設備改修工事

イ 給排水衛生設備改修工事

ウ その他改修工事

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年６月２日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２５日 

（３）入札参加事業者数 ５建設共同企業体

（低入札調査基準価格３建設共同企業体、予定価格

超過１建設共同企業体、無効１建設共同企業体） 

（４）予定価格 ４５６，００５，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約

上記の議案を提出する。  

令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約

郷土博物館大規模改修機械設備工事実施のため、下記の請負契約を締

結する。  

記  

１ 契 約 の 目 的  郷土博物館大規模改修機械設備工事  

２ 契 約 の 方 法  条件付一般競争入札  

３ 契 約 金 額  ３９９，８５５，５００円  

４ 契約の相手方   東京都足立区竹の塚五丁目２番６号

オールワン・斗麻設備建設共同企業体

代表者  東京ガスオールワンエナジー株式会

社

 代表取締役  宮田  秀幸  

５  工 期   契約締結の翌日から令和６年９月３０日まで

（提案理由）

足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第２条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

なお、本件は、表記工事を行うものであるが、相当の経歴信用を有す

る者より選ぶ必要があるので、条件付一般競争入札により落札者と契約

を締結いたすものであります。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第３６号議案

「足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約」に関する教

育委員会の意見について

上記の議案を提出する。  

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約」に関する教

育委員会の意見について

 「足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約」の契約にあたり、

足立区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないも

のとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第 ３ ６ 号 議 案 説 明 資 料
令和５年６月９日 

件 名 
「足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約」に関する教育委員会

の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約 

２ 契約の相手方  白谷建設株式会社 

代表取締役 白谷 武一 

東京都足立区中央本町二丁目４番１３号 

３ 契 約 金 額 ２４７，５００，０００円（落札率９８．９７％） 

４ 契 約 方 法 条件付一般競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０１０３２２号 

６ 工 期 契約締結の翌日から令和６年２月１６日まで 

７ 工 事 場 所 足立区入谷三丁目８番１号 

８ 工 事 内 容

（１）建物概要

ア 校舎棟（ＲＣ造 地上３階建）

（２）延床面積：５，３７０㎡

（３）工事概要

ア 屋上防水改修工事（アスベスト除去含む。）

イ 外壁改修工事

ウ その他改修工事

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年６月１日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２５日 

（３）入札参加事業者数 １１者

（予定価格超過２者、辞退７者、無効１者） 

（４）予定価格 ２５０，０７４，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約

上記の議案を提出する。  

令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約

足立入谷小学校屋上防水改修その他工事実施のため、下記の請負契約

を締結する。  

記  

１ 契 約 の 目 的  足立入谷小学校屋上防水改修その他工事  

２ 契 約 の 方 法  条件付一般競争入札  

３ 契 約 金 額  ２４７，５００，０００円  

４ 契約の相手方   東京都足立区中央本町二丁目４番１３号

白谷建設株式会社

代表取締役  白谷  武一  

５ 工 期   契約締結の翌日から令和６年２月１６日まで

（提案理由）

足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第２条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

なお、本件は、表記工事を行うものであるが、相当の経歴信用を有す

る者より選ぶ必要があるので、条件付一般競争入札により落札者と契約

を締結いたすものであります。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第３７号議案

「六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約」

に関する教育委員会の意見について

上記の議案を提出する。  

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約」

に関する教育委員会の意見について

 「六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約」の

契約にあたり、足立区長より教育委員会の意見を求められたので、これ

に異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３７号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約」に関す

る教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他 

工事請負契約 

２ 契約の相手方  株式会社浅野工業 

代表取締役 浅野 茂雄 

東京都足立区千住曙町１７番１号 

３ 契 約 金 額 ２４８，６００，０００円（落札率 ８９．９８％） 

４ 契 約 方 法 条件付一般競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０１０３１１号 

６ 工 期 契約締結の翌日から令和６年２月２８日まで 

７ 工 事 場 所 足立区六月一丁目３０番１号 

８ 工 事 内 容

（１）建物概要

ア 校舎棟（ＲＣ造 地上４階建）

イ 体育館棟（ＲＣ造 地上２階建）

ウ その他付属棟（ＲＣ造 地上２階建及び平屋）

（２）延床面積：８，４３３㎡

（３）工事概要

ア 外壁及び屋上防水改修工事（アスベスト除去含む。）

イ 内装改修工事

ウ 上記に付随する機械設備工事・電気設備工事等

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年５月３０日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２２日 

（３）入札参加事業者数 ７者

（低入札調査基準価格１者、無効１者、不参１者） 

（４）予定価格 ２７６，２９８，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。



27 

第●号議案

六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約

上記の議案を提出する。  

令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約

六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事実施のため、下

記の請負契約を締結する。  

記  

１ 契 約 の 目 的  六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他

工事  

２ 契 約 の 方 法  条件付一般競争入札  

３ 契 約 金 額  ２４８，６００，０００円  

４ 契約の相手方   東京都足立区千住曙町１７番１号  

株式会社浅野工業

代表取締役  浅野  茂雄  

５ 工 期   契約締結の翌日から令和６年２月２８日まで

（提案理由）

足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第２条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

なお、本件は、表記工事を行うものであるが、相当の経歴信用を有す

る者より選ぶ必要があるので、条件付一般競争入札により落札者と契約

を締結いたすものであります。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上



29 

第３８号議案

「鹿浜西小学校解体工事請負契約」に関する教育委員会の意見に

ついて  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「鹿浜西小学校解体工事請負契約」に関する教育委員会の意見に

ついて

 「鹿浜西小学校解体工事請負契約」の契約にあたり、足立区長より教

育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３８号議案説明資料
令和５年６月９日 

件 名 「鹿浜西小学校解体工事請負契約」に関する教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 鹿浜西小学校解体工事請負契約 

２ 契約の相手方 ショキタ・橘興業建設共同企業体

代表者 株式会社ショキタ 

代表取締役 諸喜田 惠勝 

東京都足立区鹿浜六丁目３５番２号 

３ 契 約 金 額 ３６１，２８９，５００円（落札率８１．５％） 

４ 契 約 方 法 条件付一般競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０１０３１６号 

６ 工 期 契約締結の翌日から令和６年５月３１日まで 

７ 工 事 場 所 足立区鹿浜二丁目２４番１号 

８ 工 事 内 容

（１）建物概要

ア 校舎棟（ＲＣ造 地上３階建）

イ 体育館棟（Ｓ造 地上２階建）

ウ その他付属棟（ＣＢ造等 平屋）

（２）延床面積：４，０１４㎡

（３）工事概要

ア 敷地内建築物の解体工事（アスベスト除去含む。）

イ 外構工作物の一部撤去工事

ウ 解体後敷地整備工事

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年６月８日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月３１日 

（３）入札参加事業者数 ４建設共同企業体

（低入札調査基準価格４建設共同企業体） 

（４）予定価格 ４４３，３００，０００円（事前公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

鹿浜西小学校解体工事請負契約

上記の議案を提出する。  

令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

鹿浜西小学校解体工事請負契約  

鹿浜西小学校解体工事実施のため、下記の請負契約を締結する。

記

１ 契 約 の 目 的  鹿浜西小学校解体工事

２ 契 約 の 方 法  条件付一般競争入札  

３ 契 約 金 額  ３６１，２８９，５００円  

４ 契約の相手方   東京都足立区鹿浜六丁目３５番２号

ショキタ・橘興業建設共同企業体

代表者  株式会社ショキタ

代表取締役  諸喜田  惠勝  

５  工 期   契約締結の翌日から令和６年５月３１日まで

（提案理由）

足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第２条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

なお、本件は、表記工事を行うものであるが、相当の経歴信用を有す

る者より選ぶ必要があるので、条件付一般競争入札により落札者と契約

を締結いたすものであります。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第３９号議案

「熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）」に関する教育委員会の

意見について  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）」に関する教育委員会の

意見について

 「熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）」の契約にあたり、足立区長よ

り教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第３９号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）」に関する教育委員会の意見につ

いて 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東） 

２ 契約の相手方 イズミ商事株式会社

代表取締役 飯泉 長典

足立区綾瀬六丁目２９番１２－１０４号 

３ 契 約 金 額 ３８，２３６，０００円（落札率 ９８．４１％） 

４ 契 約 方 法 指名競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０２１７１９号 

６ 納 期 令和５年１１月３０日 

７ 納 入 場 所 第四中学校外３校 

８ 契 約 内 容

学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒保管庫の更新を 

実施する。 

（１）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCSK-20-eT １台 

（２）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-20-eT １台 

（３）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-30-eT １台 

（４）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-40-eT １台 

（５）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK2-40-eT  ２台 

（６）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-50-eT １台 

（７）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-50-eHT  １台 

（８）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-60-eHT  １台 

（９）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 ECWK2-70-eHT  ２台 

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年５月３０日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２３日 

（３）入札参加事業者数 １０者（予定価格超過８者）

（４）予定価格 ３８，８５２，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

上記の議案を提出する。  

  令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

下記のとおり物品を買入れる。  

記

１ 契 約 の 内 容  学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒

保管庫の更新を実施する。  

２ 契 約 の 方 法  指名競争入札  

３ 契 約 金 額  ３８，２３６，０００円  

４ 契約の相手方 東京都足立区綾瀬六丁目２９番１２－１０４号

イズミ商事株式会社

代表取締役 飯泉 長典

５ 納 期 限  令和５年１１月３０日

（提案理由）

 足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第３条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第４０号議案

「熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）」に関する教育委員会の

意見について  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）」に関する教育委員会の

意見について

 「熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）」の契約にあたり、足立区長よ

り教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第４０号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）」に関する教育委員会の意見につ

いて 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西） 

２ 契約の相手方  イズミ商事株式会社

代表取締役 飯泉 長典

足立区綾瀬六丁目２９番１２－１０４号 

３ 契 約 金 額 ３４，５７３，０００円（落札率 ９８．１６％） 

４ 契 約 方 法 指名競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０２１７２０号 

６ 納 期 令和５年１１月３０日 

７ 納 入 場 所 第七中学校外４校 

８ 契 約 内 容

 学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒保管庫の更新を 

実施する。 

（１）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-20-eT ２台 

（２）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-20-eHT  ２台 

（３）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-30-eHT  １台 

（４）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-40-eT １台 

（５）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-40-eT １台 

（６）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK2-40-eHT ２台 

（７）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-50-eT １台 

（８）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-60-eT １台 

（９）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK2-60-eT  １台 

（10）熱風消毒保管庫 ㈱中西製作所 MCWK-70-eT １台 

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年５月３０日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２３日 

（３）入札参加事業者数 １０者（予定価格超過６者）

（４）予定価格 ３５，２２２，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。



39 

第●号議案

熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

上記の議案を提出する。  

  令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

下記のとおり物品を買入れる。  

記

１ 契 約 の 内 容  学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒

保管庫の更新を実施する。  

２ 契 約 の 方 法  指名競争入札

３ 契 約 金 額  ３４，５７３，０００円  

４ 契約の相手方 東京都足立区綾瀬六丁目２９番１２－１０４号

イズミ商事株式会社

代表取締役 飯泉 長典

５ 納 期 限  令和５年１１月３０日

（提案理由）

 足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第３条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第４１号議案

「熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）」に関する教育委員会の

意見について  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）」に関する教育委員会の

意見について

 「熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）」の契約にあたり、足立区長よ

り教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第４１号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）」に関する教育委員会の意見につ

いて 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南） 

２ 契約の相手方  株式会社オーキン 

代表取締役 春山 武司 

足立区保木間二丁目２番１９号 

３ 契 約 金 額 ４３，１７２，８００円（落札率 ９９．０５％） 

４ 契 約 方 法 指名競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０２１７２２号 

６ 納 期 令和５年１１月３０日 

７ 納 入 場 所 千寿本町小学校外２校 

８ 契 約 内 容

学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒保管庫の更新を 

実施する。 

（１）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-30A特 １台 

（２）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-30AH特 ３台 

（３）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-40AN １台 

（４）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-40A特 １台 

（５）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-60AN特 １台 

（６）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-60AN特 ４台 

（７）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 TEW-64W特（専用カート付）２台

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年５月３０日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２３日 

（３）入札参加事業者数 １０者（予定価格超過７者）

（４）予定価格 ４３，５８７，５００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

上記の議案を提出する。  

  令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

下記のとおり物品を買入れる。  

記

１ 契 約 の 内 容  学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒

保管庫の更新を実施する。  

２ 契 約 の 方 法  指名競争入札

３ 契 約 金 額  ４３，１７２，８００円  

４ 契約の相手方 東京都足立区保木間二丁目２番１９号

株式会社オーキン

代表取締役 春山 武司 

５ 納 期 限  令和５年１１月３０日  

（提案理由）

 足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第３条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第４２号議案

「熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）」に関する教育委員会の

意見について  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）」に関する教育委員会の

意見について

 「熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）」の契約にあたり、足立区長よ

り教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第４２号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 
「熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）」に関する教育委員会の意見につ

いて 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 件 名 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北） 

２ 契約の相手方 株式会社マック 

代表取締役 加藤 和也 

足立区東伊興三丁目１５番１２号 

３ 契 約 金 額 ４２，２９５，０００円（落札率 ９９．０５％） 

４ 契 約 方 法 指名競争入札 

５ 契 約 番 号 ５足総契契第０２１７２３号 

６ 納 期 令和５年１１月３０日 

７ 納 入 場 所 西新井小学校外５校 

８ 契 約 内 容

  学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒保管庫の更新を 

実施する。 

（１）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-20AN  １台 

（２）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-20A特 １台 

（３）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-30AN  １台 

（４）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-30A １台 

（５）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-40A ４台 

（６）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-40A特 １台 

（７）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-40AN特

（渕江第一小学校仕様）  １台 

（８）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-50A特 １台 

（９）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 SEⅡ-70AH特

（ブレーカー工事・ケーブル交換有）  １台 

（10）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 PLW-20EHA  １台 

（11）熱風消毒保管庫 新日本厨機製 PLW-30EHA  １台 

９ そ の 他 

（１）仮契約年月日 令和５年５月３０日 

（２）入札日・開札日  令和５年５月２３日 
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（３）入札参加事業者数 １０者（予定価格超過８者）

（４）予定価格 ４２，７０２，０００円（事後公表） 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。
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第●号議案

熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

上記の議案を提出する。  

  令和５年６月●日

提出者  足立区長   近  藤  弥  生

熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

下記のとおり物品を買入れる。  

記

１ 契 約 の 内 容  学校給食の安定運営のため、老朽化した熱風消毒

保管庫の更新を実施する。  

２ 契 約 の 方 法  指名競争入札

３ 契 約 金 額  ４２，２９５，０００円  

４ 契約の相手方 東京都足立区東伊興三丁目１５番１２号

株式会社マック

代表取締役 加藤 和也 

５ 納 期 限  令和５年１１月３０日  

（提案理由）

 足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第３条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  

参考資料
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５ 足 総 契 発 第 ３ ５ ９ 号 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

足立区教育委員会 

  教育長 大 山 日出夫 様 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

令和５年第２回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

記 

（議案名） 

１ 梅島小学校人工芝改修その他工事請負契約について 

２ 郷土博物館大規模改修その他工事請負契約について 

３ 郷土博物館大規模改修機械設備工事請負契約について

４ 足立入谷小学校屋上防水改修その他工事請負契約について 

５ 六月中学校全体保全計画にかかる外装改修その他工事請負契約につい

て

６ 鹿浜西小学校解体工事請負契約について

７ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校東）について

８ 熱風消毒保管庫の買替え（中学校西）について

９ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校南）について

１０ 熱風消毒保管庫の買替え（小学校北）について

以上
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第４３号議案

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会への諮問につ

いて  

上記の議案を提出する。

  令和５年６月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会への諮問事項

について

 下記のとおり足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会へ諮

問する。  

記

諮問事項

次の教育・保育施設等に係る第２子の保育料の無償化について

（１）教育・保育施設  

認定こども園、認可保育所

（２）地域型保育等  

小規模保育、家庭的保育等

（提案理由）

東京都が進める保育所等利用多子世帯負担軽減事業を踏まえ、子ども

を２人以上持つ世帯が保育所等を利用した際に負担する第２子の保育料

の無償化を検討するため、足立区子育て支援サービス利用者負担適正化

審議会へ諮問する必要があるので、この案を提出いたします。  
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第４３号議案説明資料 
令和５年６月９日 

件 名 足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会への諮問について 

所 管部課名 子ども家庭部 子ども政策課、子ども施設入園課 

内 容 

１ 諮問の理由 

東京都が進める保育所等利用多子世帯負担軽減事業を踏まえ、子ど

もを２人以上持つ世帯が保育所等を利用した際に負担する第２子の保

育料の無償化を検討するため、足立区子育て支援サービス利用者負担

適正化審議会条例及び施行規則に基づき、適正な利用者負担の設定に

ついて諮問する。 

２ 諮問内容 

次の教育・保育施設等に係る第２子の保育料の無償化について 

（１）教育・保育施設

認定こども園、認可保育所

（２）地域型保育等

小規模保育、家庭的保育等

３ 開催期日 

審議会は２回開催を予定している。 

第１回 令和５年７月２０日（予定） 

第２回 令和５年８月８日（予定） 

４ 今後の方針 

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会の答申内容を 

尊重し、利用者負担を決定する。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 令和４年度小・中学校図書館支援事業の実績報告について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

１ 小学校図書館支援事業について 

（１）小学校図書館支援員派遣事業について 

  ア 事業概要 

    各小学校に人材派遣により学校図書館支援員を配置し、児童の学

習活動や読書活動を支援する。 

  イ 学校図書館支援員の配置日数・勤務時間 

   【配置日数】年間９０日（概ね週２日） ：４４校 

         年間１８０日（概ね週４日）：２３校 

    ※ 令和５年度から３年かけて段階的に全校の配置日数を 

     ９０日から１８０日に拡充していく。 

   ≪配置校拡充の予定≫ 

    令和５年度 ９０日配置：２３校  １８０日配置：４４校 

    令和６年度 ９０日配置：４５校   １８０日配置：２２校 

    令和７年度 １８０日配置：全６７校 

   【勤務時間】1日６時間勤務 

   【配置人員】小学校全校に１名または２名を配置 

  ウ 主な業務内容 

 ア）基本的業務（カウンター業務、利用者対応、書架整理等） 

 イ）環境整備業務（配架修正、館内掲示・展示、選書支援等） 

 ウ）読書支援・学習支援業務（児童・教員の読書・学習活動支援） 

（２）令和４年度実績について（詳細は【別添資料１】参照） 

  ア 年間貸出冊数 

    コロナ禍における学校図書館の利用制限が緩和される中で、工夫

を凝らした支援を行うことで、前年度を上回った。 

   ア） 年間総貸出冊数     イ ）1人あたり年間貸出冊数 
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  イ 学校図書館の利用回数 （週 2回の業務日内のデータ） 

    新型コロナウイルス感染症対策による制限が緩和されたことに

伴い、読み語りやオリエンテーションなど、対面での支援回数が大

幅に増加した。 

   【支援内容別回数】 

  ・ 読み語り      3,641回（前年比 979回増 ＋36.8％） 

  ・ 本の紹介      515回（前年比 233回増 ＋82.6％） 

  ・ ブックトーク     73回（前年比 36回増 ＋97.3％） 

  ・ オリエンテーション 433回（前年比 235回増 ＋118.7％） 

  ・ 資料収集      757回（前年比 72回増 ＋10.5％） 

  ・ レファレンス    429回（前年比 69回増 ＋19.2％） 

２ 中学校の図書館支援事業について 

（１）事業概要 

   各校に 1名、司書資格を有する学校司書（会計年度任用職員） 

  を配置し、生徒の学習支援及び学校図書館機能の充実を図る。 

（２）学校司書について 

   小学校図書館支援員と主な業務内容については同様だが、雇 

  用形態や配置日数の面で違いがある。 

  ア 雇用形態 

  会計年度任用職員 

  イ 配置日数・勤務時間 

    【配置日数】 年間２０５日（概ね週５日） 

    【勤務時間】 1日５時間勤務  

    【配置人員】 各校１名（計３５名） 

  ウ 令和４年度実績について 

      

 ア 生徒１人あたり利用割合（※）  イ 1人あたり年間貸出冊数 

 ※ １ヶ月の延べ利用者数÷生徒数で算出 

 （例：100％の場合、１人の生徒が月に１回図書館を利用） 
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３ 課題と今後の方向性 

 （１）課題 

   ア まずは読書が好きな児童・生徒を増やしていく必要がある。 

   ≪参考≫令和４年度「全国学力・学習状況調査」意識調査 

       「読書は好きですか。」の肯定的回答の割合 

        小学校：全国平均 73.1％ 足立区 68.2％ 

        中学校：全国平均 68.2％ 足立区 60.0％ 

   イ 学校図書館の利用状況について、学校間で見られる差を解消し

ていく必要がある。 

   ウ 「学習の基盤となる資質・能力」の育成に向け、授業における

学校図書館の有効活用を図っていく必要がある。 

 （２）今後の取組みの方向性 

   ア 読書活動の推進とともに、学校司書・図書館支援員と教員との

連携による環境整備を進め、児童・生徒にとって魅力ある学校図

書館としていく。 

   イ 各中学校１名配置である学校司書の専門性を高めるため、司書

研修のほか、地区別連絡会の実施による好事例の共有や学校図書

館スーパーバイザーの巡回訪問による助言等の支援を行ってい

く。 

   ウ 学校図書館利活用推進校（小学校４校（※））による好事例の横

展開を図るとともに、教員向け研修で司書教諭の役割や授業での

具体的な活用方法について取り扱うなどして、学校図書館を活用

した探究的な学習を推進する。 

   ※ 西新井第二小学校、鹿浜五色桜小学校、舎人第一小学校、 

     長門小学校 
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教 育 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年６月９日 

件   名 Google パートナー自治体プログラムについて 

所管部課名 教育指導部学校 ICT推進担当課 

内   容 

令和４年度に参画した「Google パートナー自治体プログラム（※）」

の令和５年度の予定について報告する。 

なお、参加した児童・生徒に対し、各プログラムの目的の達成状況な

どについてのアンケートを実施し、成果を確認していく。 

※ ICTモデル校を始めとする区内小・中学校の ICT活用実績が、 

Google for Education から高く評価され、令和４年度より参画。 

アプリケーション研修やキャリア教育支援、パートナー自治体間 

の情報共有イベントなどの支援を受けることができる。 

 

１ 児童・生徒向けプログラムについて 

（１）ジュニア ICT リーダー育成プログラム 

ア 対象   小学４年生 

イ 目的   効果的な資料の作成や分かりやすい発表ができ 

る児童を育成する。 

ウ 内容   プレゼン資料の作成、効果的なプレゼン方法の 

講義 

エ 実施方法 Google 本社またはオンライン開催 

オ 実施時期 令和５年１０月～１２月（予定） 

（２）Google 社会科見学 

ア 対象   小学５年生 

イ 目的   自身の課題の発見や主体的に解決しようとする姿 

勢を身に付けることができる児童を育成する。 

ウ 内容   ネットワークの仕組みについての講義 

エ 実施方法 Google 本社またはオンライン開催 

オ 実施時期 令和６年１月（予定） 

（３）Mind The Gap 

ア 対象   中学生 

イ 目的   社会情勢や自身のキャリア形成をイメージする 

ことができる生徒を育成する。 

ウ 内容   将来の可能性、情報科学の必要性についての講 

義 

エ 実施方法 Google 本社またはオンライン開催 

オ 実施時期 令和５年１０月～１２月（予定） 
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教 育 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年６月９日 

件   名 
令和４年度足立区立小・中学校 ICT 機器活用に関する年度末効果検証

の結果報告について 

所管部課名 教育指導部学校 ICT推進担当課 

内   容 

令和４年度に実施した ICT 機器に関する年度末効果検証の結果につ

いて報告する。 

 
１ 効果検証方法について 

（１）対  象:小・中学校でタブレット端末を付与されている教員 

（有効回答者数:2,117名＝小 1,370名、中 747名） 

（２）実施方法:Web回答方式によるアンケート調査 

（３）実施時期:令和５年１月１６日から２月１０日まで 

 
２ 小学校の検証結果 

（１）指標一覧 ※令和３年度実績は比較できる数値のみ表示 

 活動指標 
R3 
実績 

R4 
実績 

R6 
目標 

１ 

【算出基準変更】教員用タブレット端末等

を使用して週５時間以上授業を実施したク

ラス担任の割合 

－ 
77.6 

％ 

100 

％ 

２ 

【算出基準変更】タブレット端末を使用し

てプログラミング教育の授業を年間２時間

以上実施した５・６年生担任の割合 

－ 
79.5 

％ 

80 

％ 

３ 

【新規】算数の授業において、AIドリルで

つまずきの多かった問題の解説を週１回以

上行った教員の割合 

－ 
38.6 

％ 

100 

％ 

４ 

【新規】情報モラルについての授業やその

取り組みを前後期各１回以上実施したクラ

ス担任の割合 

－ 
48.1 

％ 

100 

％ 

５ 

【算出基準変更】児童用タブレット端末を

週１回以上使用して授業を実施したクラス

担任の割合 

－ 
91.2 

％ 

100 

％ 

６ 

授業(調べ学習)の中で児童に端末を使って

インターネット検索を行わせた頻度が５割

以上の３年生以上の担任の割合 

56.2 

％ 

72.8 

％ 

60 

％ 

７ 

協働的な学習の総時間数の５割以上タブレ

ット端末を活用し、児童に発表やその準備

をさせることができた３年生以上の担任の

割合 

34.3 

％ 

48.2 

％ 

70 

％ 

８ 

【新規】児童にタブレット端末を週１回以

上家庭に持ち帰らせ、課題に取り組ませた

クラス担任の割合 

－ 
73.4 

％ 

100 

％ 
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（２）主な課題 

ア 教員用、児童用タブレットともに全体的に活用が進んできて

いるものの、教員用タブレットの使用頻度が【週５時間に達し

ていない教員】が２割程度いる。 

イ 児童用タブレットの活用では、協働的な学習の中でプレゼン

機能を活用させる場面に課題が残る。教員のスキルと同様に児

童にも一定のスキルが求められるため、低学年になるほど活用

状況も低くなっている。 
 

（３）今後の対応方針 

ア 小学校については、タブレットの活用が進み、各校で自走で

きる体制が整いつつあるため、認定教育者資格を取得している

教員を校内の ICTリーダーとして位置づけ、OJTを実施する。 

イ 教員のスキルに応じて、初級者向け研修「Google Workspace 

オンラインプログラム」も取り入れ、週５時間以上の活用に達 

していない教員の底上げを図る。 

ウ 児童の ICT スキル向上を図るため、パートナー自治体として

実施する「ジュニア ICT リーダー育成プログラム」により、プ

レゼン資料の作り方やプレゼンの仕方などのスキルを身に付け

させていく。 
 
３ 中学校の検証結果 

（１）指標一覧 ※令和３年度実績は比較できる数値のみ表示 

 活動指標 
R3 
実績 

R4 
実績 

R6 
目標 

１ 

【算出基準変更】教員用タブレット端末等

を使用して週５時間以上授業を実施した５

教科担当の割合 

－ 
66.7 

％ 

100 

％ 

２ 

【算出基準変更】タブレット端末を使用し

てプログラミング教育の授業を年間２時間

以上実施した技術担当の割合 

－ 
82.6 

％ 

80 

％ 

３ 

【新規】数学の授業において、AIドリルで

つまずきの多かった問題の解説を週１回以

上行った教員の割合 

－ 
31.4 

％ 

100 

％ 

４ 

【新規】情報モラルについての授業やその

取り組みを前後期各１回以上実施したクラ

ス担任の割合 

－ 
34.2 

％ 

100 

％ 

５ 

【算出基準変更】生徒用タブレット端末を

週３時間以上使用して授業を実施した５教

科担当の割合 

－ 
27.6 

％ 

100 

％ 

６ 

授業(調べ学習)の中で生徒に端末を使って

インターネット検索を行わせた頻度が５割

以上の５教科担当の担任の割合 

16.8 

％ 

25.9 

％ 

30 

％ 

７ 

協働的な学習の総時間数の５割以上タブレ

ット端末を活用し、生徒に発表やその準備

をさせることができた５教科担当の割合 

27.7 

％ 

24.5 

％ 

60 

％ 
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８ 

【新規】生徒にタブレット端末を週１回以

上家庭に持ち帰らせ、課題に取り組ませた

クラス担任の割合 

－ 
61.1 

％ 

100 

％ 

 
（２）主な課題 

ア 教員用タブレットの使用頻度が【週５時間に達していない教 

員】が３割程度いる。 

イ 教員用、生徒用タブレットともに小学校に比べて活用状況は 

低調である。高校受験に向けた知識詰め込み型の授業形態も活 

用が低調な要因の一つであると考えられる。 

 

（３）今後の対応方針 

ア 教育委員会が主導して活用を促進する必要があり、週５時間 

以上の活用に達していない教員については、初級者向け研修 

「Google Workspaceオンラインプログラム」を受講させる。 

イ 令和６年度に学力調査の CBT化（コンピュータを使った試験 

方式）が予定されていることを踏まえ、「情報活用能力の育成」 

という視点から授業でタブレットを活用する必要性を教育委員 

会が明確に示し、校長会と連携して今後の活用を促していく。 

ウ 学校が作成する「情報教育年間計画」により、情報活用能力の 

育成について明示させ、計画通りに実施できるよう、指導主事に 

よる進行管理や活用方法の指導、助言を行う。 

 
４ 令和５年度研修体制について（参考） 

（１）ICT育成プログラム（以下を学校で選択して受講） 

ア 初級者向け 

Google Workspaceオンラインプログラム 

イ 中・上級者向け 

Google 認定教育者レベル１・２、認定トレーナー 

※ 令和４年度 Google 認定教育者レベル１受験結果 

① 受験人数 798名 

② 合格者  523名（小 357名、中 166名） 

（２）１年次研修、異動者向け基本操作研修 

（３）Googleサポート研修会（指導主事による基本操作等の研修） 

（４）先行実践授業公開・管理職向け研修 

（５）ICT支援員による各校での研修や技術支援 

（６）モデル校向け Google研修会 

（７）その他の支援体制 

ア 指導主事による学校訪問支援 

イ 好事例の共有（足立区公式ホームページ「あだち学校 ICT 

情報ひろば」での事例紹介等） 
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教 育 委 員 会 報 告 資 料 

令和５年６月９日 

件   名 令和４年度情報モラルに関する調査結果報告について 

所管部課名 教育指導部学校 ICT推進担当課 

内   容 

令和４年度に初めて実施した情報モラルに関する調査の結果につ

いて報告する。 

 

１ 調査方法について 

（１）対  象：すべての児童・生徒 

（有効回答者数 34,390名＝小 23,782名､中 10,608名） 

（２）実施時期：令和５年２月１日から３月１４日まで 

（３）実施方法：Web回答方式によるアンケート調査 

（４）調査内容：情報モラルに関する２０項目に「できている」 

「だいたいできている」「あまりできていない」 

「できていない」の４段階で回答 

 

２ ｢できている｣｢だいたいできている｣と回答した児童・生徒の割合 

※白抜きは、割合が 95％以下の項目 

 内容 割合 

① 学校や家庭のルールを守っている 95.4％ 

② 学習に関係ないことにタブレットを使用しない 91.4％ 

③ 人を傷つけたり困らせたりする写真は撮らない 98.4％ 

④ 
カメラで人を撮影するときは、 

相手の許可を取っている 97.8％ 

⑤ 
お店で売られている商品（本など）は 

勝手に撮影しない 98.6％ 

⑥ 
メールや掲示板に人を傷つけたり 

困らせたりすることは書かない 98.9％ 

⑦ 友だちの写真をインターネットに勝手に載せない 98.5％ 

⑧ 
インターネットで公開されている情報は、 

勝手に使わない 97.8％ 

⑨ 学習に関係ないウェブサイトにはアクセスしない 94.6％ 

⑩ 知らない人からのメールを開かない 98.3％ 

⑪ インターネットで知り合った人とは勝手に会わない 98.7％ 

⑫ パスワードは、他人に教えない 98.4％ 

⑬ タブレットは、他の人に貸してはいけない 97.0％ 

⑭ トラブルがあった時は、すぐに親や先生に相談する 95.8％ 

⑮ 
タブレットに近づきすぎないで、 

正しい姿勢（視線と画面が垂直）で使う 87.9％ 

⑯ 暗いところでは使用しない 92.9％ 

⑰ タブレットを３０分使用したら休むようにしている 72.8％ 

⑱ 
就寝時刻３０分前はタブレットを 

使用しないようにしている 84.9％ 

⑲ 
失くしたり落として壊れたりしないように 

気を付けている 97.8％ 

⑳ 
水に濡れたりしないよう、使う場所には 

気を付けている 98.5％ 
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３ 情報モラルが身に付いている児童・生徒について 

（１）学年別の達成項目 

発達段階に応じた最低限身に付けてほしい以下の項目が、すべ 

て「できている」「だいたいできている」と回答した児童・生徒 

を、達成した児童・生徒とする。 

学年 達成項目 

小学１・２年生 ①②③－－－－－⑨－－⑫－－⑮⑯⑰－⑲⑳ 

小学３・４年生 ①②③④⑤－－－⑨⑩－⑫⑬－⑮⑯⑰⑱⑲⑳ 

小学５・６年生 ①②③④⑤⑥⑦－⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳ 

中学１～３年生 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳ 

（２）学年別達成状況 

   
 

 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 

達成人数 3,063 2,896 2,570 2,432 2,181 1,916 1,889 1,728 1,825 

未達成人数   857 1,052 1,263 1,578 1,915 2,059 1,804 1,965 1,397 

達成率 78.1% 73.4% 67.0% 60.6% 53.2% 48.2% 51.2% 46.8% 56.6% 

 

（３）足立区 ICT教育推進の基本方針の成果指標 

ア 指標名：タブレット活用のルールや生活面のマナーが身に付 

いている児童・生徒の割合 

イ 令和４年度実績値：小学校 ６３.３％ 中学校 ５１.３％ 

ウ 令和６年度目標値：小学校 １００％ 中学校 １００％ 

 

４ 課題の見られた項目（割合が 95％以下の項目） 

（１）使用目的に関する項目【②⑨】 

子どもたちが安心安全に活用できるように、ウェブサイトに一 

定の制限をかけているが、日々新たなウェブサイトが増えていく 

中、対応に追われる状況である。 

（２）健康面に関する項目【⑮⑯⑰⑱】 

学校での使用については、教員の声掛け等で注意喚起すること 

も可能だが、⑯⑱については、家庭を巻き込んで取り組む必要が 

ある。 

R6 目標値 
100.0％ 

【人】 



61 
 

５ 今後の対応 

（１）見ても良いサイト・見てはいけないサイトを児童・生徒自身で 

判断できる力を身に付けさせる。 

（２）「タブレット標語総選挙」の入賞作品を活用して、姿勢や使用

時間、使用目的について啓発活動を行っていく。 

（３）小学１年生向けに作成した「はじめてのクロームブック」を活 

用して使用目的・健康面の注意喚起を行う。小学１年生で学んだ 

ことを忘れないよう、指導を継続し情報モラルの定着を図ってい 

く。 

（４）学校や家庭でタブレット端末を使用する際の注意点をまとめた 

「グー・ペタ・ピン・NEO」や「SNSあだちルール」について 

改めて周知徹底を図る。 

（５）本調査の結果を全小・中学校に周知し、令和５年度の情報モラ 

ル教育の指導に活用する。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 実用英語技能検定受験支援事業の申込状況について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

令和５年度より開始した実用英語技能検定受験支援事業における、第１

回の申込状況について、以下のとおり報告する。 

１ 事業概要 

（１）内容 

実用英語技能検定（以下「英検」という。）３級以上の受験費用 

を全額公費負担（一人１回まで）する。 

（２）対象 

   区立中学校に通う中学３年生 

※ 学校を通した「団体申込」による受験のみ。 

２ 事業目的 

（１）英検取得という学習目標を生徒に持たせ、学習意欲の維持・向上を 

図る。 

（２）１１月に実施される「東京都スピーキングテスト」の受験に向けた 

備えとする。 

３ 申込状況 

 1級 準 1級 2級 準 2級 3級 合計 

人数 3人 1人 48人 331人 670人 1,053 人 

割合 0.3％ 0.1％ 4.6％ 31.4％ 63.6％ 100％ 

 ※ 全対象生徒（４，５６３人）のうち２３．１％が申込み 

 ※ 例年、年間３回で延べ２，０００人程度の受験者がいるところ、 

今回は 第１回だけで１，０００人を超える申込み があった。 

４ 考察 

一般的に第２回（９月～１０月）までに合格することで、高校受験に 

活用出来るとされている。そのため、「中学卒業」程度とされる３級を、 

しっかりと準備をしてから第２回に受験したい と考えている生徒が多 

数いるものと予想している。 

５ 今後の方針 

一人でも多くの生徒が合格できるよう、学校を通して受験対策支援を 

行っていく。また、申込漏れ等のミスが生じないよう、学校への周知及 

び当課での申込確認を引き続き行っていく。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 中１夏季勉強合宿（通所型含む）の実施方法等について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

算数・数学のつまずきの早期解消を目的として実施している「中１夏季

勉強合宿」について、令和５年度の計画を報告する。 

１ 目的 

（１）小学校で算数の学習内容が十分定着していないため、中学校で数学 

の授業が理解できずに伸び悩んでいる生徒に、合宿を通して徹底した 

個別指導を行い、つまずきを克服するとともに、後期の学校生活に自 

信を持たせる。 

（２）参加教員が、個別指導を通じて、生徒へのアプローチ方法、小・中 

学校それぞれの指導方法を学び、協力することで、小中連携を図る。 

２ 対象 

  区立中学校に通う中学１年生 

  ※ 原則、足立区学力定着に関する総合調査の結果が 40％未満の生徒の中から、

合宿で伸びると思われる生徒を各校で選定 

３ 各校通所型のモデル実施について 

  これまでは宿泊型のみであったが、令和５年度は中学校長会の提案  

を受け、より多くの生徒へ学習支援を行うことを目的として、各校に登 

校して学習を行う通所型を計１５校(次頁参照)で新たにモデル実施す 

る。 

４ 日程・実施方法について 

 宿泊型 通所型（モデル校） 

日程 

８月２２日（火） 

～ 

８月２４日（木） 

７月２１日（金） 

～ 

７月３１日（月） 

日数 ２泊３日×１クール ７日間 

参加校 
※ 次項参照 ２０校 １５校 

参加 
生徒数 

計４０名 
（各校２名ずつ） 各校で設定 

指導 
教員数 ７０名程度 各校で設定 

場所 鋸南自然の家 各校 

授業数 １６コマ 
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＜参加校の区分け＞ 

宿泊型 

千寿青葉、第四、第五、第六、 

第七、第九、第十二、第十四、 

東島根、渕江、竹の塚、入谷、 

江北桜、伊興、谷中、花保、栗島、 

扇、加賀、入谷南 

計２０校 

通所型 

(モデル校) 

第一、千寿桜堤、第十、第十一、 

第十三、江南、新田、鹿浜菜の花、 

東綾瀬、青井、花畑、蒲原、 

西新井、花畑北、六月 

計１５校 

 

４ 効果検証について 

確認テストを ①合宿前 、②合宿直後 、③３か月後 、④６か月後 の

計４回実施し、定着度を測った上で宿泊型と通所型の効果について比

較する。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 学習支援員（エデュケーション・アシスタント）の採用について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

東京都教育委員会より、令和５年度の新規採用教員不足により欠員が

生じていた小学校に、学校経営安定のための会計年度任用職員を雇用す

る経費を補助する旨が通知された。ついては、以下のとおり対応する。 
 

１ 都の事業スキーム 

（１）小学校の教員不足で学校運営に支障をきたす実情を踏まえ、正規

教員に欠員が生じ、補充できていない学校の負担を軽減する為、会

計年度任用職員「副校長補佐」、「エデュケーション・アシスタント」、

「スクール・サポート・スタッフ」のいずれかを配置する経費を補

助する。 
（２）補助は令和５年度限りだが、配置後に講師等が確保できた場合で

も、本事業で採用した会計年度任用職員に係る費用は５年度末まで

補助される。 
 
２ 学習支援員（エデュケーション・アシスタント）を配置する小学校

（１）本区で欠員が生じている学校で、副校長が担任に入っている学校 
は無い。そのため、学習支援員（エデユケーション・アシスタント）

が最も学校経営を安定させる効果が高いと判断されるので、以下の

学校に学習支援員を各１名配置する。 

  ア 梅島第一小学校 
  イ 北三谷小学校 
  ウ 千寿第八小学校 
  エ 東加平小学校 
  オ 宮城小学校 

（２）この５校は、新入学児童数の関係（例えば３６人以上で２学級の

ところ、３６人丁度など、境界線上であった）で、東京都教育委員

会のルールにより学級数確定の基準日（４月７日）を待って教員を

配置することとされたため、新規採用者不足の影響を受け、欠員が

生じたものである。 

 
３ 今後の方針 

  東京都教育委員会からの配置承認通知を受領後、採用に向けた手続

を進めていく。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 令和４年度いじめ認知・解消の状況について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

令和４年度のいじめ認知・解消の状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 令和４年度いじめ認知・解消状況 

（１）前年度との比較 

  令和３年度 令和４年度 増減 

前年度末の未解決件数 1,812 1,352 -460 

新規認知件数 6,543 7,580 1,037 

当年度いじめ合計件数・・① 8,355 8,932 577 

年度内に解消した件数・・② 7,003 6,685 -318 

未解消件数 1,352 2,247 895 

解消率（②／①） 83.8% 74.8% △9.0㌽ 

※ 令和４年度未解消の２，２４７件は、令和５年度へ引継いだ。 
※ 解消件数は、定義上のいじめの解消を指す（３か月の経過観察の後、解

消と判断）。 
※ １月以降に認知したいじめについては、３か月の経過期間が確保できな 

いことから、定義上、全件未解消としている。 
 
２ 考察 

（１）いじめ認知件数について 
ア 令和３年度に比べ、令和４年度はこれまで縮小または中止にしていた 
教育活動を少しずつ通常の形式に戻しながら実施したことにより、児童・ 
生徒同士の関わる機会が増加し、認知件数が増加したと考えられる。 

イ 教員の１年次研修においていじめに関する研修を行ったり、２月のい 
じめアンケートに合わせ、いじめ防止対策推進法に関する区通知を発出 
したりしたことで、各学校が児童・生徒の様子をより注意深く観察した 
結果、認知件数が増加したと考えられる。 

（２）いじめの解消状況について 
ア 新規認知件数が昨年度と比較し、約１，０００件増加している一方、

解消件数は約３００件減少している。コロナ禍を過ごしてきた児童・生

徒の対人関係スキルが十分に育まれていないことが影響している。今

後、教育活動をとおして、ソーシャルスキルを身に付けていくことが大
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切であると考えられる。 

イ 毎月各校からのいじめの報告を受け、その中で、解決に時間がかかる

ケースが増えており、教員は解決まで粘り強く指導している。 
 

３ 今後の方針 

いじめはどの学校でも、どの子どもにも起こり得るという認識のもと、教職

員が細心の注意を払いながら、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に努め

ていく。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月３０日 

件 名 あだち放課後子ども教室の令和４年度実施状況について 

所 管 部 課 名 
学校運営部学校支援課 

足立区生涯学習振興公社 

内 容 

あだち放課後子ども教室（以下「放課後子ども教室」）の令和４

年度実施状況について、次のとおり報告する。 

 

１ 放課後子ども教室の内容 

  小学校の放課後に、校庭や体育館、教室や図書室などで子ど

もたちが自由に遊んだり、読書や学習活動をする場を提供する

教育委員会の事業。子どもたちが安全に過ごせるように、安全

管理員（見守りスタッフ）が活動の見守りをしている。各校の

地域の方々により組織された実行委員会が運営し、足立区生涯

学習振興公社がその支援を行っている。 

 

２ 放課後子ども教室と学童保育室との違い 

 放課後子ども教室 学童保育室 

対象者 当該小学校の1～6年生で、 

参加を希望する児童 

保護者が就労等の理由で放課

後の保育が必要な区内に在住

または在学する小学1～6年生 

利用手続 各学校ごとに「参加登録申

込書」を提出 

登録書の提出が済めば、希

望する開催日へ自由参加 

毎年度、入室申請書を提出

し、承認を受ける必要あ

り。 

内 容 自由な遊びと学習、体験の

場を提供し、放課後の子ど

もの安全な居場所を確保す

る。 

※ 実施内容（会場や対象

学年など）は、各学校の

状況により異なる。 

適切な遊び及び生活の場を

提供し児童の健全な育成を

図る。 

運営体制 地域のボランティアである

実行委員・見守りスタッフ

により運営 

区直営、住区センター（委

託）、指定管理、民設民営

により運営 

おやつ なし あり 

金 額 無料 月額 6,000円 

実施日 給食のある日の放課後のう

ち、各学校で開催日を決定 

※ 天候などにより急な中

止もある。 

月～土曜日 

※ 春・夏・冬休みも実施 
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３ 令和４年度実施状況 

（１）新型コロナウイルス感染症に対する状況 

  ア 令和４年度は、感染状況への危惧から、年度当初こそ開催 

   を遅らせる判断をした実行委員会もあったが、６月には３年 

ぶりに全６８校が開催した。 

  イ 令和４年度の基本的な対応は、実行委員会の意向を尊重し 

ながら、継続的に実施を依頼した。 

  （ア）感染症対策のため以下の方策を各校の実行委員会で決定 

① ３密回避のため、曜日や時間帯による学年分け 

② １年生受入れ開始時期の設定 

  （イ）夏季休業期間中の実施を各校の実行委員会に依頼 

（２）全学年(１～６年生) 実施校 ６７校／６８校 

 

 

 

 

 

  ア １年生未実施：綾瀬小学校 

   ※ 見守りスタッフの不足により未実施 

  イ ただし、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響に 

   より、１年生の受入れを行わなかった学校が１５校あった。 

（３）週５日実施校 ６７校／６８校 

  ア 一部曜日未実施：綾瀬小学校（未実施：月・火・木） 

   ※ 見守りスタッフの不足により未実施。なお、水・金は５ 

月から３月に毎週実施 

  イ ただし、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響に 

   より､週５日実施ができなかった学校が１１校あった。また、 

   曜日による学年分けを行った学校があった。 

（４）登録児童数         
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■登録 

■未登録 

※参加対象児童 

３０，１２４人 

（一部学年未実施

校については実

施学年の児童数) 
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（５）延参加児童数・延開催日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 令和４年度は、感染症による影響はあるものの、延参加児 

 童数・延開催日数ともに前年度より増加した。 

 

４ 「新･足立区放課後子ども総合プラン(令和２～６年度)」目標 

達成状況 

（１）放課後子ども教室の実施計画 

  ア 全学年実施校数  

年度別目標 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

目 標 値 68校 68校 68校 67校 67校 

実 績 値 68校 68校 67校   

達 成 率 100.0% 100.0% 99％   

達成分析 
全学年未実施の残り 1校については、該当校のス
タッフ不足に対する支援を継続しながら、実行委
員会と協議を進める。 

※ 目標値には、令和４年度 △１校、５年度 △１校の統合を含む。 
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150,000
350,000
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延開催日数
日 

学年別登録率 ■未登録 ／ ■登録 

67.7%

32.3%

１年生

82.2%

17.8%

２年生

83.1%

16.9%

３年生

89.1%

10.9%

４年生

90.1%

9.9%

５年生

89.8%

10.2%

６年生
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  イ 体験プログラムの充実  

年度別目標 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

目 標 値 360 回 370 回 380 回 390 回 400 回 

実 績 値 52回 182 回 561 回   

達 成 率 14.4% 49.1% 147.6％   

達成分析 

実績値は目標値を大幅に上回った。開催日数が増
加したことと、コロナ禍においても密を回避した
環境を整備し、工作等、個別に体験できるプログ
ラムを実施したことによる。 

 
  ウ 夏休み実施校数  

年度別目標 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

目 標 値 6校 7校 8校 9校 10校 

実 績 値 0校 1校 8校   

達 成 率 0.0% 14.2% 100％   

達成分析 

実績値は目標値に達した。年度当初から開催した 
放課後子ども教室が多かったため、夏休み実施に 
ついて早めに検討ができ、開催することができ 
た。 

 

（２）特別な配慮を必要とする児童への対応 
ア 「子どもとの接し方（スタッフ向け）研修」実施回数 

年度別目標 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

目 標 値 1回 1回 1回 1回 1回 

実 績 値 0回 3回 2回   

達 成 率 0.0% 300.0% 200％   

達成分析 

「子どもとの接し方」をテーマにした研修を２回 
実施した。研修テーマは、①「特別な配慮を必要
とする子」の理解と見守り②「子どもと大人のス
トレスの理解と、心が軽くなる見守りのコツ」 
※集合型研修と動画配信を実施 

 

５ 問題点・今後の方針 

（１）５月７日までは新型コロナウイルス感染症対策（曜日や時間

帯による学年分け等）を実施していたが、５月８日以降は通常

の運営（全学年実施・週５日）に戻していくよう、引き続き、

実行委員会及び学校と協議していく。 

（２）見守りスタッフの不足により、学校間に開催日数や１年生受

入れ開始時期の差などが生じており、解消のための方策を検討

していく。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 東渕江小学校施設更新事業に伴う基本構想・基本計画書について 

所管部課名 
学校運営部学校施設管理課 

施設営繕部東部地区建設課 

内 容 

東渕江小学校施設更新事業に伴う基本構想・基本計画書【別添資料２】

について、以下のとおり報告する。 

１ 東渕江小学校の概要 

住 所：東和三丁目２０番１１号 

建築年：昭和３８年（築５９年） 

児童数：５８３人 

 

 

 

 

 

２ 基本構想・基本計画の概要 

（１）基本方針 

ア 学び 

    個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で 

   創造的な学習空間を実現 

イ 安全 

  子どもたちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境を実現 

ウ 生活 

  ポストコロナを想定した「新しい生活様式」を踏まえ、健やか 

な学習・生活空間を実現 

  エ 環境 

    脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境を実現 

オ 共創 

    地域や社会と連携・協働し、共に創造する共創空間を実現 

（２）施設概要等 

  ア 構  造：鉄筋コンクリート造  

イ 階  数：５階建て（５階はプール等） 

  ウ 敷地面積：８，８１５㎡ 

（公園の一部を取り込んだ場合：９,７３０㎡程度） 

  エ 延床面積：９，９８０㎡程度 

  オ 主要諸室：普通教室（１８室）、多目的教室（６室）、 

特別教室等（１０室） 
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種別 階数 主要諸室・校庭内訳 

校 

舎 

５階 プール、更衣室、電気室、太陽光パネル 

４階 
普通教室（６室）、多目的教室、図工室、理科室、

そだち教室 

３階 普通教室（９室）、多目的教室、音楽室 

２階 

普通教室（３室）、多目的教室、図書室、特別支援

教室、体育館、職員室、校長室、事務室、災害備蓄

倉庫等 

１階 

保健室、家庭科室、特別支援学級関連諸室、給食室、

多目的ホール、災害備蓄倉庫、ＰＴＡ室、会議室、

放送室、放課後子ども教室、学童保育室等 

校 

庭 
－ 

１２０ｍトラック（６レーン）、５０ｍ直線（６レ

ーン）、体育倉庫、菜園等 

３ 災害の視点を考慮した主な防災対策 

（１）各階の主要な廊下幅を２．５ｍ以上確保し、災害時に一時避難者が 

滞在できる空間として活用する。 

（２）非常用発電設備を設け、災害時に活用する。 

（３）洪水災害に対応できるよう、主な避難場所となる体育館、災害備蓄 

倉庫及び職員室を、想定浸水深４．５ｍ（２階床下１０ｃｍ下り）と 

なる２階に配置する。 

（４）受変電設備を含む主要な電気及び機械設備は、水没しない２階以上 

に配置する。 

４ ポストコロナを想定した「新しい生活様式」への対応 

（１）主な避難所となる体育館を中心に、十分に換気が行えるよう空気を 

循環させる構造とする。 

（２）教室の大きさを縦８．５ｍ×横８ｍとし、「学校における新型コロ 

ナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル（文部科学省）」に準 

拠し、３５人想定で最低限の座席間隔（前後１.１ｍ、左右１ｍ）を確 

保する。 

（３）児童が使用する手洗い水栓等の衛生器具を非接触型（センサー式） 

  とするなど、衛生面の配慮を行う。 

５ ＳＤＧｓに対する取組 

（１）高断熱化、高効率機器の導入や太陽光発電設備の設置、自然通風の 

取り入れにより、環境配慮建物を目指し、脱炭素社会の実現に貢献し 

ていく（目標７「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」）。 

（２）だれもがつかいやすい施設となるよう、ユニバーサルデザインに配 

慮した施設とする（目標１０「人や国の不平等をなくそう」）。 

（３）家具や内装は国産材を利用した木質化を行い、環境に配慮した設え 

にするとともに、森林保全に貢献していく（目標１５「陸の豊かさを 
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守ろう」）。 

６ 建替えスケジュール 

７ 今後の方針 

  学校運営に支障がないようスケジュール管理を徹底していく。 

R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 

      

 

仮設校舎解体 

仮設校舎設計 

校庭整備 

プール 

棟解体 

新校舎設計 

仮設校舎建設 

既存校舎解体 

新校舎建設 

令和９年度 

開校予定 

既存体育館解体 

各種届出 

計画通知 

各種届出 

計画通知 

解体設計 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 貧血・小児生活習慣病予防健診の小学校でのモデル実施について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

 現在、中学２年生全員を対象に実施している貧血・小児生活習慣病予防

健診について、以下のとおり小学５年生を対象にモデル実施を行う。 

 

１ 足立区の現状 

定期健康診断結果や中学生の貧血小児生活習慣病予防健診結果によ

ると、近年、肥満傾向の子どもたちが増加している傾向がみられる。ま

た、足立区の肥満傾向児の割合は、全国や東京都の平均を上回っている。 

※ 令和４年度貧血・小児生活習慣病予防健診（中学２年生） 

受診者数 ３７５８人（受診率 ８１.３％） 

有所見者  ９８７人（有所見率２６.３％） 

 

２ 実施目的 

（１）子どものうちから自身の体や健康に興味を持ち、健康な生活習慣を

身に付ける。 

（２）肥満や小児生活習慣病の早期発見・早期治療及び生活習慣の早期改

善を図る。 

（３）将来の肥満や生活習慣病の予防につなげる。 

（４）小学生の実態及び本健診の必要性・範囲の妥当性を把握する。 

 

３ 対象学年 

健診を希望する小学５年生（保護者の同意が得られた者） 

 

４ 対象モデル校 

（１）モデル実施校 

ア 舎人小学校 

イ 梅島第二小学校 

ウ 平野小学校 

エ 辰沼小学校 

オ 中川東小学校 

（２）選定方法 

令和４年度の小学４年生の肥満度２０％以上の児童が多い学校か

ら次の点を考慮し、計５校を選定した。 

ア 新５年生の在籍児童数が５０人及び９０人程度から各２～３校ず

つ 

イ 一定程度（１０人以上）の肥満児数あり 
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ウ 地域エリアを分散 

 

５ 健診方法 

健診委託業者が学校又は区施設を巡回 

 

６ 検査内容 

（１）計測：身長、体重、肥満度、血圧 

（２）採血：血液検査、貧血検査（詳細な検査項目未定） 

 

７ 今後の方針 

  モデル実施結果及びタブレットによる生活習慣に関するアンケート

（全校）を踏まえたうえで、今後の実施について検討していく。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 給付型奨学金の検討課題について 

所管部課名 学校運営部 学務課 

内 容 

給付型奨学金の見直しについて、以下のとおり報告する。 

 

１ 「給付型奨学金」制度とは 

 経済的理由により大学、専門学校等における進学又は修学が困難な 

者に対し、奨学資金（以下「奨学金」という。）を給付することによ 

り、社会に貢献する人材を育成することを目的とする。 

 

２ 課題と方向性（案）について 

 分類 課題 方向性（案） 変更時期 

１ 

定員 

枠 

高校生と大学生では

作文等のレベルに差

がある 

高校・大学等別に枠を

設定 

＊定員は高校生 7：大学生 3

（R5実績 204人：107人） 

R5 

（R6入学分） 

２ 
全体の定員は 40 人

で良いか 

予算の範囲内で定員

を増やすことができ

るか検討 

R6 

（R7入学分） 

３ 

入学後の

評定要件 

（現行 4.0

以上） 

学校のレベルによっ

ては入学後に 4.0 以

上の評定を取り続け

ることが困難（奨学

金が打ち切られれば

退学も想定される） 

① 大学での成績平均

値が上位 3/4であ

ること（大学へ照

会） 

② 留年していないこ

と    

いずれかを毎年確認 

R5 

（R6入学分） 
４ 上限額 

医学部・歯学部以外

の学部は理系分野で

も給付上限額が文系

と同額 

薬学部など、必要額を

給付できるよう上限

額を見直す 

５ 
入学金の

支払時期 

合格発表から入学金

の支払期限が短い場

合（多くは２週間程

度）給付が間に合わ

ない可能性あり 

令和６年度募集分か

ら入学料の支払時期

を令和６年１月中に

変更 
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分類 課題 方向性（案） 変更時期 

６ 
学納金の

支払時期 

入学金と同時期（入

学前）に学納金を支

払う場合、何らかの

理由で入学しなかっ

た場合等に債権を抱

えるリスクがある 

合格通知後、入学金 

等必要額のみを支払 

＊学納金については

入学式後等、必要に

応じて支払時期を

設定 

R5 

（R6入学分） 

７ 評定平均 

4.0 以上の評定平均

を取ることが安易な

学校と困難な学校が

ある 

＊ハイレベルな高校
では評定平均が取
れないため応募で
きない 

＊高校進学時に行き
たい学校を諦め、
入学レベルを下げ
ること等が想定さ
れる 

＊一方、誰もが夢や
希望を諦めない仕
組みも必要では 

現行の評価平均の要

件も継続しつつ、はば

たき塾やミライゼミ

で実施しているテス

ト方式の選考もあわ

せて検討 

 

R6 

（R7入学分） 

 

８ 

収入基準 

同じ収入の場合、多

子世帯では負担が異

なる 

子育て支援の一環と

して、多子世帯の収入

基準緩和を検討 

９ 

所得制限を見直して

緩和等をすると塾代

等に高額を費やせる

高額所得世帯が有利

となる可能性がある 

現行の所得制限を継

続 

３ 今後のスケジュールについて 

 ６月 ４日（日）面接審査 

 ６月 ９日（金）教育委員会定例会にて制度見直しについて報告 

６月１４日（水）令和５年度奨学金審査会にて採用者を最終決定 

６月３０日（金）文教委員会にて制度見直しについて報告 

７～９月    令和６年度入学分の奨学生を募集 

９月      ３定にて育英基金の条例改正 

１０～１２月頃 令和６年度入学予定の奨学生へ入学金支払い 

 令和６年５月頃 令和６年度入学者への学納金支払い 

 

給付型奨学
金の検討委
員会に諮問
し審議する 
 
＊R5 年 
7～9月の募
集時間に合
わないため 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 「小学校第１学年に関するアンケート」実施結果について 

所管部課名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

小学校第１学年児童の現状を把握するために実施している「小学校第

１学年に関するアンケート」の集計結果がまとまったので、以下のとおり

報告する。 

 

１ 目的 

小学校第１学年児童の現状を把握し、関係者間で共有することによ

り、連携活動や子どもたちへの指導・支援に活かす。 

 

２ 対象 

区立小学校１年生（全６７校 児童数４，４９４人） 

 

３ 手法 

担任教諭による見取りにより実施 

 

４ 実施時期 

令和５年４月（入学後から約２週間） 

 

５ 結果概要（Ｐ８１参照） 

７項目中 ５項目（下線）について、前年度より高い結果となってい

る。 

※ （ ）は、前年度の結果 

① あいさつや返事ができる。     ９４．２％（９４．６％） 

② 姿勢良く座ることができる。    ８４．９％（８２．３％） 

③ 静かに話を聞くことができる。   ８４．６％（８４．０％） 

④ 食器を持ったり、手を添えたりしながら食べる。 

                  ７９．１％（７５．７％） 

⑤ 持ち物を大切に扱い、整理することができる。 

                   ８８．１％（８７．１％） 

⑥ 鉛筆を正しく持つことができる。  ７７．３％（７２．５％） 

⑦ ひらがなで自分の名前が書ける。  ９５．２％（９６．４％） 

 

６ 分析 

（１）新型コロナウイルス感染症対策を徹底する等、保育環境を見直した

ことにより、子どもたちの集団活動が増え、保育者による直接的支援・

指導が充実し、数値が伸びたと考えられる。 

（２）幼保小連携活動が対面で行われたことで、接続期カリキュラムの活
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用が一段と進み、保育者による小学校への接続を意識した効果的な保

育の実践につながったと考えられる。 

（３）「食器を持ったり、手を添えたりしながら食べる」と「鉛筆を正し

く持つことができる」については、７０％台にとどまっており、子ど

もの発達に沿った教材選びや子どもへの指導方法の理解が不十分で

あったと考えられる。 

７ 今後の方針 

（１）各小学校及び就学前施設では、アンケート結果を受けて、子どもの

姿から見えてくる課題を整理し、課題に対応した重点的な取組を進め

ていく。 

（２）就学前施設に対し、鉛筆の持ち方や食具の持ち方、発達の理解等が

より深まるように、年齢別担任研修の参加を呼び掛けるとともに、公

開保育等を活用しながら就学前施設同士の連携を充実させていく。 



 

81 
 

令和５年度「小学校第１学年に関するアンケート」実施結果 
 

各項目において、「概ね身に付いている」小学校１年生の割合（％） 

 

①あいさつや返事が

できる。 

②姿勢良く座るこ

とができる。 

③静かに話を聞くこ

とができる。 

④食器を持ったり、

手を添えたりしな

がら食べる。 

    

視点 

・ 名前を呼ばれたら

返事をすることが

できるか。 

視点 

・ 教師の指示で、背筋

をのばし、足を床に

つけ、前を向いて座

ることができるか。 

視点 

・ 話し手の目を見て、

話し手の方に体の

正面を向け、話を聞

くことができるか。 

視点 

・ 親指を食器のふち

にかけ、他の指で

底を支えて持って

いるか。または、食

器に手を添えられ

ているか。 

⑤持ち物を大切に扱

い、整理すること

ができる。 

⑥鉛筆を正しく持

つことができる。 

⑦ひらがなで自分の

名前が書ける。 

 

   

 

視点 

・ 自分の持ち物を所

定の場所にしまう

ことができるか。 

視点 

・ 鉛筆を親指と人差

し指でつまみ、親

指が飛び出した持

ち方になっていな

いか。 

視点 

・ 自分の名前を書くこ

とができるか。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和５年６月９日 

件   名 令和５年４月１日の保育所等利用待機児童の状況について 

所管部課名 子ども家庭部私立保育園課 

内   容 

１ 保育所等利用待機児童数調査とは 

国が全国の保育所等の状況を把握することを目的に毎年実施して

いる調査。 

４月１日時点の保育所等利用待機児童数（保育の必要性が認定さ

れ、区に保育施設の利用を申し込んでいるが利用していない児童か

ら、国の定義に則り、東京都認証保育所の利用児童や、私的な理由

で待機している児童などを除外した数（Ｐ８７参照））を報告してい

る。 

 
２ 令和５年４月１日現在待機児童数 ０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ｢育児休業延長のための申込み｣であることを確認した場合 

※２ 区が他に利用可能な保育所等の情報の提供を行ったにもか

かわらず、特定の保育所等を希望し、待機している場合 

  

（単位：人）

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4･5歳児 計

認可保育所 796 1,939 2,140 2,355 4,850 12,080

認定こども園 2 27 51 64 211 355

小規模保育 42 131 130 303

家庭的保育 25 110 109 244

公設認可外 3 18 21 10 18 70

認証保育所利用 6 49 4 2 1 62

幼稚園利用 4 2 6

企業主導型保育利用 22 2 24

育児休業※１ 30 142 1 1 174

私的理由※２ 11 53 8 3 75

求職活動休止 2 1 1 1 5

0 0

国
定
義
に
よ
り
待
機
児
童

か
ら
除
外
し
た
児
童
数

待機児童数

[Ａ] - [Ｂ] - [Ｃ]
0 0 0 0

除外した児童数

合　計 [Ｃ]
47 268 18 8 5

2,437 5,084 13,398

2,429

2,469

5,079 13,052

346

保
育
施
設
在
園
児
数

保育施設在園児数
868 2,225 2,451

合　計 [Ｂ]

申込者数 [Ａ]

(継続利用児含む)
915 2,493
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３ 年齢別待機児童数（各年４月１日時点） 

 

 

 

 

 

４ 地域別待機児童数（各年４月１日時点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 保育需要率の推移 

保育を必要とする児童が全体に占める割合を示す「保育需要率」

は、前年比２．０ポイント増の５４．２％となった。 

年齢区分別でも、０歳児０．７ポイント、１・２歳児１．４ポ

イント、３～５歳児２．６ポイントと、すべての区分で前年度よ

り増加した。 
 

 

 

 

 

 

 

【参考】保育需要率の推移（各年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月１日時点

年齢区分
人口　①

（単位：人）
保育需要数②
（単位：人）

保育需要率
③（②/①）

前年比

0歳児 4,070 1,059 26.0% 0.7ﾎﾟｲﾝﾄ増

1・2歳児 8,550 5,499 64.3% 1.4ﾎﾟｲﾝﾄ増

3～5歳児 13,737 7,719 56.2% 2.6ﾎﾟｲﾝﾄ増

全　体 26,357 14,277 54.2% 2.0ﾎﾟｲﾝﾄ増

（単位：人）

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

令和4年 0 0 0 1 0 0 1

令和5年 0 0 0 0 0 0 0

前年との差 増減なし 増減なし 増減なし 1減 増減なし 増減なし 1減

（単位：人）

R4 R5 R4 R5

1 千住地域 0 0 8 六町地域 0 0

2 綾瀬地域 0 0 9 竹の塚地域 1 0

3 中川地域 0 0 10 宮城・小台地域 0 0

4 佐野地域 0 0 11 江北・扇地域 0 0

5 中央本町地域 0 0 12 鹿浜地域 0 0

6 梅田地域 0 0 13 舎人地域 0 0

7 西新井・島根地域 0 0 14 新田地域 0 0

1 0

ブロック ブロック

区全体
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６ 保育定員の調整（各年４月１日時点） 

私立保育施設では、定員の空きが集中することで、経営不振とな

り、事業撤退に繋がることがある。 

事業撤退によって区全体の定員が減少すると、待機児童が発生す

る恐れがあるため、令和３年４月入所から一部の公立認可保育所で

「入所定員抑制」及び私立認可保育所等で「利用定員変更」による

定員対策を行い、待機児童ゼロの継続に努めている。 

 

 

 

 

 

※ 受入可能数は、上記の「入所定員抑制」及び「利用定員変更」に

よる調整のほか、休園等により４月入所募集を停止している施設

の定員を除く。 

 

７ 施設別空き定員数（令和５年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
８ その他 

令和５年４月１日現在の入所状況、地域別定員受入可能数及

び、待機児童数の集計方法等はＰ８５～８７のとおり。 

９ 今後の方針 

（１）人口減少等の影響を的確に把握するため、令和５年度以降も地域

ごとの保育需要の状況を詳細に分析し、令和６年度以降の待機児童

ゼロの継続に向け、適正な保育定員の確保を図る。 

（２）年度途中の待機児童対策として、５月以降の利用状況も継続し

て調査、分析するとともに、利用者や保育事業者への情報提供を

強化し、都のベビシッター事業や空きのある保育施設の利用を促

していく。 

（単位：人）

R4 R5 前年との差

保育定員数（認可定員） 16,719 16,658 61 減　

保育定員数（受入可能数）※ 16,236 15,922 314 減　

（単位：人）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４･５歳 合計

213 64 159 281 599 1,316

( 0 ) ( ▲ 20 ) ( ▲ 14 ) ( 30 ) ( ▲ 263 ) ( ▲ 267 )

4 14 7 20 28 73

( 3 ) ( ▲ 2 ) ( ▲ 14 ) ( ▲ 18 ) ( ▲ 21 ) ( ▲ 52 )

85 23 31 139

( 3 ) ( ▲ 4 ) ( ▲ 9 ) ( ▲ 10 )

33 54 19 106

( ▲ 15 ) ( ▲ 19 ) ( 11 ) ( ▲ 23 )

3 1 2 3 10 19

( ▲ 3 ) ( 1 ) ( ▲ 3 ) ( 0 ) ( 4 ) ( ▲ 1 )

29 20 13 0 0 62

( ▲ 16 ) ( ▲ 5 ) ( 2 ) ( ▲ 3 ) ( 0 ) ( ▲ 22 )

367 176 231 304 637 1,715

( ▲ 28 ) ( ▲ 49 ) ( ▲ 27 ) ( 9 ) ( ▲ 280 ) ( ▲ 375 )

R5
（前年との差）

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

区立認可外

認証保育所

合　計



１　令和５年４月１日現在の年齢別入所状況

①　特定教育・保育施設（２号認定・３号認定）
（単位：人）

0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 管外委託
（再掲）

公立※1 27 126 354 412 508 1,088 2,488 92 315 364 444 934 2,149 9

公設民営 13 81 187 244 268 559 1,339 65 184 214 247 513 1,223 2

私立※2 113 812 1,455 1,665 1,897 3,844 9,673 639 1,440 1,562 1,664 3,403 8,708 20

小　計 153 1,019 1,996 2,321 2,673 5,491 13,500 796 1,939 2,140 2,355 4,850 12,080 31

幼保連携型※1 2 － 16 24 34 68 142 － 3 19 25 59 106 -

保育所型※1 1 － 13 14 15 30 72 － 12 13 14 30 69 -

幼稚園型※2 4 9 18 32 77 169 305 2 12 19 25 122 180 7

小　計 7 9 47 70 126 267 519 2 27 51 64 211 355 7

－ － － － － － － － － 4 － 2 6 －

160 1,028 2,043 2,391 2,799 5,758 14,019 798 1,966 2,195 2,419 5,063 12,441 38

他自治体へ委託[再掲] 0 8 9 3 18 38

他自治体から受託[別掲] 15 24 36 34 77 186

※1　入所抑制を反映した入所定員

※2　利用定員数（募集停止中の施設の定員を除く）

②　特定地域型保育事業（３号認定）
（単位：人）

0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 入所率

26 130 159 164 － － 453 42 131 130 － － 303 66.89%

105 77 132 148 － － 357 25 110 109 － － 244 68.35%

131 207 291 312 － － 810 67 241 239 － － 547 67.53%

他自治体へ委託[再掲] 1 － 3 － － 4

他自治体から受託[別掲] 6 7 4 － － 17

※3　休業中の事業者の定員を除く

③　認可外保育施設
（単位：人）

0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 入所率

2 6 19 23 13 28 89 3 18 21 10 18 70 78.65%

33 211 321 335 83 54 1,004 152 286 304 62 100 904 90.04%

－ － － － － － － 7 8 8 7 2 32

－ － － － － － － 32 107 103 22 15 279

－ － － － － － － － 1 2 － 1 4

35 217 340 358 96 82 1,093 194 420 438 101 136 1,289

幼稚園

小規模保育

入所数（委託を含み受託を含まない）

　定員 入所数（委託を含み受託を含まない）

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

合　計

施
設
数

　定員

　定員 入所数（委託を含み受託を含まない）

認証保育所

施
設
数

家庭的保育※3

認証保育所(区外)

合　計

合　計

施
設
数

企業主導型(区外)

企業主導型

公設民営認可外
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２　ブロック別定員受入可能数

（単位：人）

受入
可能数

施設数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４･５歳

１ブロック (千住地域) 42 72 41 33 64 84 294

２ブロック (綾瀬地域) 25 35 6 27 27 88 183

３ブロック (中川地域) 11 12 7 0 0 20 39

４ブロック (佐野地域) 25 27 16 22 30 66 161

５ブロック (中央本町地域) 27 29 9 22 7 37 104

６ブロック (梅田地域) 35 32 12 18 34 45 141

７ブロック (西新井・島根地域) 13 26 1 7 11 21 66

８ブロック (六町地域) 31 19 15 22 14 51 121

９ブロック (竹の塚地域) 35 46 12 39 21 36 154

１０ブロック (宮城・小台地域) 5 11 1 5 22 47 86

１１ブロック (江北・扇地域) 22 8 14 11 33 44 110

１２ブロック (鹿浜地域) 27 28 21 16 27 27 119

１３ブロック (舎人地域) 20 12 10 3 9 28 62

１４ブロック (新田地域) 8 10 11 6 5 43 75

合　計 326 367 176 231 304 637 1,715

【参考】施設種別ごと受入可能数

（単位：人）

施設数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４･５歳 合計

153 213 64 159 281 599 1,316

7 4 14 7 20 28 73

26 85 23 31 139

105 33 54 19 106

2 3 1 2 3 10 19

33 29 20 13 0 0 62

326 367 176 231 304 637 1,715

区立認可外

認証保育所

合　計

保育施設空き状況
（認可保育所、認定こども園、小規模保育、家庭的保育、

区立認可外保育所、認証保育所）

※　｢定員受入可能数｣は、各保育施設の｢空き定員数｣を示す
※　認証保育所以外は、令和5年5月入園分の募集人数

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育
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【参考】待機児童数の集計方法

（単位：人）

令和4年
4月1日

令和5年
4月1日

259 346

258 346

認証保育所・企業主導型保育事業・私立幼稚園を利用している 56 92

「育児休業延長のための申込み」であることを確認した場合ま
たは、入所できたら復職することの同意書の提出がない場合

109 174

特定の保育所等を希望し待機している場合
（ア＋イ＋ウ）

86 75

ア 保育施設利用申込書に第１希望の施設のみ記入している 41 34

イ 管外の保育施設のみを希望している 0 0

ウ 自宅の近く(概ね半径1㎞以内)に利用可能で空きがある「認可保
育所」、「小規模保育」、「給食を提供する家庭的保育(保育マ
マ)」または、「認証保育所」 があるが希望していない

45 41

保護者が求職活動を休止していることを確認した場合 7 5

1 0

（4）

２　待機児童数に含めない児童　②　（（1）+（2）+（3）+（4））

３　待機児童数　③　（①-②）

１　不承諾児童数（転園申請・取り下げ等を除いた数）　①

（1）

（2）

（3）

項　　目
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 社会福祉法人朝陽会（旧南流山福祉会）から区への返還金について 

所管部課名 子ども家庭部 私立保育園課、子ども施設運営課 

内 容 

私立認可保育所の日ノ出町保育園を運営する社会福祉法人朝陽会（旧南

流山福祉会から法人名変更）から区への返還金の状況について報告する

（これまでの経緯は、Ｐ９０～９１「足立区と朝陽会（旧：南流山福祉会）

の経過」のとおり）。 

 

１ 区から要請事項 

令和５年２月１５日付、区から法人に対して、以下の返還金全額（約

９６０万円）の返納について確約すること等を求めて文書を発出した

（回答期限：令和５年３月３１日）。 

 

【返還金の内訳】 

① 日ノ出町保育園の令和３年度運営費 ５,６３５,７６３円 

② 新田三丁目なかよし保育園の委託料 ４,０２１,１７６円 

                 合 計 ９,６５６,９３９円 

 

２ 日ノ出町保育園の令和３年度運営費返還金 

（１）経緯 

令和４年１１月３０日付、東京都と足立区が実施した日ノ出町保育

園の特定教育・保育施設指導検査において、令和３年度に区が支払っ

た運営費の加算対象職員３名について配置要件を欠く期間があった

ことが判明した。 

これにより、過払いとなった上記１①の金額について、区から法人

に対して返納を請求している。 

（２）法人からの回答 

令和５年４月１４日付、法人から区に対して、以下の「分割返納申

出書」が提出された。 

ア 毎月の返納額 

１００,０００円 

イ 返納の期間 

令和６年４月～令和１０年１１月 

ウ 返納月額の増額等 

収支状況が改善し次第、返納月額の増額及び返納期間の短縮等に

ついて区と協議する。 
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３ 新田三丁目なかよし保育園の委託料返還金 

（１）経緯 

   法人が指定管理者であった新田三丁目なかよし保育園について、法

人からの申し出に基づき、令和２年１１月３０日付、区が指定管理者

を解除した。これにより、すでに同園に支払われている令和２年度分

の委託料の内、上記１②の金額について、区から法人に対して返納を

請求している。 

（２）法人の回答 

法人は区に対して、民事調停手続き等による法的な解決を図りたい

との意向を示しており、上記２（２）の「分割返納申出書」の返納対

象には含めていない。 

（３）法人の主張 

法人は、指定管理者であった平成２５年度から平成２９年度までの

運営に要した経費に対して、区から支払われた委託料のうち人件費が

不足しているとして、区へ４０,１４０,３０６円の追加支払を求めて

いる。 

区はこの要求に対して、法的根拠に基づき支払の必要がないことを

繰り返し法人に伝えているが、法人は区への委託料返還金は上記の人

件費の不足分で相殺されると主張し、区の返還請求に応じていない。 

 

４ 今後の方針 

（１）日ノ出町保育園の令和３年度運営費返還金について、確実な返納が

行われるよう事務処理を進める。 

（２）新田三丁目なかよし保育園の委託料返還金について、法人の動向を

注視し、法的解決に向けて対応していく。 

（３）法人内の会計処理の適正化及び財務計画の改善状況を注視し、園児

や保育園運営に影響が及ばないように、引き続き法人及び保育園現場

の状況を確認していく。 

 

５ 参考（施設概要） 

（１）日ノ出町保育園（平成２１年４月１日民営化） 

ア 種 別：私立認可保育所 

イ 所在地：足立区日ノ出町１５番１号 

ウ 定 員：１６９名 

（２）区立新田三丁目なかよし保育園（令和４年３月３１日閉園） 

ア 種 別：公設民営（指定管理者への業務委託） 

イ 所在地：足立区新田三丁目１７番１４号 

ウ 定 員：４４名 
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年月日 内 容 

H21.4.1 
日ノ出町保育園民営化により、南流山福祉会（所轄：千葉県）が運営事業者

となる（土地の無償貸与及び建物等の無償譲渡） 

H25.4.1 
新田三丁目なかよし保育園の指定管理者に南流山福祉会（所轄：千葉県）を

選定 

H26.10.31 南流山福祉会が日ノ出町保育園の園舎を建て替え 

H26.12.3 
東京都が日ノ出町保育園で指導検査を実施。東京都から足立区（子ども家庭

部）へ平成２５・２６年度の過剰支出の疑義について情報提供 

H27.4.3 

東京都が平成２６年１２月に日ノ出町保育園で実施した指導検査の結果を

受け、足立区（子ども家庭部）から南流山福祉会に対し、平成２５・２６年度

の過剰支出の疑義に関する報告を求める 

H27.12.24 
平成２７年４月の足立区（子ども家庭部）からの要請を受け南流山福祉会が

設置した第三者委員会による調査報告が足立区へなされた 

H28.11.8 

南流山福祉会が設置した第三者委員会の報告内容について、足立区財政援助

団体等に関する調査委員会へ諮問したことに対する答申 
① 私立保育園における運営費の適切な取り扱いについて基準が示された 
② この基準を踏まえ、南流山福祉会から足立区（子ども家庭部）に対して、

園長が行った不適正な支出を園会計に返納させると報告 
  （令和５年５月現在、返還が滞っており、法人で法的対応を実施中） 

H29.6.12 
足立区（子ども家庭部）が日ノ出町保育園の平成２８年度運営費算定を誤っ

たことによる南流山福祉会への過払分の返納要請（令和３年３月返納終了） 

R1.8.1 
東京都が日ノ出町保育園に指導検査を実施。東京都から足立区（子ども家庭

部）へ平成２９・３０年度の不適正な支出について情報提供 

R1.12.13 

足立区（子ども家庭部）から南流山福祉会に対し、平成２９・３０年度の不

適正な支出に関する報告を依頼 

① 令和３年５月２４日、南流山福祉会から足立区（子ども家庭部）に、不

適正と認めた支出を園長から園会計に返納させると報告 

② 令和４年３月１１日、足立区（子ども家庭部）から南流山福祉会に対し、

令和４年３月３１日までに返還計画及び実績を報告するよう要請 

（令和５年５月現在、返還計画及び実績は報告されていない） 

R2.11.30 

足立区（子ども家庭部）が新田三丁目なかよし保育園の指定管理者を解除し、

直営園化（卒園・転園により、令和４年３月末から在園児童なし） 
南流山福祉会は足立区において日ノ出町保育園１か所のみの運営となる 

R2.12.11 

新田三丁目なかよし保育園の令和２年４月～１１月分の指定管理委託料の

精算書（約４００万円の返還）の提出を依頼 

（令和５年５月末現在、精算書は提出されていない） 

R3.4.30 
南流山福祉会の法人本部の移転により、法人所轄庁が千葉県から足立区

（福祉部）に移管され、社会福祉法に基づく指導監査の権限が移る 

R3.10.22 南流山福祉会が法人名を朝陽会に変更 

R4.3.18 

朝陽会の理事会において、日ノ出町保育園の職員の給与から控除した社会保

険料（約３，０００万円）が未納であることが判明。また、日ノ出町保育園

園長を令和４年４月３０日付けで解雇することを決定 
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※ 東京都とも情報共有し、連携して対応していく。

R4.3.23 
千葉県の指摘事項等の検証がほぼ終了したことから足立区（福祉部）が指導

監査を実施

R4.3.30 

園長解雇や社会保険料未納の件について、足立区（福祉部）から朝陽会に対

し「法人指導にかかる依頼事項について」を送付（回答期限：令和４年４月

１５日）

R4.4.22 

足立区（福祉部）が令和４年３月２３日に実施した指導監査の結果として、

以下を文書指摘

① 監事１名の欠員補充

② 評議員会の招集を適正に行うこと

③ 予算執行及び資金管理の体制確保（社保料未納の原因究明、再発防止等）

④ 過年度の不適正支出等の清算

R4.4.28 

① 朝陽会が足立区（福祉部）に「法人指導にかかる依頼事項について」回

答を提出

② 園職員への説明結果を踏まえ、法人から足立区（子ども家庭部）に、園

長の解雇時期を「６月末」まで延長すると連絡

R4.5.26 理事会において、園長の解雇時期を「１０月末」まで延長

R4.6.6 
足立区（福祉部）の指導監査における文書指摘に対し、法人が区へ改善状況

報告書を提出

R4.6.21 臨時理事会において、新理事長及び日ノ出町保育園の新園長の選任を承認

R4.7.1 新園長及び新副園長が就任 ※ 前園長は令和４年６月３０日付け解雇

R4.7.3 
法人が保護者説明会を開催し、新園長・副園長の就任及び、前園長の解雇理

由について説明

R4.7.22 
足立区（福祉部・子ども家庭部）から新理事長に対して、これまでの区・法

人間の対応経過の確認資料を手渡し

R4.8.23 

足立区（福祉部・子ども家庭部）が今後の法人運営の適正化の考え方につい

て新理事長を始めとする法人幹部へのヒアリングを実施。法人の財政状況に

ついて、９月中に区に詳細な報告を行うことを要請

R4.9.30 法人内異動により、副園長職を廃止

R4.11.30 

東京都と足立区（子ども家庭部）が、日ノ出町保育園の特定教育・保育施設

指導検査を実施。この結果、令和３年度に区が支払った運営費の加算対象職

員３名について、配置要件を欠く期間があることが判明

R5.1.4 
足立区（子ども家庭部）から法人に対して、令和３年度の運営費約５６０万

円の返納を請求（期限：令和５年１月２３日）

R5.1.17、27 
法人から足立区（子ども家庭部）に対し、返還金を分割返納する意向が示さ

れた（令和６年４月から月額５万円）

R5.2.15 

足立区（子ども家庭部）から法人に対し、返還金の分割申出にかかる要請事

項等を通知（提出期限：令和５年３月３１日）

① 令和３年度の運営費に新田三丁目なかよし保育園の委託料を加えた全て

の返還金（約９６０万円）を返納する旨を確約すること

② 法人の収支が改善し次第、返納月額を増額すること

R5.4.14 

法人から足立区（子ども家庭部）に対し、令和３年度の運営費返還金の分割

返納申出書の提出（令和６年４月から 月額１０万円）。収支状況が改善し次

第、返納月額の増額等を区と協議する意向が示された
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 いづみ保育園の再開後の状況について 

所管部課名 子ども家庭部 私立保育園課 

内 容 

保育士の大量退職により、令和４年４月１日から保育を休止してい

た私立認可保育所「いづみ保育園（社会福祉法人泉光会いづみの杜）」

の再開後の状況について報告する（これまでの経緯は、Ｐ９３～９４「対

応経過」のとおり）。 

 

１ 都への再開承認申請書類及び意見書の提出 

法人から提出された再開承認申請書類（以下、「再開書類」という）

については、区において内容を審査した結果、関係法令上の要件を満た

していることを確認し、令和５年４月２４日に区の意見書を付して東京

都へ提出した。 

 

２ 法人ヒアリングの実施 

令和５年４月２８日に、副区長及び教育長による法人ヒアリングを実

施し、法人として休園に至った原因分析等の認識や、再発防止策等の徹

底について確認した。 

 

３ 都の再開承認及び園児入所募集について 

区から再開書類及び意見書を提出した後、令和５年５月１日付で、

東京都がいづみ保育園の再開を承認した。 

これに伴い、区は６月からの保育施設入所申込の受付（受付期間：

令和５年４月１３日～５月１４日）にいづみ保育園を追加した。 

 

４ 再開後の入園状況（令和５年５月２４日現在） 

認可定員（１歳児 １０人 ２歳児 １０人 計２０人） 

実入所数（１歳児  ０人 ２歳児  ０人 計 ０人） 

入園率 ０％ 

 

５ 今後の方針 

定期的に再開後の園の状況を確認し、安定的に適切な保育環境が継続

されるように助言・指導を行っていく。 

 

６ 参考（いづみ保育園の施設概要） 

（１）種 別：私立認可保育所 

（２）所在地：足立区西新井栄町一丁目１５番１０号 

（３）定 員：２０名（休園前７０名） 

 



対応経過 
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年月日 実施者 内 容 

R3.8.27 園→区 
保育士が大量退職する見込みであることの第一報 

令和 4年度の新規入所を停止したいと申し出 

R3.9.15 区→園 令和 4年度の受け入れ可能児童数及び職員体制を照会 

R3.10.6 園→区 
令和 4年度の受け入れ可能児童数を 30人（0～5歳児）に縮小

したいと回答（現行定員 70人） 

R3.10.7 区→園 

以下の 3点について、令和 3年 12月 24日までに回答を要請 

① 地域の保育需要を踏まえた定員設定の再検討について 

② 保護者説明会の開催と利用者への丁寧な説明について 

③ 大量退職の原因究明と再発防止策の報告について 

R3.10.12 園→区 
上記①について、受け入れ可能児童数 23人（0～2歳児）と回

答 

R3.10.30 園→保護者 上記②について、園が保護者説明会を開催（区傍聴） 

R3.11.13･14 区→保護者 区主催の転園相談会を開催（いづみ保育園ホールにて） 

R3.11.22 区→園 区保育士による保育実施状況の確認を開始（月 2～3回） 

R3.12.24 園→区 
上記③について、令和 4 年 1 月末日まで報告期限の猶予を申

し入れ。常勤保育士が必要数 9 人に対し 4 人しか確保できて

いないとの報告 

R4.1.14 区→園 
令和 4年度の園児数が 0人になる見込みを伝え、以下を要請 

④ 保育士の採用状況を踏まえた令和 4 年度の運営継続に

ついて報告すること 

R4.1.15 園→職員 法人弁護士が、職員に対して退職原因等のヒアリングを実施 

R4.1.21  園→区 
上記③について、ヒアリング結果及び対策の提出 

上記④について、令和 4年度は定員 20名（1・2歳児）で保育

を継続したいと回答 

R4.2.7 園→区 
4月に在園児童がいなくなることを受け、継続意向のある保育

士全員に対して退職勧奨を開始したとの報告 

R4.2.22 園→区 

大量退職の再発防止策の補足として「保育士育成及び定着に

おける改善策計画」を提出。定員 20人での運営に必要となる

常勤保育士 6 人を令和 4 年 8 月初旬までに確保し、10 月から

募集再開を希望 

R4.2.28 区→職員 退職予定の保育士へアンケート調査を送付（期限：3月 10日） 

R4.3.18 区→園 
保育士一斉退職の原因について保護者説明実施を要請 

（園から実施日時の確答なし） 

R4.3.27 区→保護者 
区主催の保護者説明会を開催（こども支援センターげんきに

て） 

R4.3.31 園→保護者 園主催の保護者説明会を開催（リモート開催） 
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R4.4.10 

～R4.5.24 
区 

いづみ保育園から他園に転園した園児 54人について、心理職

が転園先（16施設）に訪問し状況確認 

R4.5.23 

区→園 園長ヒアリングを実施し、改善策の進捗状況等を確認 

園→区 
令和 4年 10月としていた募集再開時期を延期したいとの申し

出 
区→園 ⑤ 改善策の具体的内容と募集再開の希望時期の報告を要請 

R4.6.6 園→区 上記⑤について、「改善策計画の訂正について」を提出 

R4.7.12 園→区 

休止承認申請の提出 
（区から都に 7月 15日進達、7月 25日東京都承認） 
園長から令和 4 年 11 月もしくは 12 月に園児募集を再開した

いとの申し出 

R4.8.24 都→区 都が「再開承認申請書」に添付する書類を指定 

R4.8.30 区→園 
園長に対して、再開時期等について聴き取り 
令和 5年 4月 1日に定員 27名で再開をしたいとの申し出 

R4.10.20 園→区 「令和 5年度一斉入所の取扱い変更について」を提出 

R4.11.15 区→園 「保育所の再開に係る書類の提出について」の通知を発出 

R4.12.23 園→区 保育所の再開に係る書類の一部提出 

R5.1.19・23 園→区 
当区への提出期限を令和 4年 12月 23日としたが、令和 5年 1

月 19日および同月 23日に指定期日を遅延して当区へ提出 

R5.1.27 区→園 
「児童福祉施設（保育所）再開承認申請について（通知）」で

今後 5年間収支予定表を再度提出するように要請 

R5.3.1 園→区 
再開時の定員を「1歳児 10名、2歳児 10名（計 20名）」から

「0 歳児 3 名、1 歳児 10 名、2 歳児 10 名（計 23 名）」へ変更

を申し出 

R5.3.8 園→区 令和 5年 3月 1日に提出された定員変更の申し出を撤回 

R5.4.24 区→都 意見書を付して都へ再開書類を提出 

R5.5.1 都→区 都が令和 5年 5月 1日付での再開を承認 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 令和４年度の不登校児童・生徒数及び支援について 

所管部課名 こども支援センターげんき教育相談課 

内 容 

１ 令和４年度不登校児童・生徒数（累計３０日以上欠席者） 

（１）直近５年間の推移 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

   
 

 

ア 従前の学校生活に戻ってきたものの、それに適応できない等の理由

により不登校児童・生徒は 166人増加したが、出席扱いとした児童・

生徒は 9人減少し、ほぼ横ばいである。 

イ 令和４年度は休校期間がなく、ＩＣＴを活用した学習支援は個別

に実施していたため、令和３年度の時のような増加にはならなかっ

たものの、同水準は実施できた。 

 

 

  30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 前年比 

小学校 239 234 312 318 371 ＋53 

（出席扱い） (14) (19) (20) (173) (170) (-3) 

中学校 697 684 665 678 791 ＋113 

（出席扱い） (215) (181) (239) (337) (331) (-6) 

合計 936 918 977 996 1,162 ＋166 

（出席扱い計） (229) (200) (259) (510) (501) (-9) 

※ 出席扱い…学校の指導要録上、出席としている者の人数（チャレンジ学級

等の学校以外の教育の場やＩＣＴを活用した学習が該当） 
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  ウ 不登校出現率は、小学校では令和元年度から、中学校では令和３年

度から、東京都平均より下回るようになった。 

 

（２）学年別不登校児童・生徒数及び推移 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 不登校生徒数に占める新規不登校生徒数は、中学校において昨年

度に比べ増加した。従前の学校生活に戻ってきたものの、それに適

応できない生徒が多かったためと考えられる。特に、中学生は不登

校が長期化することから、別室登校など個に応じたきめ細かな対応

を行っていく。  

イ 小学校から中学校への不登校データの引き継ぎを行うことや、 

ＳＣによる中学１年生を対象とした全員面接を引き続き実施する

ことで、生徒一人一人の状況に応じた必要な支援を推進し、教育相

談体制を強化する。 

 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 小計 中 1 中 2 中 3 中計 

３年度 11 24 36 71 74 102 318 171 253 254 678 

４年度 22 28 44 70 88 119 371 228 287 276 791 

前年比 +11 +4 +8 -1 +14 +17 +53 +57 +34 +22 +113 

0.74

0.88 1.06
1.33

0.75
0.74 0.99 1.03

1.23

4.33
4.76 4.93

5.765.21 5.14 4.96
4.93 

5.77

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度

東京都（小学校） 足立区（小学校）

東京都（中学校） 足立区（中学校）

【参考データ】 

東京都と足立区の不登校出現率の推移（％） 
※ 不登校児童・生徒数 

／児童・生徒総数×100 

 

学年別前年度比較 

中学校 

小学校 

6 19 35 57 65 80
114 142

22 25
35

31
54

148

173 134

22 28
44

70
88

119

228

287 276

2 3 5 17 40 58

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

前年度からの不登校者

新規

不登校者

チャレンジ・あすテップ通級者

（新規・継続の区別なし）
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（３）欠席日数別不登校児童・生徒の学年別人数内訳 

【令和４年度】 

  小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 小計 中 1 中 2 中 3 中計 

30日-59日 6 9 13 9 13 18 68 32 21 17 70 

60日-89日 14 9 11 17 18 29 98 46 43 43 132 

90日-119日 2 4 5 13 18 17 59 37 45 37 119 

120日以上 0 6 15 31 39 55 146 113 178 179 470 

合計 22 28 44 70 88 119 371 228 287 276 791 

【参考：令和３年度】 

 

（４）欠席日数別不登校児童・生徒人数及び出席扱い人数 

   
  

 

ア 中学生において 120日以上欠席の不登校生徒数の割合が増加し 

た。新型コロナウイルス感染症によって環境が大きく変化し家で 

ゲーム中心の生活になり、生活リズムが崩れたまま戻らない児童・ 

生徒が増え、欠席が長期にわたるケースが増加しているためと考 

えられる。 

イ 不登校生徒の状況に応じて、チャレンジ、あすテップなどの適応 

指導教室の利用を促すほか、ＩＣＴを活用した支援を行うなど不 

登校生徒に対する学習機会の保障を拡充する。 

 

 

 

 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 小計 中 1 中 2 中 3 中計 

30日-59日 2 12 13 25 15 19 86 25 34 27 86 

60日-89日 6 5 6 18 23 18 76 34 38 45 117 

90日-119日 2 2 6 10 18 22 60 39 40 43 122 

120日以上 1 5 11 18 18 43 96 73 141 139 353 

合計 11 24 36 71 74 102 318 171 253 254 678 

68 98
59

146

70
132 119

470

19 26 23
102

15 50 43

223

30日-59日 60日-89日 90日-119日 120日以上

小学校 中学校 小学校出席扱い

（チャレンジ・ＩＣＴ）

中学校出席扱い

（チャレンジ・あすテップ・ＩＣＴ）
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２ 主な不登校の要因 （上位５項目） ※ カッコ内は割合

小学校 中学校 

１ 無気力・不安（51％） 無気力・不安（61％） 

２ 生活リズムの乱れ・遊び・非行（14％） 生活リズムの乱れ・遊び・非行（13％） 

３ 親子の関係（13％） 授業が分からない（6％） 

４ 友人関係の悪化（5％） 親子の関係（5％） 

５ 授業が分からない（4％） 友人ができない（4%） 

ア 主な不登校の要因は、令和３年度と同様の項目だが、無気力な

ど本人に関する要因のポイントが微増しており、親子関係は微減

した。

【参考：令和３年度】 

小学校 中学校 

１ 無気力・不安（48％） 無気力・不安（59％） 

２ 親子の関係（18％） 生活リズムの乱れ・遊び・非行（13％） 

３ 生活リズムの乱れ・遊び・非行（14％） 親子の関係（7％） 

４ 授業が分からない（5％） 授業が分からない（4％） 

５ 友人関係の悪化（3％） 友人関係の悪化（4％） 

学校種別の主な不登校の要因事例  

小

学

校 

ア 保護者の精神的不安定や、兄弟の不登校で、一緒に

引きこもるような事例

イ ここ数年の学校や家庭における環境の変化により、

児童本人の精神的ストレスにつながった事例

中

学

校 

ア 学校の不登校に対する早期対応において、家庭の協

力が得られない事例

イ ＳＮＳやゲームなどが中心の生活になり、生活リズ

ムが崩れてしまった事例

３ 不登校児童・生徒への支援委託事業の実施状況 

（１）ＮＰＯと連携した居場所を兼ねた学習支援の実施状況

家庭や学校以外の「安心して過ごせる居場所」と「学習環境」

を提供している。 

ア 支援人数

小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 

中部地区 0 0 2 3 13 18 

西部地区 0 3 5 9 6 23 

東部地区 2 0 8 9 8 27 

北部地区 0 0 1 6 4 11 

合計 2 3 16 27 31 79 
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イ 支援結果（中学３年生は進路等） 

 支援結果 人数 内容等 

中学３年生 

高校進学 25名 
チャレンジスクール､

通信制学校等 

その他 6名 
就職、家事手伝い、夜間

中学進学、区外転出 

小学５年生

～ 

中学２年生 

居場所支援等 

が定着 
34名 

学校復帰､チャレンジ学級

に通級又は居場所支援

の継続 

継続通級困難 14名 
教育相談､SSW 等の個別

支援 

 

（２）家庭学習支援事業の実施状況 

長期不登校児童等へのアウトリーチ支援として、スクールソーシ

ャルワーカーや学校との連携のもと家庭への働きかけを行い、家庭へ

の講師派遣による個別指導、ＩＣＴを活用した学習支援など多様な学

習機会を提供している。 

 

ア 支援対象 

長期欠席状態（欠席日数１２０日程度）にあり、外出が困難な児 

   童等 

 

イ 支援人数 小学生２６人  

 

 

 

ウ 支援結果 

（ア）講師派遣回数：延べ５１３回 

（イ）改善状況：教育相談に繋がった児童３人 

フリースクールに繋がった児童１人 

別室等に部分的に登校できた児童８人 

教室復帰した児童４人 

 

４ 今後の方針 

  ＩＣＴの活用や別室支援の充実を図ることで不登校の未然防止に努

めるとともに、不登校になった場合でも児童・生徒個々のニーズに応

じた多様な支援を提供していく。 

 

（１）不登校児童（小学生）への支援 

ア 登校サポーターを派遣し、お迎え支援により登校を促す。 

イ 不登校を長期化させないために、児童と学校との繋がりを保つ

ことが不可欠であるため、一人１台配付したタブレット端末を活

小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 小計 

1 2 3 5 6 9 26 
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用し、登校しぶりの状態の児童や長期欠席となっている児童も学校 

と繋げていく。 

ウ 状況に応じて家庭学習支援事業の利用に繋げるなど、学習の機

会を保障していく。 

（２）不登校生徒（中学生）への支援

ア 不登校対応加配教員配置校の別室支援等の取り組みを教育相談

コーディネーター（学校の不登校担当教員）研修において情報発信

することや、登校サポーターの派遣回数の増などにより、別室支援 

の充実を図り、不登校の未然防止に努める。 

イ チャレンジ学級・あすテップでは、授業のオンライン配信を充実

させ、令和５年度から通級生が自宅からでも受講できるようにし、 

学習の機会を増やしていく。 

ウ 家庭学習支援事業の対象を中学生にも拡大し、多様な学習機会

の提供を行う。 

エ ＮＰＯ法人が実施している不登校の子どもへのオンライン支援

事業を試行実施する。 

オ 引き続き、不登校児童・生徒が在籍する学級における授業のオン

ライン配信を推進する。
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件   名 令和４年度のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）活動実績について 

所管部課名 こども支援センターげんき教育相談課 

内   容 

１ ＳＳＷの役割 

社会福祉等の専門知識を活かし、不登校や家庭環境など様々な事情

を抱える児童・生徒を取り巻く環境に働きかけ、児童・生徒の最善な

利益を追求しながら、課題の改善・解決に向けた支援を行っている。 

【参考】 

※ 常勤職員以外のＳＳＷは会計年度任用職員として採用している。 

 ※ 小中学校には、ＳＳＷのほかに、心理の専門家としてスクールカウン

セラー（ＳＣ）がおり、児童・生徒とその保護者等からの様々な相談を

受けるほか、行動観察や家庭訪問も行っている。足立区では３０名以上

を会計年度任用職員として採用し、全小中学校に週１回以上の巡回訪問

を実施している。 

 ※ 都立高校ではＳＳＷと同様の役割として、ユースソーシャルワーカー 

（ＹＳＷ）がおり、都立高校における中途退学の予防のため、東京都が

採用している。進学先選びのミスマッチを防ぎ、高校における不登校を

予防するため、ＳＳＷとの年２回の連絡会を開催している。 

２ 令和４年度のＳＳＷの主な活動内容 

（１）校内会議への参加等を通じた学校関係者及び関係機関との連携及び

情報共有 

（２）面接、家庭訪問等による児童・生徒、世帯の状況確認及び生活保

護等福祉関係機関へ繋ぐなどの直接支援 

（３）支援計画の実施及びアセスメント 

【ＳＳＷの令和４年度体制及び主な役割】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ ＳＳＷのチームは、教育相談課の登校支援係（西新井）、綾瀬教育相談

係及び竹の塚教育相談係の３か所で編成している。 

常勤ＳＳＷ
（総合調整）

１名

統括ＳＳＷ
（チーム管理）

３名

一般ＳＳＷ
（現場活動）

１３名

一般SSWの指導・育成
個別案件の進捗管理
一般SSW同行

学校巡回訪問
校内委員会参加
管理職及び担任等との協議
教室等での行動観察
校内研修実施

各チームの進捗管理
SSWマニュアルの整備
SSW全体の記録整理

研修計画立案
一般SSWとしての活動

家庭訪問
関係機関との連携

常勤SSWへの状況報告
研修・事例検討実施
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不登校 252

(57％)

家庭環境 129

(29％)

児童虐待 16

発達障がい 16

健康・保健 10

非行・不良 4

その他 12

(14％)

【ＳＳＷの担当校数】 

常勤福祉職：小学校１校、中学校１校 

その他のＳＳＷ：小学校４校、中学校２校（平均数） 

【支援の対象となった児童・生徒数】 

令和２年度 

総件数 

令和３年度 

総件数 

令和４年度 

単回相談 ※ 継続支援 総件数 

小学校 201 237 55 163 218 

中学校 243 236 36 185 221 

合 計 444 473 91 348 439 

※ 単回相談：１回の学校へのコンサルテーションで終了したもの

【訪問活動の回数及び内容】 

学 校 2,518 校内委員会、ケース会議 

家 庭 1,212 家庭訪問・面談

関係機関（病院、福祉事務所等）   432 通院・生活保護申請同行

【主訴別件数】 

３ 活動による成果 

（１）チャレンジ学級等の学校外の教育機関へ繋いだ（142件）。

（例）不登校の生徒について、教育相談から引き継いだＳＳＷが本

人と保護者との面談を重ね、居場所の利用に繋がったことで、

学習機会の確保が実現した。 

（２）児童福祉関係機関の支援に繋がった（93件）。

（例）児童相談所の一時保護に至った児童について、関係機関との

連携により放課後デイサービスに繋がり、本人の状況が改善

した結果、中学校では特別支援学級に在籍している。 

※ 家庭環境の例

・ 保護者の心身不安定による家庭の

養育力の欠如

※ 不登校の例

・ 昼夜逆転に

よる生活リ

ズムの乱れ

・ 学力不足に

よる意欲の

低下
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【相談件数と改善又は解決した件数】 

４ 令和５年度の活動内容 

（１）各学校の新体制を踏まえ、改めて校内委員会等でＳＳＷの仕事の内

容を説明するとともに、教員研修を全中学校で実施する。 

（２）中学校は週１回、小学校は月２回の定期訪問を継続し、家庭に課題の

ある児童・生徒とその保護者について、学校及び各関係機関との情報共

有を進めていくとともに、連携による対応の強化を図る。 

（３）ＳＳＷの支援レベル向上のためのチーム会議及び外部研修等を引き

続き実施する。 

５ 今後の方針 

（１）改訂された「生徒指導提要」を踏まえ、「チーム学校」として、

ＳＳＷ活動への理解を深めてもらうための研修等を各学校で実施

する。 

（２）家庭問題が複雑かつ多様化している中で、児童・生徒及び保護者

の状況を少しでも多く改善、解決するためのソーシャルワークを実

践していく。 

（３）３年以下の経験が浅いＳＳＷが約半数いる中で、質の高い支援を

行うために、事例検討等を通じたＳＳＷ全体のレベル向上を図る。 

 ※ 解決とは、学校と協議した結果、主たる要因が解消された場合 
 ※ 改善とは、複数の要因のうち、いくつかの要因が解決された場合

や主たる要因の解消に向けて進展した場合 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 足立児童相談所の新築移転及び仮設一時保護所の使用継続について 

所管部課名 こども支援センターげんきこども家庭支援課 

内 容 

東京都足立児童相談所は庁舎建替え工事が完了し、次のとおり新築庁

舎に移転したので報告する。 

また、東京都福祉保健局から、足立児童相談所が新築建物で開所以降

も、当面の一時保護の受け皿として、引き続き仮設一時保護所を運用し

たいとの要望を受け、区としては、児童相談行政に協力する立場から、

次のとおり使用継続の要望を認めることとしたので、併せて報告する。 

１ 足立児童相談所の新築移転 

（１）移転先

足立区西新井本町三丁目８番４号

（２）移転日

令和５年４月２４日（月）

（参考）東京都足立児童相談所の所管区域の変更予定について 

令和５年９月３０日まで 令和５年１０月１日から 

所管区域 足立区・葛飾区 足立区 

２ 仮設一時保護所の使用継続 

（１）東京都一時保護所の現状及び一時保護所整備計画

ア 一時保護所の現状

（ア）一時保護を必要とする児童数が増加しており、特に近年では

学齢児の増加が大きくなっている。

（イ）年間平均入所率は１００％を超えており、常にひっ迫してい

る。

イ 一時保護所整備計画

（ア）令和１０年度までに新規で一時保護所を２か所整備する。

（２）使用継続にあたっての都との取り決め

ア 東京都は一時保護所の施設整備状況等にかかわらず、あみだ橋
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公園広場部を令和９年度末に原状復旧の上、確実に足立区に返還

すること。 

イ 隣接する代替広場も引き続き地域の方に利用いただけるように

運用を継続すること。

ウ 仮設建物の耐火に向けた構造上の対策を行うとともに、仮設建

物の維持管理状況、定期的な避難訓練の実施などの防火対策、代

替広場（都有地）の継続使用等の項目について、１年ごとに足立

区へ報告・協議すること。

（３）仮設一時保護所の耐火に向けた改修

ア 改修の概要

（ア）外壁 ＡＬＣ外壁パネル張り 

（イ）サッシ  防火サッシに交換 

（ウ）ガラス  網入りガラスに交換又は防火シャッターを追加 

（エ）玄関 防火シャッター等に改修 

イ 改修期間

令和５年４月１８日から同年７月６日まで

（４）仮設一時保護所の運営

ア 仮設一時保護所定員

１５名程度

イ 運営主体

東京都（民間委託を予定）

（５）東京都福祉保健局から近隣への説明状況

ア 説明資料

Ｐ１０６～１０７、資料１、２のとおり

イ 近隣から寄せられた区民の声及びその回答要旨

（ア）区民の声の要旨

① 仮設一時保護所の使用継続について白紙撤回と即時原状

回復を東京都福祉保健局に働きかけていただきたい。

（イ）区民の声への回答の要旨

① 区においても、足立児童相談所と類似した児童虐待対応

をしており、緊急でリスクの高い事例については足立児

童相談所と連携して一時保護なども実施していること。

② 区では、東京都の児童相談行政と連携、協力する立場か

ら、今回の東京都福祉保健局からの仮設一時保護所の継続

運用の要望には応じざるを得ないと考えていること。

③ あみだ橋公園の原状回復を東京都に働きかける予定はない

ことをご理解いただきたいこと。

※ 上記区民の声１件のほかには特に意見等はいただいていない。

３ 今後の方針 

仮設建物の維持管理状況、定期的な避難訓練の実施などの防火対

策、代替広場（都有地）の継続使用等の項目について、１年ごとに東

京都から報告・協議をうけ、適切に使用されているかを確認してい

く。 
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令 和 ５ 年 ３ 月 

東京都福祉保健局 

東京都足立児童相談所の新築移転及び仮設一時保護所の使用継続について 

１ 足立児童相談所の新築移転 

  現在、足立児童相談所の現地建替工事を実施しており、相談所機能及び一時保護所機

能ともに仮設建物で運営しているところですが、令和５年３月に建替工事が竣工し、令

和５年４月下旬に相談所機能及び一時保護所機能は新設建物に移転する予定です。 

２ 仮設一時保護所の使用継続 

（１）使用継続のお願い

当初の計画では、新設足立児童相談所の開所後に、あみだ橋公園広場の仮設一時保

護所は解体し、原状復旧の上、足立区に令和５年度末に返還予定としておりました。 

しかしながら、近年、虐待対応件数は毎年増え続けるとともに、一時保護件数も増

加しており、都内一時保護所の定員超過は常態化しています。 

そこで、都としては令和１０年度当初を目途に他区市町村で一時保護所を開設して

いく予定ですので、開設までの一時保護の受け皿確保のため、足立児童相談所が新設

建物で開所した以後も、引き続き仮設一時保護所として運用させていただけますよう

お願いいたします。 

（２）使用継続にかかる足立区との協議

仮設建物及びあみだ橋公園広場の使用許可期間の継続にあたっては、仮設建物の耐

火に向けた構造上の対策、定期的な避難訓練の実施などの防火対策、毎年の建築基準

法上の報告、代替広場（都有地）の継続使用などの項目について、１年ごとに足立区

と協議してまいります。 

（３）継続期間

最長で令和９年度末まで（解体・原状復旧に要する期間も含む）

（４）仮設一時保護所定員

１５名程度（現在３２名）

※仮設一時保護所定員は３２名で運用していますが、新設足立児童相談所が開所後

は１５名程度とします。新設足立児童相談所一時保護所の定員は３２名ですので、

仮設一時保護所の使用継続が許可されている期間では、合わせて４７名程度にな

ります。

（５）運営主体

東京都（民間委託を予定）

３ スケジュール（予定） 

（１）新設足立児童相談所（相談部門、一時保護所）

開所：令和５年４月下旬

（２）仮設一時保護所

開所：令和５年７月上旬（運営休止：令和５年４月下旬から）

※改修工事を実施することとし、工事期間中は一時的に運営を休止します。

なお、改修工事に関しましては、受注業者が決定次第、詳細をお知らせいたします。

資 料 １ 



あみだ橋公園の仮設一時保護所の継続運用のお願い 令 和 ５ 年 ３ 月
東京都福祉保健局

以下の点について、都と足立区で取り決めております。
 施設整備状況等に関わらず、令和９年度末に原状復旧の上、確実に足

立区に返還
 隣接する代替広場も引き続き地域の方にご利用いただけるように運用

を継続
 仮設建物の耐火構造の維持管理状況、定期的な避難訓練の実施などの

防火対策、代替広場（都有地）の継続使用等の項目について、１年ご
とに足立区へ報告・協議

４ 継続に当たっての足立区との取り決め

〔一時保護の現状〕 児童虐待が深刻化する中、保護を必要とする児童が増加し、一時保護所の年間平均入所率は100％を超え、ひっ迫状態が続いています。
〔都での施設整備〕 この状況を踏まえ、東京都では令和10年度までに新規で２か所の一時保護所（立川市内と練馬区内）の整備を進めています。
〔現状復旧の約束〕 一時保護施設の整備状況等に関わらず、令和９年度末に原状復旧の上、確実に足立区に返還いたします。
〔代替広場の運用〕 仮設一時保護所の継続運用をお願いする間、隣接する代替広場も引き続き地域の皆様にご利用いただけるようにいたします。

２ 一時保護所の現状

児童虐待は年々深刻化しており、保護を必要とする児童の数が増加して
います。特に近年では、学齢児の増加が大きくなっています。

年間平均入所率は100％を超えており、常にひっ迫しています。
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３ 東京都一時保護所整備計画

 令和10年度までに新規で一時保護所を２か所整備します。
 仮設一時保護所の運用を継続する場合は、他施設の整備が完了する

令和９年度末まで継続致します（代替広場も同期間継続）。
※継続期限は、入所実績（R3:286人）も踏まえて設定しています。

１ あみだ橋公園（仮設）一時保護所

当面の間の一時保護の受け皿として、足立児童相談所が新設建物で開所（4月下旬）以後も、引き続き仮設一時保護所を運用いたしたく、
地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【建物】 【案内図】

資料２
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教 育 委 員 会 報 告 
令和５年６月９日 

件 名 
梅田八丁目複合施設設計業務委託に関する公募型プロポーザルの実施に

ついて 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

 区議会の令和５年第２回定例会にて補正予算の議決を得られた場合

に、令和４年３月に策定した「梅田八丁目複合施設基本構想・基本計画」

の内容に基づき、梅田八丁目複合施設及び隣接する亀田トレイン公園・

梅田亀田公園･南北線用地（以下、「本複合施設等」という。）の設計業

務を委託する事業者を、公募型プロポーザルにより選定する。 

１ 委託内容 

  本複合施設等の基本設計業務及び実施設計業務 

２ 契約期間 

  契約締結日から令和７年８月３１日まで（予定） 

３ 今後のスケジュール（概要） 

７月中旬 第１回選定委員会（公募関係書類等の決定） 

７月下旬 公募（参加表明事業者の募集） 

８月下旬 第２回選定委員会（提案書提出事業者の選定） 

１０月上旬 提案書提出期限 

１０月下旬 第３回選定委員会（契約候補事業者の特定） 

４ 選定委員会（計７名） 

  選定委員会委員は学識経験者３名、区民委員３名及び区職員１名 

５ 今後の方針 

（１）スケジュールに基づきプロポーザル業務を適切に進めていく。

（２）選定された事業者とともに今後の状況や課題に即して本複合施設

等の設計業務を行っていく。 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 令和５年度 大仙市教員派遣交流事業について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

新型コロナウイルス感染症の影響で令和２年度以降実施を見送ってい

た大仙市教員派遣交流事業について、今年度は感染症対策に留意した上

で以下のとおり再開する。 

１ 目的 

秋田県大仙市（※）の市立小・中学校に教員を派遣し、学校経営や 

日々の教育活動を直接体験することで、派遣者自身の資質･能力の向上 

に生かすとともに、大仙市のノウハウを全区立小･中学校に還元する。 

※ 全国学力・学習状況調査の結果において、常に上位である秋田県の中で

も、特に市を挙げて学力向上に取り組んでいる。

２ 実施日程 

  令和５年８月２８日（月）～９月１日（金） 

※ 出発日は８月２７日（日）

３ 派遣先 

西仙北小学校・西仙北中学校 

４ 派遣予定教員数 

１２名（小・中各６名） 

５ 成果報告 

大仙市の具体的な取組を区内管理職や教員に広く共有するため、 

派遣教員による成果報告会を開催する予定 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 
令和６年度新入学児童・生徒受入可能人数の公表及び学校公開など学校選

択制度に関する周知について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

１ 令和６年度新入学児童・生徒受入可能人数の公表 

受入可能人数については５月１日現在の住民情報により算出、各学校と協

議の上決定し、区民に公表する。 

（１）公表内容 Ｐ１１１～１１２参照

（２）公表方法 区ホームページに掲載、区内各施設への掲示

（３）公表時期 ６月５日頃を予定

２ 令和５年度第１回学校公開の実施 

区立小・中学校で６月に令和６年度入学者向けの学校公開及び学校説明

会を実施する。 

日程については、小・中学校、保育園、区民事務所等の区内各施設に

掲示を依頼し、区民に公表する。 …Ｐ１１３～１１４参照 

なお、区民へは資料郵送済みであり、区ホームページへも掲載済みであ

る。 

３ 学校選択制度の保護者への周知用リーフレット（Ｐ１１５～１１８参

照）の配布 

令和６年度入学予定である幼稚園、保育園、認定こども園等の年長児と

小学校６年生の保護者に各園・小学校を通じて配布する（６月上旬予定）。 

なお、小学校については、選択の範囲を隣接校等に限定しているため、

小学校入学予定者の保護者には、「小学校の学校選択制度について」の

チラシ（Ｐ１１９～１２０参照）を同封する。

４ 新入学生受入数、学校公開案内及び学校選択リーフレットの配布・掲示

施設 

（１）配布施設

区立小学校、幼稚園、保育園、認定こども園、区民事務所

（２）掲示施設

住区センター、図書館、生涯学習センター、地域学習センター、

鹿浜いきいき館、ギャラクシティ、こども支援センターげんき、 

障がい福祉センター 

５ 今後の方針 

第２回学校公開及び学校説明会は、９月下旬から１０月までの期間の中で

の開催を予定している。 



令和６年度　小学校 受入可能人数一覧表

(五十音順)

№ 学校名
令和５年度
入学者数

令和６年度
受入可能人数 備 考 № 学校名

令和５年度
入学者数

令和６年度
受入可能人数 備 考

1 青井小 55 65 35 千寿本町小 66 65 前年度 抽選

2 足立小 78 100 36 竹の塚小 50 65

3 足立入谷小 20 65 37 辰沼小 95 100 前年度 凍結

4 綾瀬小 151 170 38 寺地小 48 65

5 伊興小 95 100 39 舎人小 65 65 前年度 抽選

6 梅島小 94 100 前年度 抽選 40 舎人第一小 91 100

7 梅島第一小 36 65 41 中川小 37 65

8 梅島第二小 31 65 42 中川北小 69 100

9 桜花小 43 65 43 中川東小 49 65

10 扇小 49 65 44 中島根小 49 65

11 大谷田小 65 65 前年度 凍結 45 長門小 34 65

12 興本小 58 100 46 西新井小 89 100

13 加平小 100 100 前年度 抽選 47 西新井第一小 52 65

14 亀田小 109 135 48 西新井第二小 31 65

15 北三谷小 22 65 49 西伊興小 94 100 前年度 抽選

16 栗島小 46 65 50 西保木間小 27 65

17 栗原小 64 65 前年度 抽選 51 花畑小 39 65

18 栗原北小 63 100 52 花畑第一小 58 100

19 弘道小 31 65 53 花畑西小 36 65

20 弘道第一小 50 65 54 花保小 79 100

21 江北小 123 135 55 東綾瀬小 69 100

22 古千谷小 95 100 前年度 凍結 56 東伊興小 103 100 前年度 抽選

23 皿沼小 32 65 57 東加平小 98 135 前年度 凍結

24 鹿浜五色桜小 48 100 58 東栗原小 62 100

25 鹿浜第一小 93 100 前年度 凍結 59 東渕江小 80 100

26 鹿浜未来小 67 100 60 平野小 71 100

27 島根小 77 100 61 渕江小 62 65 前年度 凍結

28 新田小 154 165 62 渕江第一小 74 100

29 関原小 68 100 63 保木間小 56 65

30 千寿小 135 135 前年度 抽選 64 宮城小 70 100

31 千寿桜小 85 100 65 六木小 64 100

32 千寿常東小 85 100 66 本木小 63 65 前年度 凍結

33 千寿第八小 72 100 67 弥生小 67 100

34 千寿双葉小 59 100

　受入可能人数は、教室数や住民基本台帳の人数、近年の就学状況等を勘案して算出しています。

　令和６年度入学の新一年生について、各学校の入学可能な人数の上限を示す「受入可能人数」は、
次のとおりです。

  凍結は、入学希望者が一定人数を超えた場合、抽選を行わず希望者全員を受け入れ、学区域以外か
らの入学をお断りすることとなった学校です。

　No５９　東渕江小学校は、改築工事のため、令和６年９月から令和９年３月まで仮設校舎の予定で
す。

問い合わせ先　足立区教育委員会事務局 学務課就学係
℡０３－３８８０－５９６９
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令和６年度　中学校 受入可能人数一覧表

(青井中以降 五十音順)

№ 学 校 名
令和５年度
入学者数

令和６年度
受入可能人数 備 考

1 第一中 92 130

2 第四中 195 205 前年度　抽選

3 第五中 61 95

4 第六中 98 100 前年度　凍結

5 第七中 125 130

6 第九中 168 190

7 第十中 160 170

8 第十一中 194 205 前年度　抽選

9 第十二中 87 130

10 第十三中 192 205 前年度　抽選

11 第十四中 276 270 前年度　抽選

12 青井中 31 60

13 伊興中 176 205

14 入谷中 19 60

15 入谷南中 116 130

16 扇中 67 95

17 加賀中 48 95

18 蒲原中 173 205

19 栗島中 61 95

20 江南中 50 60

21 江北桜中 116 130

22 鹿浜菜の花中 145 165

23 新田中 178 205

24 千寿青葉中 134 165

25 千寿桜堤中 139 165

26 竹の塚中 41 60

27 西新井中 207 170 前年度　抽選

28 花畑中 100 95 前年度　抽選

29 花畑北中 38 60

30 花保中 92 95

31 東綾瀬中 166 205

32 東島根中 104 130

33 渕江中 147 165

34 谷中中 163 165 前年度　凍結

35 六月中 131 165

　令和６年度入学の新一年生について、各学校の入学可能な人数の上限を示す「受入可能人数」は、
次のとおりです。

　受入可能人数は、教室数や住民基本台帳の人数、近年の就学状況等を勘案して算出しています。

　No３１ 東綾瀬中学校は、令和６年８月（予定）まで、仮設校舎（東綾瀬一丁目５番３号）となり
ます。

  凍結は、入学希望者が一定人数を超えた場合、抽選を行わず希望者全員を受け入れ、
た学校です。

問い合わせ先　足立区教育委員会事務局 学務課就学係
℡０３－３８８０-５９６９
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公 開 日 障がい種別 公 開 日

ア 青 井 小 ２１～２３日、２６日、２７日 22 (木) 10:45 ～ 11:15 知的 ２１～２３日、２６日、２７日 3880-2255

足 立 小 ３日午前、５日、６日、７日午前、８日 7 (水) 9:30 ～ 10:30 知的・弱視 ３日午前、５日、６日、７日午前、８日 3887-8891

足 立 入 谷 小 １２～１６日、１７日午前 17 (土) 10:30 ～ 11:00 3853-0421

綾 瀬 小 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 11:00 ～ 11:40 3605-7328

イ 伊 興 小 ２６～３０日 29 (木) 11:00 ～ 11:30 3899-1134

ウ 梅 島 小 １３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 15 (木) 15:00 ～ 15:40 3889-9501

梅 島 第 一 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木) 10:50 ～ 11:25 3889-0334

梅 島 第 二 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木) 10:00 ～ 10:30 知的 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木)  10:45～11:15 3889-1401

オ 桜 花 小 ６～１０日（全日午前のみ） 7 (水) 10:15 ～ 11:00 知的 ６～１０日（全日午前のみ） 7 (水)  10:15～11:00 3885-4911

扇 小 １３～１６日、１７日午前 15 (木) 15:30 ～ 16:30 3898-2156

大 谷 田 小 ６～１０日（全日午前のみ） 7 (水) 10:40 ～ 11:20 3605-6344

興 本 小 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 11:45 3890-7104

カ 加 平 小 １３～１６日、１７日午前 17 (土) 10:15 ～ 10:45 3884-0716

キ 北 三 谷 小 ７日午前、８日、９日、１２日、１３日 8 (木) 9:50 ～ 10:20 3605-6481

ク 栗 島 小 ３日、６日、７日午前、８日、９日 9 (金) 11:00 ～ 11:30 3887-6491

栗 原 小 １３～１６日、１７日午前 16 (金) 10:40 ～ 11:25 3887-6391

栗 原 北 小 １３～１６日、１７日午前 13 (火) 15:15 ～ 16:00 3853-1216

コ 弘 道 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 10:10 ～ 10:40 3887-6691

弘 道 第 一 小 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 8 (木) 10:00 ～ 11:00 3889-4437

江 北 小 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 12 (月) 14:00 ～ 15:00 知的 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 12 (月)  14:00～15:00 3899-1144

古 千 谷 小 ５～１０日（全日午前のみ） 5 (月) 15:30 ～ 16:00 知的 ５～１０日（全日午前のみ） 5 (月)  14:45～15:15 3855-3161

サ 皿 沼 小 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木) 10:50 ～ 11:30 3857-4651

シ 鹿浜五色桜小 ７日午前、８日、９日、１２日、１３日 7 (水) 10:00 ～ 10:30 3898-1321

鹿 浜 第 一 小 １０日午前、１２日、１３日、１４日午前、１５日 10 (土) 11:10 ～ 11:40 知的 １０日午前、１２日、１３日、１４日午前、１５日 10 (土)  10:30～11:00 3899-3456

鹿 浜 未 来 小 ２０～２３日、２４日午前 21 (水) 11:00 ～ 11:30 6807-1491

島 根 小 ２３日、２４日午前、２６～２８日 27 (火) 9:50 ～ 10:20 3884-0121

新 田 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 6 (火) 15:00 ～ 15:45 知的 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 6 (火)  16:00～16:30 3912-9436

セ 関 原 小 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木) 10:00 ～ 10:30 知的 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木)  10:00～10:30 3889-7216

千 寿 小 １３日、１４日午前、１５日午前、１６日、１７日午前 14 (水) 10:00 ～ 11:00 3888-5456

千 寿 桜 小 ９日、１０日午前、１２～１４日 13 (火) 10:30 ～ 12:00 知的 １０日午前、１４日午前 13 (火)  10:30～12:00 3888-5356

千 寿 常 東 小 ７日午前、８日、９日、１０日午前、１２日 9 (金) 10:00 ～ 10:30 知的 ７日午前、８日、９日、１０日午前、１２日 9 (金)  10:45～11:15 3888-5466

千 寿 第 八 小 １３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 14 (水) 10:40 ～ 11:25 3888-7826

千 寿 双 葉 小 ３日午前、５日、６日、７日午前、８日 7 (水) 10:00 ～ 10:45 3888-6326

千 寿 本 町 小 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 15 (木) 10:00 ～ 11:00 難聴・言語 学校へお問い合わせください 3888-8361

タ 竹 の 塚 小 ３日午前、６日、７日午前、８日、９日 8 (木) 10:35 ～ 11:20 3884-5334

辰 沼 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 9 (金) 11:30 ～ 12:15 知的 学校へお問い合わせください 3629-2421

テ 寺 地 小 ２４日、２６～２９日（全日午前のみ） 27 (火) 10:30 ～ 11:00 3890-7204

ト 舎 人 小 ３日午前、６日、７日午前、８日、９日 7 (水) 11:00 ～ 11:45 3899-1146

舎 人 第 一 小 １３～１７日午前 17 (土) 8:50 ～ 11:05 3897-9917

ナ 中 川 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日 10 (土) 11:30 ～ 12:00 3605-7777

中 川 北 小 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 10 (土) 11:30 ～ 12:00 3620-3831

中 川 東 小 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 13 (火) 13:40 ～ 14:40 難聴・言語 学校へお問い合わせください 3629-4511

中 島 根 小 １３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 16 (金) 15:30 ～ 16:00 3850-4071

長 門 小 ５日、６日、７日午前、８日、９日 9 (金) 11:00 ～ 12:00 3602-8887

ニ 西 新 井 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 7 (水) 10:15 ～ 11:00 3890-5591

西新井第一小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 6 (火) 10:00 ～ 11:00 3890-4504

西新井第二小 ５日、６日、７日午前、８日、９日 9 (金) 10:30 ～ 11:30 3899-2151

西 伊 興 小 ３日午前、５日、６日、７日午前、８日 3 (土) 12:10 ～ 12:30 知的 ３日午前、５日、６日、７日午前、８日 3 (土)  12:10～12:30 3897-8251

西 保 木 間 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 10:00 ～ 10:45 3884-3295

ハ 花 畑 小 １２～１６日、１７日午前 17 (土) 9:30 ～ 10:30 知的 １２～１６日、１７日午前 17 (土)  9:30～10:30 3883-6791

花 畑 第 一 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 6 (火) 15:00 ～ 15:45 3884-0726

花 畑 西 小 １０日午前、１２日、１３日、１４日午前、１５日 10 (土) 10:30 ～ 11:30 3883-1471

花 保 小 １３～１６日、１７日午前 17 (土) 10:30 ～ 12:00 3885-7335

ヒ 東 綾 瀬 小 ３日午前、５日、６日、７日午前、８日 8 (木) 10:40 ～ 11:10 3620-7141

東 伊 興 小 １３～１６日、１７日午前 15 (木) 10:00 ～ 11:00 3897-5341

東 加 平 小 １０日、１２日、１４日、１５日、１６日（全日午前のみ） 15 (木) 10:30 ～ 11:00 3606-1511

東 栗 原 小 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 7 (水) 9:50 ～ 10:30 3883-4215

東 渕 江 小 １５日、１６日、１９日、２０日、２１日午前 15 (木) 10:40 ～ 11:25 知的 １５日、１６日、１９日、２０日、２１日午前 15 (木)  10:40～11:25 3605-2013

平 野 小 １３～１６日、１７日午前 15 (木) 15:30 ～ 16:10 知的 １３～１６日、１７日午前 15 (木)  15:30～16:10 3859-4481

フ 渕 江 小 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 15 (木) 9:45 ～ 10:45 知的 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 15 (木)  9:45～11:00 3884-1416

渕 江 第 一 小 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日午前 14 (水) 10:00 ～ 11:00 3884-4611

ホ 保 木 間 小 ７日午前、８日、９日、１０日午前、１２日 10 (土) 10:30 ～ 11:20 3884-0416

ミ 宮 城 小 １３～１７日（全日午前のみ） 6 (火) 10:30 ～ 11:00 知的 １３～１７日（全日午前のみ） 3913-5338

ム 六 木 小 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 8 (木) 10:10 ～ 10:40 知的 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 8 (木)  9:35～10:05 3629-4421

モ 本 木 小 １３～１６日、１７日午前 15 (木) 9:30 ～ 10:10 知的 １３～１６日、１７日午前 15 (木)  10:15～10:45 3890-7201

ヤ 弥 生 小 ５日、６日、７日午前、８日、９日 6 (火) 10:40 ～ 11:25 難聴・言語 学校へお問い合わせください 3889-3516

3889-262111:30～11:00(金)16

説明会（固定級のみ）

下表のとおり学校公開を行います。授業風景や校風などを実際にご覧いただき、学校を選ぶ際の参考にしてください。

なお詳細（公開時間・公開内容・公開場所など）はそれぞれ学校の事情により異なりますので、各学校へ直接お問い合わせください。

学校へご相談ください

学校へご相談ください

１３～１６日、１７日午前亀 田 小

◆第１回（６月）学校公開日一覧 （区立小学校）◆

通　常　学　級 特別支援学級（固定級・通級設置校）
連 絡 先

〔令和５年度：学校選択（小）〕 

学 校 名

公開時間：午前9時30分～午前11時30分／午後1時30分～午後3時30分

入学者向け説明会

足立区教育委員会 学務課

学校へご相談ください

＊見学の際、手話による通訳を希望される場合は各学校へ２週間前までにご相談ください。

学校へご相談ください

学校へご相談ください

学校へご相談ください

学校へご相談ください
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公開時間：午前9時30分～午前11時30分／午後1時30分～午後5時 

公 開 日
障がい
種別

公 開 日

第 一 中 １９日、２０日、２１日午前、２２日、２３日、２４日午前 24 (土) 10:40 ～ 11:10 知的 １９日、２０日、２１日午前、２２日、２３日、２４日午前 24 (土)  10:40～11:10 3888-5426

第 四 中 ６日午後、７日午前、８日、９日、１０日午前 8 (木) 14:15 ～ 14:55 3887-6891

第 五 中 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 12:00 3898-7391

第 六 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 11:00 ～ 12:00 知的 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土)  11:00～12:00 3898-7491

第 七 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 16 (金) 15:30 ～ 16:15 知的 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 16 (金)  15:30～16;15 3887-7691

第 九 中 ７日午前、８日、９日、１２日、１３日 8 (木) 14:30 ～ 15:20 3887-7791

第 十 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 16 (金) 15:00 ～ 16:00 3887-7891

第 十 一 中 １２～１６日 15 (木) 15:00 ～ 16:00 3887-8191

第 十 二 中 ８日、９日、１０日午前、１２日、１３日 10 (土) 13:00 ～ 14:00 3605-2734

第 十 三 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 17 (土) 11:00 ～ 12:00 知的 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 14 (水)  10:00～11:00 3605-4711

第 十 四 中 ５～９日 6 (火) 14:00 ～ 15:20 3899-1191

ア 青 井 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 10:40 ～ 11:30 3880-2231

イ 伊 興 中 １９～２３日 9 (金) 14:30 ～ 15:30 知的 １９～２２日（全日午前のみ） 9 (金)  14:30～15:30 3855-2361

入 谷 中 １９～２１日、２４日午前、２６日 24 (土) 11:00 ～ 11:40 3855-3196

入 谷 南 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 15 (木) 14:35 ～ 15:25 3897-9919

オ 扇 中 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 11:45 3856-1421

カ 加 賀 中 １０日午前、１２～１５日 10 (土) 11:30 ～ 12:00 3857-1121

蒲 原 中 １２～１６日 15 (木) 15:00 ～ 16:00 3605-8335

ク 栗 島 中 １９日、２０日、２１日午前、２２日、２３日 22 (木) 15:30 ～ 16:30 知的 １９日、２０日、２１日午前、２２日、２３日 22 (木)  15:00～16:00 3852-1011

コ 江 南 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 11:00 ～ 11:30 3911-6413

江 北 桜 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 16 (金) 15:00 ～ 16:00 3854-1191

シ 鹿浜菜の花中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 10:45 ～ 11:15 知的 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土)  10:00～10:30 3899-1504

新 田 中 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 6 (火) 15:00 ～ 15:45 知的 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 6 (火)  16:00～16:30 3913-6665

セ 千 寿青 葉中 ５日、７日、８日、９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 11:50 3888-7456

千 寿桜 堤中 ６～９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 11:45 3888-5081

タ 竹 の 塚 中 １９日、２０日、２１日午前、２２日、２３日、２４日午前 24 (土) 10:40 ～ 11:30 3883-1251

ニ 西 新 井 中 ５日、６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 11:15 ～ 12:00 3890-8167

ハ 花 畑 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 11:00 ～ 12:00 知的 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土)  11:00～12:00 3884-0731

花 畑 北 中 １２～１６日 17 (土) 13:00 ～ 14:00 3859-5031

花 保 中 ６～９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 11:45 3859-8011

ヒ 東 綾 瀬 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日、１７日午前 17 (土) 10:00 ～ 10:45 知的 １２日、１３日、１４日午前、１６日、１７日午前 17 (土)  9:30～10:00 3605-6565

東 島 根 中 ６日、７日午前、８日、９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 11:40 3884-1331

フ 渕 江 中 ６～９日、１０日午前 10 (土) 11:00 ～ 12:00 3885-0039

ヤ 谷 中 中 １２～１６日 16 (金) 15:00 ～ 16:00 3620-6662

ロ 六 月 中 １２日、１３日、１４日午前、１５日、１６日 16 (金) 14:30 ～ 15:30 3859-1072

入学者向け説明会
入学者向け説明会
（固定級のみ）

足立区教育委員会 学務課

＊見学の際、手話による通訳を希望される場合は各学校へ２週間前までにご相談ください。

〔令和５年度：学校選択（中）〕

通　常　学　級 特別支援学級（固定級・通級設置校）

下表のとおり学校公開を行います。授業風景や校風などを実際にご覧いただき、学校を選ぶ際の参考にしてください。

なお詳細（公開時間・公開内容・公開場所など）はそれぞれ学校の事情により異なりますので、各学校へ直接お問い合わせください。

◆第１回（６月）学校公開日一覧 （区立中学校）◆

連 絡 先
学 校 名

 114



足足立立区区のの学学校校選選択択制制度度 
【令和６年度 小・中学校新入学】 

足立区教育委員会

○学校を選択できるのは、入学時の１度だけです。学校を選ぶ際には、お住まいになる「住所地の

学区域校」と「選択できる学校」をご確認のうえ、お子様とともに慎重にご検討ください。住所地
の学区域校は、区ホームページに掲載の「通学区域一覧」でご確認いただけます。

○学区域以外の学校に兄姉が在籍していても、優先入学はありません。希望した「学区域以外の学
校」が抽選になった場合は、兄弟姉妹で別々の学校となる可能性もあることをご理解のうえでご選

択願います。

○教員等の人事異動により、部活動が継続できなくなる場合があります。部活動を理由に学校選び

をご検討の場合は、学校説明会等で十分ご確認ください。

○自転車や自家用車での通学は、認めておりません。徒歩か公共交通機関での通学となります。
学校選びの際には、毎日の通学を考えて、事前にお子様と一緒に通学経路の距離や、交通上・防犯
上の安全をご確認ください。

○学区域校以外の学校に入学された場合でも、学校行事やＰＴＡ活動、地域活動には、学区域内か
ら入学された方と同様に、積極的にご協力をお願いいたします。

学校を選択するにあたっての注意事項 

中中学学校校ののオオンンラライインン申申請請ススタターートト！！  

令和５年度より、希望選択票の提出がオンラインでも可

能となります。詳しくは、１０月に希望選択票と共に郵送

する通知をご覧ください。 
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１ 学校選択制度 
学校選択制度は、入学したい学校を選択できる制度です。区外から足立区に転入された方や区内で転居された方も学校選択制度の

対象となります。 

なお、小学校については、学区域校と隣接する学区域の小学校のみ希望することができます(別紙「小学校の学校選択制度について」

をご覧ください)。中学校については、全ての中学校から選択することができます。 

２ 学校公開 
各学校の特色や雰囲気等をご覧いただき、学校選択の参考にしてください。学校公開は、６月と１０月に実施予定です。公開の日

程表は、公開時期に合わせ区ホームページに掲載すると共に、各区民事務所、保育園及び小・中学校でもお配りします。 

また、９月下旬に区内幼稚園・保育園等、足立区立小学校を通じて「学校情報データブック」を配布いたします。区外の幼稚園・

保育園等および足立区立以外の小学校に通われている方は、学務課や区民事務所でも用意しておりますのでお問い合わせください(冊

子内容は、区ホームページでもご覧いただけます)。 

３ 入学までの主な流れ 

           

 

 

ご自宅へ希望選択票の発送 
１０／２（月） 

希望選択票の提出期限 
１０／２０（金）当日消印有効

【希望選択票の足立区への提出方法】 
■小学校入学予定の方

記載されている足立区立小学校の中から１校のみ○印を記入して、学務課へ郵送

■中学校入学予定の方
希望する足立区立中学校名を１校のみ記入して、学務課へ郵送

※中学校は令和５年度から、オンラインでの提出が可能となります。

詳しくは、１０月に郵送する希望選択票に同封の通知をご覧ください。

※中間集計および最終集計は、

区ホームページ、小中学校、

幼稚園等で掲示いたします。

抽選通知の送付 
１２／１（金）

公開抽選 12月上旬～中旬 
※学区域外からの希望者のみ対象

当 選 

令和６年４月 入学 

学区域の学校の 
就学通知書を発送 １／１９(金) 

繰上当選 
希望校の就学通知書を発送

補 欠 

希望した学校の就学通知書を発送 
1／１９（金） 

学区域の 
学校を希望 

学区域以外の 
学校を希望 

応募状況(中間集計)の公表 
１１／２（木）

応募状況(最終集計)の公表 
１１／２４（金）

※入学説明会の日程等

は、区ホームページな

どでお知らせいたしま

す。

希望者全員の
受入が可能な 

学校 

希望者全員の
受入ができ 
ない学校 

２／２９（木）までに繰上当選し
なかった場合は、学区域校を就学
先として指定します。 
但し、抽選校・凍結校（注・右頁
参照）以外であれば、再度選択す
ることができます。 
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４ 希望校を変更したい場合（希望校変更） 

希望選択票で一度希望申請した学校を変更したい場合は、以下の日程で変更受け付けをいたします(郵送・電話での受け付け不可)。 
【受付期間】 １１月２日（木）～９日（木） 土日祝日を除く平日（８時３０分～１７時１５分） 

【受付場所】 学務課 就学係〔足立区役所 南館５階〕 

【 持 ち 物】 希望選択票の保護者用控え 

※受付期間終了後は、一切変更ができません。余裕を持って、お早めのお手続きをお願いします。

５ 抽選について

最終集計の結果、希望者全員の受け入れができないと見込まれる学校に限り、公開抽選を実施して入学者を決定します。 

（１）抽選の対象者

学区域以外からの希望者を抽選対象とします。抽選対象者には、抽選会場・日時等について、別途通知いたします。

【抽選通知の発送】１２月１日（金） 【抽選日】１２月上旬から中旬のいずれかの日

※兄姉が学区域以外の学校に在籍していても、優先入学はありません。学区域以外からの希望者は、すべて抽選対象となります。

※学区域に住民票がある方でも、実際の居住実態がないことが判明した場合は、学区域以外の希望者と同様に抽選の対象となり

ます。また、居住実態が確認できない場合は、確認できるまで就学通知書の発行を保留する場合がありますので、ご注意ください。 

（２）抽選の結果、当選した場合

１月１９日（金）に、当選した学校を指定した就学通知書をご自宅宛に郵送いたします。

※最終集計の結果、お住まいの学区域校が抽選校または凍結校(注)となった場合、「当選」を辞退しても学区域校に変更すること

はできません。この場合、学区域校以外の抽選校・凍結校以外の学校から、改めてご選択いただくことになりますのでご注意く

ださい。

（３）抽選の結果、補欠となった場合

２月２９日（木）まで補欠登録いたします。暫定的に学区域の学校を指定した就学通知書を送付いたしますが、登録期間内に

欠員が生じた場合には、抽選結果をもとに順次繰上当選として別途通知いたします。 

繰上当選とならなかった場合で、学区域校以外への入学を希望する場合は、下記期間中に指定校変更の手続きをお願いします 

（抽選校・凍結校は除く）。 

６ 入学校を変更したい場合（指定校変更）

１月発送の就学通知書に指定されている学校を変更したい場合は、以下の日程で変更受け付けをいたします。 

【受付期間】 令和６年１月２６日（金）～３月６日（水） 土日祝日を除く平日（８時３０分～１７時１５分） 

【受付場所】 学務課 就学係〔足立区役所 南館５階〕 

【 持 ち 物】 就学通知書 

【受け付け方法】 詳細は、１月１９日発送の就学通知書に案内文を同封いたします。また、区ホームページでもお知らせいたしま

す。 

※抽選校・凍結校は、既に定員に達しているため受け付けできません（学区域の学校であっても、学区域校が抽選校・凍結校の

場合は受け付けできません）。ただし、２月２２日（木）の欠員状況によっては、抽選校・凍結校を解除して２月２６日（月）

から受け付けを開始する場合があります。

７ 特別支援教育について相談したい場合 
学校生活に不安があり、通常の学級以外への就学や通級・コミュニケーションの教室利用を検討されている方は、９月末までに 

《こども支援センターげんき支援管理課就学相談係》までご相談ください。 

こども支援センターげんき支援管理課就学相談係 電話０３－３８５２－２８７５ 

８ 入学前に区外へ転出予定の方 
足立区外へ転出した場合、希望選択票及び就学通知書はすべて無効となります。転出先の区市町村教育委員会で、新たに就学の 

手続きをお願いいたします。 

足立区立以外の学校へ入学を予定している方へ 
足立区立以外の国公立・私立等の小中学校への入学が決定した場合、すみやかに「入学許可書」をご提出ください（足立区立小学 

校に在籍している場合は、在籍する小学校への提出も可です）。 

【送付先：〒１２０－８５１０ 足立区中央本町一丁目１７番１号 足立区教育委員会事務局学務課 

（注）凍結校とは、最終集計の結果入学希望者が受入可能人数を超えるものの、私立に入学予定の方等を除くと受入可能

人数以内になると見込まれる場合に、抽選は行わずに希望者全員を受け入れ、最終集計公表以降は、学区域以外からの

希望者の受け入れを実施しない学校をいいます。ただし、２月２２日（木）の欠員状況によっては、凍結を解除する場

合があります。また、定員に達した学校を追加で凍結校とする場合があります。 

117 



＜令和６年度 入学までの主なスケジュール＞ 

時  期 内  容 備 考 

１ ５月上旬 
令和６年度学校選択制度 学校公開などの 
主な日程のお知らせ 

あだち広報（５月１０日号）に掲載 

２ ６月上旬 
受入可能人数の公表および 
リーフレット「足立区の学校選択制度」の配布

<受入可能人数の公表> 

区ホームページ、各小・中学校、区内幼稚園・

保育園等に掲示 

<リーフレット配布>

区内幼稚園・保育園等、区立小・中学校等を

通じて新入学予定者に配布

３ ６月 学校公開 
学校公開の期間・時間は学校により異なりま

す。詳細は、各学校へお問い合わせください

(土曜公開している学校もあります）。 

４ ９月下旬 「希望選択票」送付に関するお知らせ あだち広報（９月２５日号）に掲載 

５ ９月下旬 学校公開のお知らせ 
あだち広報（９月２５日号）に掲載 

区ホームページ、各小・中学校、区内幼稚園・

保育園等に掲示 

６ ９月下旬 学校情報データブックの配布 
区立小学校、区内幼稚園・保育園等を通じて

新入学予定者に配布 

７ ９月下旬～１０月 学校公開 

学校公開の期間・時間は学校により異なりま

す。詳細は、各学校へお問い合わせください

(土曜公開している学校もあります）。 

８ １０月２日（月） 「希望選択票」の発送 ご自宅へ郵送します。 

９ １０月２０日(金) 希望選択票の提出期限 【全員提出】 当日消印有効 

１０ １１月２日(木) 応募状況（中間集計）の公表 
区ホームページ、各小・中学校、区内幼稚園・

保育園等に掲示 

１１ 
１１月２日(木) 

～９日(木) 
希望選択票の変更受け付け 学務課窓口で受け付け 

１２ １１月２４日(金) 
応募状況（最終集計）の公表 および 
抽選校の決定 

区ホームページ、各小・中学校、区内幼稚園・

保育園等に掲示 

１３ １２月１日（金） 抽選対象者へ抽選会のご案内を発送 

１４ １２月上旬～中旬 抽選会実施 

１５ １月１９日(金) 就学通知書の発送 ご自宅へ郵送します。 

１６ 
１月２６日（金） 
～３月６日（水） 

入学予定校の変更受け付け（指定校変更） 
学務課窓口でのみ受け付けします。 

学校ごとに受付日が異なります（詳しくは、就学

通知書の封筒に案内同封）。 

１７ 
１月下旬～ 

２月上旬 
入学説明会 

区ホームページ、各小・中学校、区内幼稚園・

保育園等に掲示 

１８ ４月上旬 入学式 

 

●「学校選択制度」に関する問い合わせ先

足立区教育委員会事務局 （足立区役所 南館５階）

学務課 就学係  電話 ０３－３８８０－５９６９ （直通） 
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小学校の学校選択制度について 

足立区の学校選択制度では、小学校については、お子様の通学の安全を考慮し、原則、「住

所地の学区域の学校」又は「学区域に隣接する学校」のみ選択可能としております。 

中学校については、区内全校から選択可能です。 

★選択可能な小学校は、裏面を参照してください。
Ｑ１ 隣接する学校であれば、必ず入学でき

ますか？ 

Ａ１ 選択はできますが、入学希望者が受入可能数を超えた場合、学区域

外からの希望者は抽選の対象となります。 

Ｑ２ 隣接していない学校には、絶対入学で

きないのですか？ 

Ａ２ 新入生が入学する時点で、兄姉が在籍している場合は選択すること

ができます 。 

但し、入学希望者が受入可能数を超えた場合は、他の学区域外から

の希望者と同様に抽選対象となります。優先入学はありません。 

Ｑ３ 現在、隣接校に兄姉が在籍していま

す。来年度入学する弟妹には、優先枠は

ないのですか？ 

Ａ３ 隣接校であれば選択できますが、兄姉が在籍していても優先枠はあ

りません。 

なお、入学希望者が受入可能数を超えた場合は、他の学区域外から

の希望者と同様に 抽選対象となります。 

Ｑ４ 特別支援学級を検討しています。特別

支援学級への入級はどうなりますか？ 

Ａ４ 特別支援学級については、学区域に関わらず、就学相談で入学先を

決定します。詳しくは、こども支援センターげんき支援管理課就学相

談係へお問い合わせください。 

中学校 小学校 
〔Ａ～Ｃ区内全域から選択可能〕 〔Ｂ：隣接する学区域まで選択可能〕 

Ａ：学区域 

Ｂ：隣接する学区域 

Ｃ：隣接していない学区域 

････児童の居住地 

････学校 

････選択できない学校 

････選択可能な学校 

原則、「Ｃ：隣接していない学区域」の小学校は、 

選択できませんのでご注意ください。 

＜問い合わせ先＞  足立区教育委員会事務局 学務課 就学係 

 ℡０３（３８８０）５９６９直通 

Ａ：学区域 

Ｂ：隣接する学区域 

Ｃ：隣接していない学区域 
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学区域別隣接校一覧【令和６年度】 
学区域校 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

1 青   井 綾瀬 加平 栗島 弘道 弘道第一 東加平 

2 足  立 梅島 梅島第二 弘道 弘道第一 弥生 千寿双葉 千寿本町 

3 足立入谷 皿沼 舎人 舎人第一 

4 綾   瀬 青井 弘道 東綾瀬 東加平 

5 伊  興 栗原北 古千谷 皿沼 舎人 西伊興 東伊興 

6 梅   島 足立 梅島第一 梅島第二 亀田 弥生 

7 梅島第一 梅島 亀田 栗島 栗原 島根 中島根 平野 弥生 

8 梅島第二 足立 梅島 亀田 関原 千寿双葉 千寿本町 

9 桜   花 花畑第一 花畑西 ◆渕江第一 

10 扇 興本 江北 寺地 宮城 

11 大 谷 田 北三谷 中川 中川東 長門 東渕江 

12 興  本 扇 江北 寺地 西新井 西新井第一 本木 

13 加   平 青井 栗島 花畑 花保 東加平 東栗原 

14 亀   田 梅島 梅島第一 梅島第二 栗原 関原 

15 北 三 谷 大谷田 東綾瀬 東渕江 

16 栗   島 青井 梅島第一 加平 弘道第一 東栗原 平野 弥生 

17 栗   原 梅島第一 亀田 栗原北 島根 関原 西新井 西新井第一 西新井第二 

18 栗 原 北 伊興 栗原 島根 竹の塚 西新井第一 西新井第二 西伊興 東伊興 

19 弘   道 青井 足立 綾瀬 弘道第一 東加平 弥生 

20 弘道第一 青井 足立 栗島 弘道 弥生 

21 江   北 扇 興本 鹿浜五色桜 鹿浜未来 西新井第一 宮城 

22 古 千 谷 伊興 舎人 東伊興 

23 皿  沼 足立入谷 伊興 鹿浜第一 鹿浜未来 舎人 西新井第二 西伊興 

24 鹿浜五色桜 江北 鹿浜第一 鹿浜未来 西新井第一 

25 鹿浜第一 皿沼 鹿浜五色桜 鹿浜未来 西新井第一 西新井第二 西伊興 

26 鹿浜未来 江北 皿沼 鹿浜五色桜 鹿浜第一 新田 

27 島   根 梅島第一 栗原 栗原北 竹の塚 中島根 保木間 

28 新   田 鹿浜未来 ◆江北 ◆宮城 

29 関   原 梅島第二 亀田 栗原 西新井 本木 千寿双葉 

30 千  寿 千寿桜 千寿常東 千寿第八 千寿本町 

31 千 寿 桜 千寿 千寿双葉 千寿本町 宮城 

32 千寿常東 千寿 千寿第八 千寿本町 

33 千寿第八 千寿 千寿常東 千寿本町 

34 千寿双葉 千寿桜 千寿本町 足立 梅島第二 関原 本木 

35 千寿本町 千寿 千寿桜 千寿常東 千寿第八 千寿双葉 足立 梅島第二 

36 竹 の 塚 栗原北 島根 東伊興 渕江 保木間 

37 辰   沼 中川 中川北 中川東 花畑 東加平 

38 寺  地 扇 興本 本木 宮城 

39 舎   人 足立入谷 伊興 古千谷 皿沼 舎人第一 

40 舎人第一 足立入谷 舎人 ◆古千谷  

41 中  川 大谷田 辰沼 中川東 東加平 東渕江 

42 中 川 北 辰沼 中川東 花畑 六木 

43 中 川 東 大谷田 辰沼 中川 中川北 東渕江 

44 中 島 根 梅島第一 島根 平野 保木間 

45 長   門 大谷田 ◆北三谷 ◆東渕江  

46 西 新 井 興本 栗原 関原 西新井第一 本木 

47 西新井第一 興本 栗原 栗原北 江北 鹿浜五色桜 鹿浜第一 西新井 西新井第二 

48 西新井第二 栗原 栗原北 皿沼 鹿浜第一 西新井第一 西伊興 

49 西 伊 興 伊興 栗原北 皿沼 鹿浜第一 西新井第二 

50 西保木間 花畑西 東伊興 渕江 渕江第一 

51 花   畑 加平 辰沼 中川北 花畑第一 花保 東加平 六木 

52 花畑第一 桜花 花畑 花畑西 花保 渕江第一 

53 花 畑 西 桜花 西保木間 花畑第一 渕江第一 

54 花  保 加平 花畑 花畑第一 東栗原 渕江第一 

55 東 綾 瀬 綾瀬 北三谷 東加平 東渕江 

56 東 伊 興 伊興 栗原北 古千谷 竹の塚 西保木間 渕江 

57 東 加 平 青井 綾瀬 加平 弘道 辰沼 中川 花畑 東綾瀬 東渕江 

58 東 栗 原 加平 栗島 花保 平野 渕江第一 

59 東 渕 江 大谷田 北三谷 中川 中川東 東綾瀬 東加平 

60 平   野 梅島第一 栗島 中島根 東栗原 渕江第一 保木間 

61 渕  江 竹の塚 西保木間 東伊興 渕江第一 保木間 

62 渕江第一 西保木間 花畑第一 花畑西 花保 東栗原 平野 渕江 保木間 

63 保 木 間 島根 竹の塚 中島根 平野 渕江 渕江第一 

64 宮   城 千寿桜 扇 江北 寺地 

65 六   木 中川北 花畑 ◆辰沼 

66 本   木 興本 関原 寺地 西新井 千寿双葉 

67 弥    生 足立 梅島 梅島第一 栗島 弘道第一 弘道 

【注意】 

小中一貫校（興本扇、新田）は、区内全域から選択可能。 

太枠は 、荒川を挟んで隣接し橋を渡り通学可能な学校。◆印は 、最低３校の特例により、選択可能な学校 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 
生命（いのち）の安全教育リーフレット「だいじなところどこかな？」の

発行について 

所管部課名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

生命（いのち）の安全教育リーフレット「だいじなところどこかな？」を

発行したので報告する。 

１ リーフレット発行の目的 

足立区版「生命（いのち）の安全教育」の取組の一環として、子どもた

ちが性暴力の被害者・加害者・傍観者にならないために、リーフレット「だ

いじなところどこかな？」（別添資料３）を発行した。 

 発達にあわせて日常生活や、幼児教育を通して学び、小学校以降の教育

につなげる。 

  【参考】 

小学校以降の教育： 

足立区版「生命（いのち）の安全教育」の取り扱い項目（次頁参照） 

２ リーフレットの構成 

（１）生命（いのち）の安全教育の必要性について、子どもの成長を見通し

て、正しい対応ができるよう、事例を用いてわかりやく説明

（２）親子による家庭での啓発に繋げられるよう、子どもたちが学んでほし

いことをイラストで説明

３ 作成部数 

  ２０，０００部 

４ 配付先 

  就学前施設に在籍する３歳児・４歳児・５歳児の保護者 

  【参考（令和４年度）】 

区立園 ３０園 

公設民営園  １６園 

私立保育園 １１２園 

私立幼稚園  ５０園 

認証保育所  １２園 

計 ２２０園  

５ 発行月 

  令和５年３月 

６ 今後の方針 

就学前施設の保育者に対して、人権研修や年齢別担任研修を通じて、 

生命（いのち）の安全教育について理解を深めてもらい、取組の強化を図っ

ていく。 



※ 学校や地域等の実態に応じて、性的接触に関する発展的な内容を取り扱うことも考えられる。

足立区版「生命（いのち）の安全教育」取り扱い項目

大切な体
プライベートゾーン

小学生

中学生

自他の尊重
（自分と相手の心・体の尊重）

心身の侵害による嫌悪・不快
プライベートゾーンの侵害とその対処

ＳＮＳのリスク
見えない相手のリスクとその対処

良好な人間関係
適切な距離感（心・体）と侵害への対処

性暴力
性暴力の形態と原因、心構え

性的接触
中学生としての望ましい態度

食に関する指導
健康な食生活と過度なダイエット等による健康被害の防止

中学生段階のゴール
「性犯罪の被害者、加害者、傍観者にさせない」「望まない妊娠から守る」
※ 全区立中学校において、「性的接触を避ける」ことを生徒に指導する。
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教育委員会情報連絡         青少年課 

 

事業実施報告（５月） 
 

行事名 実施日 会場 参加者数 

中高生の居場所づくり 
7日（日）14日（日） 

21日（日）28日（日） 
新田地域学習センター他 計 16人 

科学体験講座 
14日（日）21日（日） 

27日（土） 
ギャラクシティ 計 41人 

あだち日曜教室 14日（日） 梅田地域学習センター 23人 

ジュニアリーダー研修会 

6日（土） 梅田地域学習センター 18人 

6日（土） 辰沼小学校 9人 

7日（日） 佐野地域学習センター 9人 

13日（土）27日（土） 栗島小学校 18人 

13日（土） 花畑第一小学校 8人 

13日（土）14日（日） 宮城小学校 55人 

14日（日） 花畑地域学習センター 12人 

20日（土） 弘道第一小学校 25人 

20日（土） 興本小学校 30人 

27日（土）28日（日） 足立小学校 45人 

ジュニアリーダースーパ

ー研修会 

14日（日） こども支援センターげんき 49人 

28日（日） ギャラクシティ 35人 

親子体験キャンプ 28日（日） 舎人公園キャンプ場 33人 

二十歳の集い実行委員 

応募者説明会 
18日（木） 1202 会議室 11人 

 

事業実施予定（６月） 

行事名 実施日 会場 参加予定数 

中高生の居場所づくり 
4日（日）11日（日） 

18日（日）25日（日） 
新田地域学習センター他 計 20人 

科学体験講座 
10日（土）11日（日） 

25日（日） 
ギャラクシティ 計 50人 

あだち日曜教室 11日（日） 梅田地域学習センター 31人 

ジュニアリーダー研修会 

3日（土） 弘道第一小学校 24人 

3日（土）10日（土） 

11日（日） 
本木小学校 18人 

3日（土） 大谷田小学校 15人 

11日（日） 東和地域学習センター 19人 

3日（土）4日（日） 花保小学校 47人 

10日（土） 興本小学校 31人 
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事業実施予定（６月） 

行事名 実施日 会場 参加予定数 

ジュニアリーダースーパ

ー研修会 

4日（日） ギャラクシティ 56人 

18日（日） 宮城ゆうゆう公園 50人 

ジュニアリーダー研修会

宿泊キャンプ事前説明会 
25日（日） 千寿本町小学校 100人 

アートワークショップ 

ｉｎ東京未来大学 
18日（日） 東京未来大学 25人 

二十歳の集い実行委員会 

1日（木） 1202 会議室 17人 

15日（木） 1205B 会議室 17人 

29日（木） 1205B 会議室 17人 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 第２４回足立凧まつりの実施について 

所管部課名 子ども家庭部青少年課 

内 容 

第２４回足立凧まつりの実施を足立凧まつり実行委員会と協議したの

で報告する。 

 

１ 開催方式 

荒川河川敷での凧あげ（令和元年度と同様） 

※ 令和２～４年度はデザインコンクールとして実施 

 

２ 実施日時 

令和５年９月３０日（土） 

① イベント開始 午前１１時～ 

② 審査     午後１時３０分～午後２時 

③ 表彰式    午後２時１０分～午後３時 

※ １０月１４日（土）から２２日（日）まで足立区役所中央館 

１階アトリウムにて、受賞凧の展示を行う。 

 

３ 実施場所 

千住新橋野球場・虹の広場 

 

４ 凧あげ実施に付随する実施予定の事項 

（１）来賓 

ア 足立区選出の国会議員 

イ 都議会議員及び区議会議員 

※ ただし、氏名の読み上げのみとする。 

（２）凧あげ当日に同時開催予定の事項 

ア 消防署、警察署等によるイベント 

イ 小学校ＰＴＡ連合会による模擬店の出店 

（３）凧作り講習会（夏休み期間中に実施予定） 

※ ２校で実施する予定 

 

５ 中止の決定について 

前日正午の天気予報にて、当日開催時間に雨天等が予想される場合 

は、前日午後１時までに決定する。 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 足立区立小・中学校ＰＴＡ連合会事務局の移転について 

所管部課名 子ども家庭部青少年課 

内 容 

中央本町地域学習センターが大規模改修工事となることに伴い、足立

区立小・中学校ＰＴＡ連合会事務局が移転するので報告する。 

 

１ 移転先 

名 称：コワーキングスペース「８knot（エイトノット）」 

所在地：足立区足立三丁目３３番３号 

ヤオキン商事株式会社第２ビル３階 

 

２ 移転日（予定） 

  ８月上旬 

 

移転前 

移転後 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 足立区少年団体連合協議会（少連協）会長の変更について 

所管部課名 子ども家庭部青少年課 

内 容 

令和５年５月１３日(土)に行われた足立区少年団体連合協議会（※） 

総会において、会長を含む役員の変更があったので以下のとおり報告す 

る。 

※ 少年団体連合協議会（少連協）とは、中学校の学区域を単位とし 

た地区少年団体協議会（地少協）とスポーツ少年団で構成された組 

織。子ども会やジュニアリーダーの活動を支援している。 

 

１ 会長の変更 

※ 山本前会長は、退任に伴い同会の顧問に就任した。 

 

２ 令和５年度 役員名簿  （ * は新役員） 
 

旧 新 

山本 輝夫（渕江地少協） 四宮 淳司（蒲原地少協） 

№ 役 職 氏 名 地少協 

1 会  長   四 宮 淳 司 蒲原 

2 
副 会 長 

(事務局長兼務） 
  田 中 加 代 第五 

3 副 会 長   鹿 浜 安 弘 鹿浜 

4 〃   中 村 清 代 舎人 

5 〃   大 関 英 広 第六 

6 会  計   日 髙 佐和子 江北 

7 〃   小 沼 ちさ子 蒲原 

8 〃 * 西 村 秀 彦 第五 

9 書  記 * 井 門 明 洋 中川 

10 〃 * 伊 原 次 郎 蒲原 

11 〃 * 熊 谷   厚 第八 

12 総務部長   鈴 木   匠 第十四 

13 調査広報部長 * 川 田 和 美 第六 

14 事業研修部長   関   昭 男 花畑 

15 育成部長 * 五十嵐   渉 渕江 

16 会計監事   山 﨑 金 壽 第十 

17 〃   髙 橋 利 男 第四 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 令和５年度芸術鑑賞体験事業の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

文化芸術に触れる機会が減少している小学生の豊かな心を育むために、

全ての区立小学校の５年生を対象として実施する芸術鑑賞体験事業につ

いて報告する。 

 

１ 内容 

（１）公演（劇団四季） 

「ライオンキング」 （会場：有明四季劇場） 

   「美女と野獣」   （会場：舞浜アンフィシアター） 

（２）期間 

令和６年１月から２月まで 

（３）公演開始時間 

午後１時３０分（約２時間３０分間、途中休憩あり） 

 

２ 対象学年 

全ての区立小学校の５年生 ５，１００人程度 

※ 令和４年度参加児童数 ４，９４８人 

 

３ 移動方法 

バス借り上げによる移動（学校からの移動時間約４０分） 

 

４ 実施予定日程 

（１）「ライオンキング」 

ア 令和６年１月１９日（金） 

イ 令和６年２月 ２日（金）、８日（木）、９日（金） 

（２）「美女と野獣」 

ア 令和６年１月２５日（木） 

 

５ 今後の方針 

各学校と日程調整を円滑に行い、芸術鑑賞体験事業を確実に実施 

する。 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和５年６月９日 

件 名 令和５年度学校訪問型パラスポーツ体験教室の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

令和５年度から小学校における「学校訪問型パラスポーツ体験教室」を

実施する。 

１ 目的 

足立区のオリンピック・パラリンピックレガシーとして「スポーツ

を活用した共生社会の実現」を進めていく一環で、体験型の授業を継

続的に実施し、子どもの頃からパラスポーツを通じた障がい者理解を

広げていく。 

２ 実施内容 

競技ルールを覚える授業ではなく、パラスポーツに取り組む障がい

者の立場とそれを支える側の立場になって、パラスポーツに親しむ。 

参考：Ｐ１３０～１３５（令和４年度モデル実施時の様子） 

（１）種目 

以下の４種目のうち学校が希望する種目とする。 

ア ５人制サッカー（視覚障がい者サッカー） 

イ ボッチャ 

ウ シッティングバレーボール（座ったままのバレーボール） 

エ デフサッカー（聴覚障がい者サッカー） 

（２）日程・時間 

Ｐ１３１～１３６「令和５年度学校訪問型パラスポーツ体験教室 

開催日程」のとおり。２・３時限又は５・６時限（指定日の連続し 

た２時限）を１回として実施 

（３）対応人数 

１時限あたり最大８０名（１時限あたり１～２クラス程度） 

（４）対象学年 

推奨学年は小学校３・４年生 

ア 学びの連続性、継続性などを考慮し、各校の児童・生徒の状況 

を判断した結果、推奨学年以外での希望も認めた。 

イ 参加人数や推奨学年以外で実施する場合の内容のアレンジは、 

派遣講師が対応する。 

（５）派遣講師 

区の連携協定先である東京ヴェルディ㈱の障がい者スポーツ指導

員ライセンスを持つコーチを派遣 
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３ 今後の方針 

今年度以降も継続して取り組み、体験を通じて子どもたちの障がい

者理解を深め、共生社会の実現のための学びに繋げていく。 

 



東京ヴェルディ
学校訪問型パラスポーツ体験教室（５人制サッカー）の様子

【５人制サッカーの説明】

○どんな競技か？

⇒ 目が見えない方

目が見えにくい方

行うサッカー

⇒ ゴールキーパーのみ目の

見える方

⇒ ボールの特性

（現物を見せ、説明）日テレ東京ベレーザ
元なでしこジャパン 岩清水 梓 選手

体験会参加者へのメッセージ
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障がいのある方役がアイマスク

ペアの一人がガイド役となる

・決められた場所まで、相手が安心

して歩けるように誘導する

・手や身体を触らずに

・声掛け内容はどうすれば伝わるだろう

【見えない方をガイドしよう】
目が見えない方はどのような状況なのだろう
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【グループで協力して、建物の外を案内しよう】

・視覚障がい者役を１名
・ガイド役
・前後左右の安全を確認する役

階段、段差、傾斜などをなるべく手を引く
形ではなく、より具体的な言葉で案内する
ことを心掛ける
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【音や声を頼りに会いたい人に会おう】

①ペアで合言葉を決める

例）「４年3組」
Aさん ４年
Bさん ３組

②町の中の待ち合わせを想定
体育館の両端にAさんBさんはわかれ
て待機

③スタートの合図で、全員歩き出す。
④それぞれが決めた合言葉を言いな
がら、声や相手の合言葉を頼りに
ペアを探す。

参加者が一斉におこなう事で、町の中
の雑音と同様の状態の中、声だけで相
手を探す状況を体感する。
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【さあ！サッカーしてみよう】

○障がいのある方がボールをけりやすいよう
まっすぐすすめるよう、サポート役が、
声掛け、ボールを置いてあげるなど手助け
しながらドリブルする。

視覚障がいのある方の蹴り方を学ぶ

ボールタッチの方法を学ぶ
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【今日の体験を振り返ろう】

～見えない体験からわかった
ことのふりかえり～

〇見えない大変さを乗り越えて
スポーツに取り組んでいる方
がいるということ
〇町の中の工夫
〇サポートする側の工夫
〇優しいまちづくり
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令和５年度学校訪問型パラスポーツ体験教室開催日程

令和５年５月12日時点

No 小学校 日付 曜日 時間 時限 学年 人数 種目

1 桜　  花 令和5年5月19日 金 9:25～11:15 ２・３
3
4

62
59

ボッチャ

2 中 島 根 令和5年5月19日 金 13:30～15:05 ５・６
3
4

44
44

ボッチャ

3 西新井第二 令和5年5月26日 金 9：35～11：25 ２・３
3
4

41
54

ボッチャ

4 中  　川 令和5年6月2日 金 9:40～11:30 ２・３ 4
29
30

ボッチャ

5 亀　  田 令和5年6月2日 金 13:25～15：00 ５・６ 4
62
62

５人制サッカー

6 鹿浜五色桜 令和5年6月7日 水 9:30～11:15 ２・３
3・4
4

70
80

シッティングバレー

7 六　  木 令和5年6月13日 火 9:25～11:15 ２・３ 4
54
33

ボッチャ

8 花　  畑 令和5年6月16日 金 9:40～11:30 ２・３
3
4

50
54

ボッチャ

9 栗　  原 令和5年6月16日 金 13：20～14：55 ５・６
3
4

51
67

ボッチャ

10 大 谷 田 令和5年6月20日 火 9:30～11:20 ２・３ 4
29
28

５人制サッカー

11 梅島第一 令和5年6月20日 火 13：40～15：15 ５・６
5
6

62
45

５人制サッカー

12 弘　  道 令和5年6月21日 水 9：35～11：30 ２・３
3
4

45
30

ボッチャ

13 舎人第一 令和5年6月28日 水 9:35～11:25 ２・３ 4
54
26

ボッチャ

14 花畑第一 令和5年7月5日 水 9:30～11:20 ２・３ 4
43
42

デフサッカー

15 綾　  瀬 令和5年7月7日 金 9：15～10：55 ２・３ 3
34
34

シッティングバレー

16 平　  野 令和5年7月7日 金 13:30～15:05 ５・６ 3
64
34

ボッチャ

17 栗　  島 令和5年7月11日 火 9:20～11:05 ２・３ 4
31
32

シッティングバレー

18 伊  　興 令和5年7月12日 水 9:35～11:15 ２・３ 4
30
59

ボッチャ

19 千寿双葉 令和5年7月14日 金 9:20～11:10 ２・３ 4
56
28

シッティングバレー

20 北 三 谷 令和5年7月14日 金 13:40～15:15 ５・６ 5
26
25

シッティングバレー

21 西 伊 興 令和5年7月19日 水 9：30～11：20 ２・３ 5
33
66

シッティングバレー

22 渕  　江 令和5年9月8日 金 9:40～11:30 ２・３
4
3

65
57

シッティングバレー

23 本　  木 令和5年9月8日 金 13：10～14：45 ５・６ 4
37
32

ボッチャ

24 梅　  島 令和5年9月13日 水 9：35～11：25 ２・３ 4
68
33

ボッチャ

25 西保木間 令和5年9月19日 火 9:30～11:20 ２・３
4
3

22
29

ボッチャ

26 東 伊 興 令和5年9月20日 水 9:30～11:20 ２・３ 4
46
46

５人制サッカー

27 足　　立 令和5年9月22日 金 9:35～11:25 ２・３ 5
54
53

シッティングバレー

28 中 川 北 令和5年9月22日 金 13:35～15:10 ５・６ 3
49
25

シッティングバレー

29 古 千 谷 令和5年10月6日 金 9:35～11:25 ２・３
4
3

66
75

デフサッカー

30 鹿浜未来 令和5年10月6日 金 13：30～15：05 ５・６
3
4

68
51

ボッチャ

31 千 寿 桜 令和5年10月11日 水 9:30～11:25 ２・３ 3
46
46

ボッチャ

32 保 木 間 令和5年10月17日 火 9:35～11:30 ２・３
4
5

50
51

デフサッカー

33 東 渕 江 令和5年10月18日 水 9：35～11：25 ２・３ 3
66
33

ボッチャ

34 花 畑 西 令和5年10月20日 金 9:30～11:20 ２・３
3
4

52
59

ボッチャ

35 舎　  人 令和5年10月20日 金 13：30～15：05 ５・６ 4
42
42

５人制サッカー
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No 小学校 日付 曜日 時間 時限 学年 人数 種目

36 渕江第一 令和5年11月8日 水 9:20～11:10 ２・３ 4
60
29

ボッチャ

37 千寿常東 令和5年11月10日 金 9:35～11:25 ２・３ 3
39
37

５人制サッカー

38 弘道第一 令和5年11月10日 金 13:25～15:00 ５・６
3
4

54
51

５人制サッカー

39 足立入谷 令和5年11月14日 火 9:35～11:30 ２・３
3・4
5・6

34
36

シッティングバレー

40 辰　  沼 令和5年11月15日 水 9:35～11:25 ２・３ 4
32
63

デフサッカー

41 花  　保 令和5年11月24日 金 9:30～11:30 ２・３ 3
47
48

シッティングバレー

42 梅島第二 令和5年11月24日 金 13：30～15：05 ５・６ 4
28
26

ボッチャ

43 鹿浜第一 令和5年12月1日 金 9：30～11：20 ２・３ 4
39
39

シッティングバレー

44 皿  　沼 令和5年12月1日 金 13:15～14:50 ５・６ 6
26
26

シッティングバレー

45 東 栗 原 令和5年12月6日 水 9：35～11：30 ２・３
3
4

58
54

ボッチャ

46 加　  平 令和5年12月12日 火 9：30～11：20 ２・３ 4
67
34

ボッチャ

47 西 新 井 令和5年12月15日 金 9：35～11：25 ２・３ 3
56
28

ボッチャ

48 島　  根 令和5年12月15日 金 13：20～14：55 ５・６ 4
45
45

５人制サッカー

49 関　  原 令和5年12月20日 水 9：25～11：10 ２・３ 3
50
25

ボッチャ

50 弥    生 令和6年1月12日 金 9：35～11：25 ２・３ 4
64
32

デフサッカー

51 宮　  城 令和6年1月12日 金 13：30～15：05 ５・６ 4
50
25

ボッチャ

52 中 川 東 令和6年1月16日 火 9:35～11:25 ２・３
4
3

47
50

シッティングバレー

53 東 綾 瀬 令和6年1月17日 水 9:25～11:15 ２・３ 4
46
45

５人制サッカー

54 青　  井 令和6年1月24日 水 9：35～11：25 ２・３
3
4

54
50

ボッチャ

55 栗 原 北 令和6年1月26日 金 9:35～11:25 ２・３
4
3

77
48

ボッチャ

56 千寿第八 令和6年1月26日 金 13：40～15：15 ５・６ 4
54
28

５人制サッカー

57 千寿本町 令和6年2月2日 金 9:30～11:25 ２・３ 3
31
30

デフサッカー

58 竹 の 塚 令和6年2月2日 金 13:20～14:55 ５・６ 3
22
21

ボッチャ

59 西新井第一 令和6年2月14日 水 9：35～11：25 ２・３ 4
26
26

ボッチャ

60 江　  北 令和6年2月16日 金 9：30～11：20 ２・３ 5
46
47

５人制サッカー

61 東 加 平 令和6年2月16日 金 13：30～15：20 ５・６ 5
52
52

シッティングバレー

62 千　　寿 令和6年2月20日 火 9:35～11:25 ２・３ 4
78
77

５人制サッカー

63 興  　本 令和6年2月21日 水 9：25～11：15 ２・３
4
3

67
62

ボッチャ

64 新　  田 令和6年3月1日 金
9：40～11：30
13：25～14：10

２・３・５ 3
71
70
35

５人制サッカー

65 長　  門 令和6年3月6日 水 9:20～11:00 ２・３
5
6

44
49

５人制サッカー

66 寺  　地 令和6年3月8日 金 9：25～11：20 ２・３ 3
33
31

５人制サッカー

67 扇 令和6年3月8日 金 13：35～15：10 ５・６
3
4

69
50

ボッチャ

※ 開催日程については、変更となる場合があります。

※ 視察をご希望の場合は、スポーツ振興課まで事前のご連絡をお願いします。
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教育委員会情報連絡 

公益財団法人足立区生涯学習振興公社 

事業実施報告（5 月） 

事業名 日時 会場 参加人数 

足立ジュニア吹奏楽団 入団式 5/13(土)  

14：00～14：30 

西新井文化ホール 50 人 

新入団員

5 人 

あだち放課後子ども教室安全管理講習会 

委託先 足立消防署・西新井消防署・千住消防署 

5/15（月） 

10：00～１１:３０ 

5/19（金） 

10：00～11：30 

5/25（金） 

10：00～１１:３０ 

生涯学習センター 

 

江北地域学習センター 

 

勤労福祉会館 

 

２８人 

 

19 人 

 

３６人 

 

あだち放課後子ども教室実行委員会 5/18（木）～ 

5/30（火） 

西保木間小学校他  

計 3 校 

－ 

あだち放課後子ども教室「見守りスタッフ」活動説

明会 

５/２9(月)  

１０：００～１１：００ 

生涯学習センター 9 人 
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事業実施予定（6 月） 

事業名 日時 会場 予定人数 

あだち放課後子ども教室安全管理講習会 

委託先 足立消防署・西新井消防署・千住消防署 

6/5（月） 

１０：００～１１：30 

6/16（金） 

１4：００～１5：30 

6/19（月） 

１０：００～１１：30 

6/29（木） 

10：00～11：30 

西新井ギャラクシティ 

 

生涯学習センター 

 

竹の塚地域学習センター 

 

鹿浜いきいき観 

 4０人 

 

３０人 

 

４０人 

 

４０人 

運動あそびと体力向上トレーニング（小学生の運

動あそびⅠ） 

講師 篠原 俊明氏（共栄大学講師） 

６/１１(日) 

１３：００～１７：００ 

生涯学習センター ３０人 

読み語りボイストレーニングスキルアップ講座 

講師 山下 芳子氏（足立区演劇連盟、演出家） 

６/１５（木）  

10：00～12：00 

生涯学習センター ２０人 

あだち放課後子ども教室実行委員会 6/15（木）～ 

7/13（木） 

栗原小学校他 

計 3 校  

- 

スポーツコンディショニング講座～ウォーミングア

ップの一工夫でケガを予防～ 

講師 加古 円氏（ロータススポーツパフォーマン

ス代表） 

６/１６（金） 

１９：００～２１：００ 

生涯学習センター ４０人 

コンサート in ミュージアム わたなべ音楽堂＜ベ

ルネザール＞ ～新緑の風薫る音楽会～ 

出演 ヴィーヴ！サクソフォン・カルテット（サクソ

フォン四重奏） 

6/17(土) 

①13:00～１４：20

②16:00～17:20 

わたなべ音楽堂 

＜ベルネザール＞ 

１００人 

※１回５０人 

２回公演 

あだち放課後子ども教室安全管理員研修会① 

「放課後が育む子どもたちの生きる力」 

講師 前橋 明氏（早稲田大学人間科学学術院健

康福祉科学科教授） 

6/26（月） 

10：00～12：00 

生涯学習センター 60 人 

おりがみサポーター交流会Ⅰ ６/２８（水） 

10：00～１１：３0 

生涯学習センター ４０人 

 

 

 


	★次第(6定）

